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プロローグ









　塔攻略の第七回イベントを終えた【楓かえでの木】の八人は、六層のボスをさくっと撃破して、モンスターを仲間にすることができる七層へと足を踏み入れた。

　ホラーエリアの暗い雰囲気だった六層とは違い、八人の目の前には心地よい風が吹く草原が広がっている。草原では、草食動物が駆け回っており、遠くに町の影が見えた。さらに火山や雪山、浮遊する島など、今見えている範囲だけでも多様な地形が存在していることが分かる。

「おおー！　ここでモンスターを仲間にできるんだね！」

「らしいね。運営からのメッセージを見ると、早めに仲間にしておいた方がいいみたい」

「まだ詳しくは分かってないけど、テイムモンスターのレベル上げも必要だろうしね。どうあっても動き出しは早い方がいい」

　七層の実装と同時に、運営からは第八回イベント開催の通知が届いていた。詳しい内容はまだ書かれていないが、モンスターを仲間にしておくことで有利になるとのことだった。既に相棒のモンスターがいるメイプルとサリーはシロップと朧おぼろを呼び出して、町へと歩き始める。

「っと、どうやら友好的なモンスターばかりじゃないみたいだな」

「ええ、こっちに向かってきてるわ！」

「「迎え撃ちますっ！」」

　町へと向かう八人に洗礼とばかりに鋭い角を持った牛が数体突っ込んでくる。全員が戦闘態勢をとる中、真っ先にサリーとメイプルが動いた。

「シロップ！　【大自然】」

「朧！　【影分身】！」

　突進してきた牛を、足元から伸びた太い蔓つるが締め上げ拘束する。そうして動きが止まったところで、五人に分身したサリーが一気に斬り刻む。牛は抵抗し体を大きく振って角で攻撃するものの、朧が作り出した分身を破壊することしかできない。

「【クインタプルスラッシュ】！」

　サリーがとどめとばかりに連撃を浴びせると、好戦的なだけで通常のモンスターでしかない牛達は、容易たやすくＨＰを削りきられて光となって消えていった。メイプルとサリーはドロップしたアイテムを拾い上げると、シロップと朧をねぎらう。

「よしっ！　お疲れ様シロップ！」

「朧もありがとう」

　メイプルとサリーはプレイヤー二人だけではできない連携攻撃で、あっさりとモンスターを撃破する。

　二人がシロップと朧を仲間にしてからなかなか時間がたっていたため、【楓の木】の面々にとっては当たり前の光景になっていたが、誰だれでもこんな風にモンスターを仲間にできるとなるとテンションも上がってくるというものである。

「うん、やっぱりこういうのを見ると僕達もテイムモンスターが欲しくなるよね」

「そうだな。まあ、条件があるんだろう。今の牛は仲間になりそうになかったしな……」

「町に行きましょう！　きっと行けば分かりますよ！」

「もしかしたらアイテムとか必要かもしれませんから」

「そうね、行きましょう」

　ここでずっと話をしていても仕方がないと、八人はワクワクした様子で遠くに見える町へと足早に向かっていった。








一章　防御特化と七層。









　七層にやってきたメイプル達は早く探索がしたいとばかりに、まず急ぎ足でギルドホームに向かい、ギルドホームのアクティベートをさっと済ませる。七層のギルドホームは大型モンスターのテイムなどにも対応できるように、高い天井と広い部屋で構成されており、とまり木なども備え付けられていた。モンスターに期待が膨らむ中、八人は手分けをして町の様子を確かめに出た。

　七層の町の中央には天をつくような大樹があり、町中を流れる水路と、入り組んだ石造りの道が続き、上を見れば町に点在する樹々を結ぶ木製の橋が複雑に樹上のツリーハウスを繫つないでいる。

「よーし！　探索するぞー！」

　メイプルは新しい町に興味津々という風に駆け出していく。しばらく辺りを見渡しながら道を進むと、すぐに今までの町とは違う部分に気がついた。町に配置されたＮＰＣが皆、何かしらのモンスターを連れているのである。

「おー！　シロップみたいな感じだ！」

　メイプルはＮＰＣに話しかけたり、店を回ったりして一通り情報を集めると、一いつ旦たんギルドホームへ戻ることにした。

　メイプルが戻ってくると、ギルドホームでは情報収集を終えたギルドの面々が待っていた。

「おーい！　皆ー！　どうだった？」

　メイプルは楽しそうに、早く皆で共有したいというように駆け寄っていく。

　そんなメイプルに対して、サリーが情報をまとめて話し始める。

「おかえり。メイプルも分かっただろうけど、やっぱり七層では朧やシロップみたいなテイムモンスターを手に入れられるらしいね」

「そうそう！　色んな方法で仲間にできるんだって！」

「早く探索に行きたくなりますよね！」

「ふふっ、ユイ楽しそう」

　八人が集めた情報は特別なイベントに関わるようなものではなかったが、それでも倒して仲間にするパターンやアイテムを与えるパターン、条件が他にあるパターンなど様々なものがあった。

「シロップと朧は卵から生まれてきたけど……どのモンスターもそうなのかな？」

「モンスターによって違うっぽいよ。ただ、【絆きずなの架け橋】を使って仲間にするのは変わらないみたいだから、私は朧以外は仲間にできないんだよね」

「……？」

「あ、まだ確認してなかった？　七層の実装に合わせて【絆の架け橋】の効果に一人一つしか所持できないってのが追加されてたからさ」

　一人一つしか所持できなければメイプルとサリーはそれぞれシロップと朧の分の指輪があるためこれ以上は手に入れられない。

「そっか……うん、でもシロップがいるもんね！」

「だから私達はこの層では他の皆の手助けかな？」

「うん！　そうする！」

「なら、ギルドとしての目標は、皆モンスターを仲間にして第八回イベントに参加でどう？」

「うんうん！　いいね！　さんせーい！」

　残りの六人も異議なしといった様子で、ギルドの目標は固まった。第八回イベントに向けた準備に全力を注ぐのである。

　メイプルとサリーはすでに相棒のモンスターがいるため、六人の手助けに回ることができるのだ。

「それは助かるな。強力なモンスターのテイム条件が『倒すこと』とかだと、大盾の俺一人だとキッツイしな」

「ああ、ただまあとりあえずは広く浅く探索だろう。色々なモンスターを見てみたいからな」

　町から遠くのフィールドを眺めてみても、町に来る前にも見たように、頂に雪の積もった険しい山や、火山など様々な環境が存在することが見て取れる。情報収集の結果、砂漠や海などもあることが分かっている。今までの層のような一貫性がないということは、おそらく、それに応じた色々な生態のモンスターが生息しているということだろう。

「先に仲間にしたいモンスターに目星をつけてから探すのもアリかもね。僕は……図書館にでも行ってみようかな」

「生産系統をサポートしてくれるモンスターもいるのかしら……」

「私達も頑張ろうね！　お姉ちゃん！」

「そうだね、ユイ」

　それぞれにまだ見ぬ相棒に想おもいを馳はせて、エリアごとやモンスター傾向ごとなどの細かい情報収集に移っていくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　とは言ったものの、七層はまだ実装されたばかりである。メイプル達は最も新しいエリアにいるわけで、情報なども自分達で集めていかなければならなかった。

「どう？　相棒にする子は決まった？」

　メイプルは情報を探そうと掲示板を見ているマイとユイに声をかける。

「メイプルさん！　えっと、まだです。だからお姉ちゃんと一緒に探しに行こうかなって」

「なるほどー。じゃあ私手伝うよ！　ほら、どこへ行くにも守ってあげられるし！」

「ありがとうございます。とても助かります」

　マイがぺこっと頭を下げるのに合わせて、ユイも同じように頭を下げる。メイプルなら【暴虐】やシロップで移動手段を確保することも、【身捧ささぐ慈愛】で二人を守ることもできる。

「じゃあいこっか！　実際に見てみないとどんな子を相棒にするかも決められないしね！」

「「はい！」」

　そうして、三人は初めての探索に向かう。

　モンスターが仲間になるかならないかは、ＨＰバーの隣にマークが付いているかどうかで判断することができる。

「メイプルさんがシロップを仲間にしたときはどんな感じだったんですか？」

「第二回イベントで、すっごい強い鳥のボスの巣の中で卵を見つけたんだよー。朧もおんなじ！」

「やっぱり珍しいモンスターはすごい場所にいるんでしょうか？」

「メイプルさんの時の事を考えるとそんな気がしてくるなあ」

「よーし、じゃあいろいろ探索してみよっ！」

　メイプルは【身捧ぐ慈愛】を発動させ、マイとユイとともに遭遇するモンスターを確認していく。

「仲間になることは分かってても、どうやって仲間にするか分からないと大変だよね」

「そうですね……倒しちゃったらダメな場合もありそうですから」

　マイとユイはモンスターの撃破は得意だが、特殊な条件を提示されると難しいのである。攻撃力に特化しているため、できないことも多いのだ。

「まずはあっちの森の方に行きませんか？　森の中なら動物も多そうです！」

「そうだね！　そうしよう！　仲間にするときに使うアイテムも買ったし……よしっ、せっかく出会えたのに仲間にできなかったら悲しいもんね！」

「メイプルさんはもういらないんじゃ……？」

「えへへ、いつでも手伝えるように買っておいたんだ！」

　メイプルはユイの言う方向に進路を変えて、町の近くに広がる大きな森へと向かう。もちろんその途中にも仲間にできるモンスターがいないか、三人は目を光らせるのだった。




　森はほんの少し光が差し込んでくるくらいで、薄暗く、茂みも多かった。

　時折メイプル達を襲おうとモンスターが飛びかかってくるものの、今のメイプル達は目もくれない。目的としているのは仲間にできるモンスターなのだ。

「あ！　いました！」

「えっ!?　どこどこ!?」

　メイプルがユイの指差す方向を見ると、木にとまっている小鳥のモンスターがいた。

　そのＨＰバーの隣には、仲間にできることを示すマークが光っている。しかし、メイプル達が何かアクションを起こす前に、小鳥は飛んでいってしまった。

「あっ……いっちゃいました……」

「うん……残念……今度はアイテム用意しとこう！」

　メイプルはそう言ってモンスターテイム用のアイテムを取り出し、今度は仲間にできるように準備をする。

「あっ、でも仲間にできるのは一人につき一体だけなんだっけ……どうする？」

「うーん、色々見てから決めたいです！」

「私も……一回仲間にしてから逃すのは悪い気がして……」

「じゃあ相棒探し続行！」

　三人はもっと色々な種類のモンスターを探して、森を奥へ奥へと進んでいく。途中には先ほど逃げていった鳥や狼おおかみのような動物型から、蝶ちようなどの昆虫型、蛙やトカゲ型のモンスターもいた。

「この辺りは現実にいそうな見た目のモンスターが多いのかな？　もっと怪物！　って感じのもどこかにはいるのかも」

「色んなエリアがあるみたいでしたし……でも私は可愛かわいい動物でいいかなあって思ってます」

「私もお姉ちゃんと同じです！」

「じゃあやっぱりこのエリアかなあ。結構回ったけど……」

　何か気になる子はいた？　と、聞こうとしたメイプルの前を一匹の子熊が素早く通り過ぎていった。子熊の通った道にはその足跡がキラキラと輝いていて、これまで何度も見た小鳥などとは違った雰囲気を感じる。

「メイプルさん！」

　二人がメイプルの方を振り返る。言葉にせずとも言いたいことは分かっていた。

「うん！　追いかけよう！」

　三人は光る足跡を追いかけて、森の中をあっちへこっちへ歩き回る。そうして道なき道を進んでいたものの、いつしか光る足跡は消えてしまい、子熊を完全に見失ってしまった。

「うぅー、駄目かあ。なんだかレアっぽかったよね」

「残念です……もう一度会えたらいいんですけど」

「メイプルさん！　もうちょっとだけ探すの手伝ってもらっていいですか！」

　二人とも相棒にしたいモンスターを決めたようで、メイプルは快く受け入れる。まだアイテムが必要なのかどうかも分かっていない。何度も探さなければならないだろう。

「もっちろん！　それに、一体だけじゃなくて、きっちり二人分見つけようっ！」

　メイプルのその言葉にマイとユイは嬉うれしそうに笑顔を見せる。

「森の奥の方を探せばいいかな？　さっきも奥の方で出てきたし」

　ただ、やる気十分といった風で探索を始めようとするメイプルに、マイは思うことがあるようで話し始める。

「あ……でも、私達の足の速さだと追いつけないかもしれません……」

「あー、逃げ足速かったもんね……」

　茂みと木々で溢あふれる森の中では【暴虐】を発動させても、体が大きすぎてうまく身動きが取れなくなってしまう。プレイヤーやモンスターをなぎ倒すことはできても、細かく方向を変えて何かを追いかけるには不向きなのだ。

「やっぱり一いつ旦たん帰ってイズさんに何かアイテムないか聞いてみよっか。また逃げられても悲しいし」

「仕方ないです。早い者勝ちとかじゃないといいなあ」

「きっと大丈夫！　あと、今度はサリーにも手伝ってもらおう！　サリーなら足も速いし！」

　メイプルはそう言って一旦三人で町へと戻るのだった。




　メイプル達がギルドホームに帰ってきて、イズの部屋である工房に向かうと、そこにはあらゆる器具をフル回転させて何かを作っているイズがいた。

　忙しそうにしているその姿に声をかけようか迷っていると、完成待ちに入ったのかぐっと伸びをして工房から出ようとしたイズが三人に気づいた。

「あ、メイプルちゃん達。ごめんなさい、気づかなかったわ……ちょっとやることが多くって」

「えっと、新しいアイテムですか？」

「マイちゃん、正解！　七層に入ってからかなりの量の装備やアイテムのレシピが追加されたのよ。モンスターを懐かせるアイテムとか、レアなモンスターの出現確率を上げるものとか……店では買えないようなものも多くて、楽しいけれど大変ね」

　ギルドメンバーのためというのももちろんあるが、純粋に作ることに夢中になっている面もあった。しばらくすれば役に立つアイテムや装備を渡すことができると、イズは自信ありげに言う。

「そうだったんですね。私達もちょうどいいアイテムがないか聞きにきたんです！」

　そう言ってメイプルが事情を話すと、イズはアイテムや装備品を出してくれる。

　飲むことで少しの間【ＡＧＩ】を上げるドリンクや、モンスターにぶつけることで【ＡＧＩ】を下げるアイテムなど、色々な方向から解決策を提示してくれたのである。勿もち論ろん、どれも高ランクの生産職であるイズが作ったものなので効果が高く、二人の足の遅さを補うのに役立つことは間違いない。

「とりあえず【ＡＧＩ】を上げるならこの装飾品を付けるといいわ。うちのギルドは全然装備を変えないけれど……場所に合わせて装備を調整するのも大事なことよ。ちょっと待ってね……」

　イズはささっと装備品のカラーリングを変更し二人に合わせた物にすると、それを手渡す。

「「ありがとうございます！」」

　マイとユイは早速装備を身につけると、速くなった動きに体を慣らすように工房内を少し歩いてみせる。それぞれの頭からは髪色に合ったうさぎの耳がピンと伸びて、同じ色の丸い尻尾しつぽがスカートの上にぽんっと現れる。もともといくつもあしらわれていたリボンとともに、二人が歩くのに合わせて揺れる耳や尻尾は可愛かわいらしいものだった。

「おー！　いいね！」

「ただ、装飾品で少し上げただけだから七層の基準レベルと比べると足りていないと思うわ。必要そうならまた装備を用意するから言ってね」

「はい、本当にありがとうございます！」

「頑張りますっ……！」

　マイとユイはイズに再度お礼を言って、これで今度は追いついてみせると意気込む。そもそも、追いつくだけで仲間にできるかも分からないのだから、一つでも多く試すしかないのである。

「上手うまくいくといいわね」

「私達も素材とか集めてきますね！　また新しいものも増えてますし！」

　メイプルはそう約束すると三人で工房を出た。

　次はサリーにも手伝ってもらおうとメッセージを送ろうとしたところで、ちょうどサリーがギルドホームに入ってきた。

「あ、サリー！　ちょうどよかった！」

「ん、どうかした？」

「えっと、実はねー」

　メイプルがサリーに森での出来事を話すとサリーは興味深そうに頷うなずく。

「情報掲示板にも出てなかったし、レアかも。もう一回会うのは大変そうだけど……見つけたいね」
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「でしょー！　で、追いつくためにサリーにも今から手伝って欲しくって……」

　メイプルがそう言ったところでサリーが首を横に振る。サリーは近々あるテストの勉強のためにこの後ログアウトするとのことだった。

「メイプルも準備しないとでしょ？」

「うぅ……そうだね。いいところなんだけど……」

　メイプルもそういえばそうだったと頭をかく。マイとユイを手伝うことが難しくなってしまいどうしようかと考え始める。

「大丈夫ですっ！　イズさんから貰もらったアイテムもありますから！」

「はいっ……私達、十分手伝ってもらいましたから」

　二人がそう言うのを聞いて、メイプルは考えるのをやめて一つ大きく頷いた。

「うん、分かった！　じゃあ私もいい報告期待してるね！」

「期待しててくださいっ！」

「が、頑張ります！」

　メイプルはそんな二人に別れを告げると、手を振ってサリーとともにログアウトしていった。

　残された二人は少し不安そうに、しかしそれでもやる気ある表情でフィールドへと向かっていく。

「ぜーったい相棒を見つけるよお姉ちゃん！」

「うん、頑張ろうね」

　とはいえ、二人だけでは七層のモンスターに攻撃を受けてしまえば一撃で倒されてしまう。

　そんなことは二人も分かっており、そのためには先に倒してしまうしかない。フィールドに出てすぐ、二人はそのための新たなスキルを発動した。

「「【決戦仕様デストロイモード】！」」

　二人が手に入れたメダルスキル。それの発動とともに赤いスパークが走り、身体からだと武器を真紅のオーラが覆っていく。圧倒的な威圧感を放つ二人はオーラを迸ほとばしらせながらフィールドを進んでいく。もちろんこれは見掛け倒しなどではない。






【決戦仕様デストロイモード】




発動中、攻撃の範囲を拡大。スキル再使用までの時間大幅短縮。

【ＶＩＴ】半減。被ダメージ二倍。








　本来なら重いデメリットも、そもそもダメージを受けたら終わりな二人にとってはないものと同じである。そんな必殺の大おお槌つちを二本構えている二人に、モンスターは構わず襲ってくる。

「来るよ、ユイ！」

「うん！　任せてっ……やあっ！」

　飛びかかってきた狼型のモンスターに向けて振り抜かれた大槌は、僅わずかに下を横切り直撃とはいかなかった。しかし、武器が纏まとっているオーラが触れた瞬間、大きな音を立てて狼が弾け飛ぶ。そして、狼はそのまま地面を転がっていき光となって爆散した。

「すごい！　当たる部分がかなり大きくなってる！」

「うんっ……これなら私達でも当てやすくなったね！」

　攻撃範囲が広がるということは、それだけ死角が減るということ。まさに攻撃は最大の防御というわけである。

　喜ぶ二人を見て、フィールドにいた他のプレイヤーがざわめく。こんな特徴的な二人などマイとユイ以外いるはずもなく、ただでさえ通常攻撃で即死級の二人の攻撃範囲が広がったところを目の当たりにしたのだから無理もない。

　しかしながら、二人の意識は森エリアの子熊探しに向けられていたため、周りの視線に気づくことはなかったのだった。

　二人はそうして森の中に入り、子熊を探し始める。メイプルがいないため、今回は注意深くモンスターの気配を探らなければならない。モンスターの攻撃を受けるわけにはいかないのだ。

「メイプルさんが帰ってくるまでに仲間にしちゃおうね！」

　居ても立ってもいられないといった様子でユイが目を輝かせると、マイもそれに合わせて頷く。

「えっと、結構奥の方だったよね……？」

「うん、まだまだのはず」

　そうして歩いているとがさりと茂みが揺れ、二人は背中合わせになって警戒する。そこに茂みから猪のモンスターが飛び出してきた。

「「ええいっ!!」」

　二人は背中合わせのままぐるっと回転し、大槌を振り回す。しっかり狙ねらうわけではなく、二本の武器と、大きくなった攻撃範囲の暴力で隙すき間まなくモンスターの飛び出してくる空間を埋めたのである。

　逃げ場が存在しなければ、一撃を受けてしまう。それは当然のことで、そして普通のモンスターが二人の攻撃に耐えられないのもまた当然のことだった。

　今回もまたいつものようにモンスターは爆散し、二人はほっと息を吐く。

「よかったあ……また森まで来るのも時間かかるから」

「くー、早く見つかってほしいけど」

　その後ひやひやしつつ何とかモンスターを処理すること数回、ようやく前回子熊を見つけたエリアまでやってきた。

「この辺りだったはず……」

「うん、あとは出てきてくれるかどうかだけど」

　二人が警戒しつつ子熊を探していると、がさりと茂みが揺れる音がして、地面から空へ上る星が見えた。

「「あっ!!」」

　それは本当に一瞬のことで、イズからもらった【ＡＧＩ】低下アイテムをぶつける暇もなくさらに先の茂みに逃げ込んでしまう。二人は慌てて自身の【ＡＧＩ】を上げるポーションを飲み、茂みをガサガサとかき分けて足跡からキラキラと空に舞い上がる星を目印に追いかけていく。

「っ、ユイ！　モンスター！」

「邪魔しないでっ！　【飛撃】！」

　ユイに合わせてマイも【飛撃】を発動させ、四つの衝撃波が飛びかかってくるモンスターを吹き飛ばす。二人は急いで足跡を追って森を駆け抜けていくが、何度も他のモンスターに襲われてなかなか追いつけない。

「うぅ、また逃げられる！」

「あ！　ユイっ危ない！」

「えっ？　きゃあっ!?」

　焦って注意散漫になったところで後ろから襲ってきたモンスターに反応できずに、攻撃を食らってしまう。どれだけ攻撃力が上がっても、たった一度攻撃を受ければそれで終わりである。

「あっ、ユイ！　ひゃっ！」

　ユイに気を取られたマイも同じように倒されてしまい、二人揃そろって七層の町へと戻されることになってしまったのだった。




　二人は目を覚ますとそれぞれ悔しそうだったり、残念そうだったりする表情を浮かべ、ぐったりとベンチに座った。

「あー！　ダメだった……」

「もう一回行ってみる？」

「もちろん！　へこたれてられないよ！　すぐに諦あきらめてたら仲間にできないし！」

「そうだね。私もそう思うよ」

　とりあえず、自力で追いつけるまでは追跡を続けようと決めた二人はもう一度森へ向かう。

　勿論、メイプルを待つのが得策ではあるのだが、二人でもスムーズに探索ができるようになるため、慣れていきたいというのもあった。

　結果、その後二回死に戻り、そして三回目に入ったところで子熊を全く見つけられなくなってしまった。二人は森の中でキョロキョロと辺りを見渡しながら途方にくれる。




「どうしたんだろう？　全然出てこないね」

「場所は……ここで大丈夫なはずなんだけど」

　そうして二人はあることに思い至る。もしかすると何かの条件によって出てくるかどうかが変わるのではないかということである。

「今までは運が良かっただけ……とかじゃなさそうだし……また明日同じくらいの時間に来てみる？」

「そうしよっ！　同じ条件でやって出てきてくれなかったら考える」

　目標は子熊を仲間にすることに決まったのだ。あとはそれに向かって一直線である。

「今日はもう終わる？」

　マイがそう聞くと、ユイは少し考えた後にとある提案をした。

「この辺りのモンスターと、戦う練習していかない？　ほら、前にサリーさんも慣れが大事って言ってたし！」

「そうだね。それにレベルも上げないと」

「じゃあ決定！　手に入った素材はイズさんに渡して、また何か作ってもらおう！」

　こうして二人は子熊を仲間にするために、森のモンスターに慣れる特訓を始めるのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　翌日も森へと出向いた二人は、出現率が低く慣れていなかったモンスターや、茂みや樹上からの奇襲によって何度か倒されつつも、再び子熊がいた森の奥にたどり着いた。

「こ、今回は……結構かかったね」

「うん、まだまだ練習がいるかも」

　ともあれ、広い森の中で追いかけっこのスタート地点が把握できているだけマシというものである。あてもなく進む必要がないというのは、戦闘回数が多ければ多いほど事故が起こりやすい二人にとって大切なことだった。

「あっ！　いた！」

「よかった……」

　二人の前に昨日きのうと同じく子熊が現れる。

　どうやら、出現に関係しているのは時間帯らしかった。

　二人は今度こそと、子熊の足跡を追いかけていく。途中出てきたモンスターも、昨日動きをみっちり体に覚えさせたのが効いたのか、何とか撃破することができた。

　そうして森の中をスルスルと進んでいき、やがて足跡は森の向こうの山の方へと続いていった。

「結構進んだかな？」

「うん……ここまできたのは初めてだね」

　二人は傾斜の出てきた道なき道を、星の舞い上がる足跡を頼りに進んでいく。

　そして足跡を追った二人は山の中腹にある小さな洞どう窟くつへとたどり着いた。

「入ろう！」

「うん……！」

　二人は大槌をぎゅっと握りしめて、洞窟の中を歩く。洞窟の中は足跡から舞い上がった光がキラキラと輝いて地面や壁を照らしていた。

　道幅は次第に広くなり、光も強くなっていく。そして最奥にたどり着いた二人の目に、輝く星の揺ゆり籠かごの中で眠っている子熊の姿が映った。寝床といった様子の少し広い空間に、目が眩くらむような光が満ちている。

「「いたっ！」」

　その声に反応するように子熊は起き上がって、二人を見据える。直後、部屋の光が急激に強くなり、子熊の方に集まっていく。

　二人が眩まぶしさに一瞬目を瞑つぶったその内に、子熊は急成長し巨体となり低い声で吠ほえた。その体からは星が散っており、耳の先端やいくつかの毛先は光そのもののようになって揺れている。

「成長した!?」

「強そうっ……どうしよう！」

　追いつけば仲間にできると思っていた二人だったが、目の前では強そうなモンスターとなった熊がこちらを睨にらみつけている。体長は三メートル近く、その大きい体から威圧感が放たれる。

　アイテムもまだ十分にない中、どうやって仲間にすればいいのかを考えていると、目の前に青いパネルが現れる。






【力を示せ】




モンスターを仲間にするために戦闘に勝利する。








　それはクエストのような形式で、二人がモンスターを仲間にする方法を示してくれていた。そして、それを見た二人の表情がぱっと明るくなる。

　力を示す。それは二人が最も得意とすることである。

「いくよお姉ちゃん！」

「うん！　手加減できないけど……」

「「ごめんねっ！」」

　直後、洞窟の外まで鈍い音が響き渡ったのだった。




「だ、大丈夫かな？」

「わ……分からないけど……」

　目の前には先程一撃でのした熊が横たわっている。威力が強すぎたかと心配する二人の前で、周りの壁や床が再び強く光り始める。そして熊はのっそりと起き上がり、二人にゆっくり近づくと頭をすりすりと擦りつけ、一つ小さく鳴き声を上げて完全に光となった。

「ううっ……」

「ど、どうなったの？」

　光が収まって二人がゆっくりと目を開けると、地面には一つの指輪が落ちていた。

　それは、メイプルやサリーが身につけていたのと同じものだった。

「「やったっ！」」

　二人は指輪を拾い上げると笑顔でハイタッチをする。とはいえ、まだ目標の半分である。二人分手に入れなければならないのだから、まだ仲間探しは終わっていない。

「よーしお姉ちゃん！　この調子でもう一回クリアするよっ！」

「うん、ここまで来れれば大丈夫だし……いけそう！」

　道中が少し大変なだけで、仲間にするのはそこまで苦戦しなかったため、二人のやる気もまだ十分だ。

　二人が気づくことはないが、レアモンスターを仲間にするための戦闘がこうも楽なはずはない。

　そう、つまり結局のところいつも通り、何かが発動する前に一撃必殺で全すべてすっ飛ばして終わらせた、二人にしか出来ない方法だったのである。

　一度クリアしてしまえばやる気も出るというもので、二人はそのままの勢いで二回目もクリアし、二人お揃いのモンスターを仲間にすることができたのだった。




「あー！　疲れたーっ！」

「だけど……私達だけでもなんとか……できたね」

　二人はギルドホームのリビングにあるソファーに座って、お互いの指にはめた【絆きずなの架け橋】を見て満足気に笑みをこぼす。そうして目的を達成して一段落したところで、奥から同じくやりきったというような表情でイズが姿を見せた。

「あら、二人とも。攻略は順調？」

「バッチリです！　私も、お姉ちゃんも、ほらっ！」

「仲間にしてきました！」

　そう言って指輪を見せつつ攻略の話をすると、渡したアイテムや装備品が役立ったことでイズも嬉うれしそうに頷うなずく。そしてちょうど、よければ二人に試してほしいものがあると話し始めた。

「仲間にしたモンスターの見た目を変えられるアイテムが、ようやく一通り完成したのよ。ほら、話に聞いた限りだと二人とも同じモンスターみたいだし、今のうちに試してみるのはどうかしら？」

「はい！　ちょっと見てみたいです！」

「私も……見てみたいですっ」

「決まりね。じゃあついてきて？」

　イズは二人を連れて工房に入るとテイムモンスターを呼び出すように言った。

「あ、そういえばまだ名前決めてないんだった」

「仲間にすることで頭いっぱいだったからね……」

　二人はこれが終わったら決めようと思いつつモンスターを呼び出す。二人の足元には可愛かわいらしい子熊が二匹現れ、それぞれすりすりと体を擦り付けてなついている様子を見せる。

「そのタイプだと……エフェクトのカラーリングと毛皮の色ね」

「好きな色にできるってことですか？」

「そうよ。これからずっと一緒に戦っていくんだから、納得のいくものの方がいいってことね」

　七層の実装と同時に、仲間にしたモンスターは、町の中でスキルは発動できないものの、連れ歩くことができるという機能が加えられたのである。仲間にしたっきりではなく、プレイヤーにとって大切なものにできるのだ。

　二人はああでもないこうでもないと迷ったものの、最後は自分達と同じ色合いに落ち着いた。

　マイは艶つやのある黒の毛並みに、毛先とスキルなどが緑に輝くエフェクトにし、ユイは北極熊のような白の毛並みに、ピンクのエフェクトを選択した。

「よーし！　じゃあこの子の名前はユキミ！」

「私の方は……ツキミにしようかな」

「いい名前だと思うわよ。二人らしくて」

　名前もつけ終わって、二人がしゃがみこんで頭を撫なでながら改めて名前を呼んでやると、嬉しそうに頭を擦り付けてくる。

「えへへ……これからよろしくね」

「頼りにしてるからねー！」

　ひとしきり撫で回したところで、ふと疑問に思ったのかマイが尋ねる。

「他の皆さんは……まだモンスターを仲間にしてないんですか？」

「そうね。私はほんのさっきまで工房にこもりきりだったし、クロムもまだ迷ってるみたいよ。カナデはどこいったか分からないし……カスミは気分転換に四層に行ったっきりね」

「じゃあ、今度は私達が手伝う番ですね！」

「素材と情報集めてきますっ。これからツキミ達のレベルも上げないとダメですし」

「期待してるわ。七層も広いから、一からってなると大変なのよね」

「「頑張りますっ！」」

　マイとユイはまだまだやることが多い。仲間にしたツキミとユキミとの連携攻撃も練習しなければならないのである。ただ、二人は楽しそうに目を輝かせているのだった。








二章　防御特化と追加。









　マイとユイがツキミとユキミを仲間にした頃ころ、一時的に最前線から引いて四層にいるメンバーが一人。

「はあ、この階層でテイムができればベストなんだが……無理な話か」

　現状分かっている七層の情報を一通り確認した所で、ピンとくるモンスターがいなかったカスミは四層の妖よう怪かい達の町へとやってきていた。好みの姿が多いこの層のモンスターが仲間にできればと、来てみたものの、どのモンスターにも仲間にできるマークは見当たらなかった。分かっていたことではあったがカスミはそれでも残念そうに肩を落とす。

「しばらくくつろいで戻るとするか……」

　まだ見つかっていない七層のモンスターの中に、求めているモンスターがいるかもしれないのだ。地道に探索をしていくしかない。

　カスミは英気を養うために、近くにある店へと足を運ぶ。

「さてと……追加されたアイテムはこんなところか」

　カスミは新しいマップが追加されたり、イベントがあったりする度に四層にやってきて、新しい家具などが増えていないかをチェックしているのである。その際に、家具のためにとちょこちょことクエストをクリアしたりもして、この階層に限れば誰だれよりも隅まで探索していると言っても過言ではなかった。

「追加されたクエストがないかも見てくるとするか」

　七層まで実装された今となっては、四層のモンスターも弱く感じるというものである。カスミは息抜きに、以前多くのクエストが発生していた酒場へと向かう。酒場の中では、多種多様な妖怪達がそれぞれのテーブルでガヤガヤと話をしている。

　カスミにとっては聞き慣れた会話であり、見慣れた顔ぶれだったが、酒場の隅のテーブルにふと目がとまる。そこには器用に椅子に座っている大きな蛙の姿があった。

「あれは……見ない顔だな……」

　カスミがそのテーブルの方に近づくと、ポンっと青いパネルが浮かびクエスト名が表示される。

「【遠き地の霧の底で】？　……今回に合わせた新規実装か……？」

　カスミは笑みを浮かべると、期待を胸にクエストを受注する。すると、目の前の蛙が話しかけてきた。

「おっと、聞きたい話でもあるのかい？」

「ああ、そんなところだ」

「ケケッ、そうだな……面白い話がある……ただまあ信じるかは分からないがね」

　そう言って蛙が語り始めたのは、霧に煙るある谷底の話だった。

「何でも化物がいるって話でな。そんなものがいるものかと度胸試しに向かったものさ。だがなあ……あそこにはいる。それもゾッとして動けなくなるような奴やつがな」

　詳しく聞かせてくれと続きを求めるカスミだったが、そこで蛙は口をつぐむ。

「アンタ、向かう気だろう？　……ケケッ、やめときな。力がなきゃあ生きて帰ることすらできないだろうよ。ま……続きはそうだな……アンタが強ければ話してやるよ」

　そう言ったところで、クエスト内容が更新される。内容は指定されたモンスターを倒してくるというもので、四層だけでなく、五層、六層にも行かなければならないものだった。

　少しの息抜きのつもりだったカスミは驚いた顔をしたものの、次の瞬間にはこれを進めない手はないと酒場から駆け出していた。間違いなく最新のクエストを見つけることができたことで、ワクワクして自然と笑みが溢あふれる。

「ふふっ……さて、鬼が出るか蛇が出るか……」

　まずは四層からだと、カスミはさらに速度を上げてフィールドへと向かっていった。




「まずは……ふむ、西の小鬼か」

　四層でやらなければならないことは雑魚ざこモンスターの小鬼の撃破である。ただ、一体一体は雑魚でも、一度に大量に現れる性質があるため、ソロでとなると馬鹿にできない。カスミが目的地に着くと、小鬼が小鬼を呼びワラワラと集まってくる。

　今回は一体目の小鬼を倒してから、一定時間内に目標数の小鬼を倒さなければならない。カスミは刀を抜き放ち、煙と共にその見た目を変え、小鬼を見据える。

「【武者の腕】【心眼】！」

　カスミは戦闘態勢に入ると、二本の腕を召喚し、先日メダルで獲得したスキルを発動する。






【心眼】




効果時間一分。五分後再使用可能。

モンスターの攻撃と、プレイヤーのスキルによる攻撃の命中範囲を事前に可視化する。








【心眼】を使用したカスミの視界には、小鬼の持つ金棒が振り下ろされる軌道が事前に赤く表示されている。つまり、そこにいなければダメージを受けることはないというわけである。

「サリーの視界はこんな風なのだろうな……【血刀】！」

　囲まれているとはいえ危険な場所は全すべて見えている。

　カスミは落ち着いて体をひねり回避すると、【血刀】を発動し刀を液体化させ、鞭むちのように振るって広範囲の小鬼を薙なぎ払はらう。近くの小鬼は両側に浮かぶ刀を持った腕が勝手に斬り裂いていってくれる。

　カスミはただ攻撃力を高めるのではなく、より戦闘を安定させるためにメダルでのスキル獲得を利用したのだった。近距離も中距離も対応できる上に、防御能力も高まったカスミのソロでの性能はかなりの高さである。

「一分……よし、【心眼】の効果中に終わったか」

　キンッと音を立てて刀が鞘さやに収まった時には、ワラワラと集まっていた小鬼は全て光となって消え去っていた。

「やはり【血刀】も便利だな。次は五層か」

　カスミは第一の課題を軽くこなして、五層へと向かうのだった。




　そうして、カスミは五層で指定された場所へ向かって歩いていく。ここでの目標は、ダンジョンの最奥にある素材を獲得することである。それは、高所に巣を作る鳥の羽根だ。

「久々に来た気がするな……さて、さくっと片付けてしまおうか」

　雲でできた地面を蹴けって、目的のダンジョンに飛び込む。ダンジョンの中は五層の特徴である雲でできた壁と床が眩まぶしいほどに白く、通路には小さな水滴や氷が浮かんでいる。そしてそれを伝うようにして、定期的に大きな音を立てて雷が駆け抜ける。無理やり通っていけばかなりの間ダメージを受けることになるだろう。

「ダメージを見てみないと分からないか……【十ノ太刀たち・金剛】！」

　カスミはイズにもらった麻ま痺ひ耐性上昇と雷属性ダメージ軽減のポーションを飲むと、スキルを発動させ【ＡＧＩ】と【ＤＥＸ】を低下させる代わりに、状態異常耐性上昇とダメージ軽減の効果を得る。

　ソロでの攻略では、麻痺やスタンによって行動できなくなると一気に死につながるため、慎重に立ち回る。なんでもかんでも無効化するメイプルとは違うのだ。

「よし、行くとしよう」

　通路を駆け抜けていく途中で雷撃が走るものの、カスミは問題なく歩みを進める。危き惧ぐしていた麻痺にかかることもなく、ダメージも二重のダメージ軽減によって、十分ポーションでの回復ができる範囲で収まった。

「……！」

　ポーションを飲みながら通路を抜けていく途中で、空中の水滴や氷が結合し、それぞれ氷の結晶と水滴の形をしたモンスターが現れる。カスミが撃退しようと刀を抜いたところで、モンスターは高い音を立ててくっつき、氷の壁となって道を塞ふさいだ。

「地形を利用する気か……押し通る！　【武者の腕】【六ノ太刀・焰ほむら】！」

　カスミは両脇に巨大な腕を召喚すると、さらに自分の手に持った刀に炎を纏まとわせ氷の壁を溶かすようにして切り捨てる。

　壁はいわば変形し耐久力が高まったモンスターであり、その耐久力をさらに上回る攻撃をされれば壊れてしまう。

　切り捨てた先にも壁、その先にも壁。

　そして、後ろからはさらに激しくなってきた雷が迫ってくる。しかし、攻撃能力と防御能力どちらも優秀なカスミはダメージを受けつつも、しっかりと正面から通路を突破したのだった。

「よし、と……なんだ、私もなかなかやれるものだな」

　ギルドメンバーが誰も彼も癖の強い成長をしているだけで、自前のバフをかけて相性の良い高威力の攻撃を繰り出すというのは真っ当に強いのである。

　自分の攻撃がきちんと通用するという事実に、カスミはホッと胸を撫なで下おろした。

　雷撃の走る通路を抜けると、そこには広い空間があり奥へ続く二つの道があった。

「あれは……」

　雲でできた白い地面に同化するようにして、一匹の小鳥が眠っていた。雲でできた翼と真っ白い羽毛。小鳥はカスミの接近に気づくとパタパタというよりはふわふわと漂うように奥の通路に消えていった。

「必要なのは『親鳥』の羽根だったな。後を追うか」

　二つのルートがあるが、カスミは小鳥の飛んで行った方へと向かう。

「ああいったモンスターも……もしかしたら仲間にできるのかもしれないな」

　今回のクエストも四層で新しく発生したものであり、他の層にも定期的に確認に向かう必要があると改めて思いながら、通路の先を確認する。

「次は吹雪ふぶきか……」

　先の様子を確認してはアイテムやスキルで対策をとって突入し突破する。これを何度か繰り返したところで、遠くに空の色が見えてきた。

「抜けたか。まあ、上出来だろう」

　多様な地形に対応し、モンスターを倒しつつ突破できたことに一人満足しながら、坂道を登って外へ出る。

　そこからは雲がまるで木の枝のように細く伸びていて、その先端には鳥の巣と、大きな雲でできた羽根と小鳥がいた。

「一枚もらっていくぞ。目的はこれだけだからな」

　カスミは雲の上を歩いていき、羽根を一枚手に入れると親鳥が帰って来る前にさっさとその場を離れるのだった。




「さて、最後は大物だな」

　残るは六層である。カスミが六層でしなければならないことは、ボス格のアンデッドモンスターの討伐だった。

「消耗も少ない。よし、このまま向かうか」

　カスミは四層と五層をクリアした勢いのまま、六層の指定された場所へ行く。

　そこは特に大きな障害物のない平野で、血のついたボロボロの剣や鎧よろいの転がる古戦場のようなエリアで、以前から何かありそうだとは言われていたものの、これといったイベントの起こらない場所だった。

「…………」

　クエストを受けてやってきた以上、何もないはずがないと、カスミは刀を抜いていつでも戦闘態勢に入れるようにして平野を歩く。

「……来たか」

　周りでカスミのものとは違う紫の炎が地面から吹き出し、それとともにあたりに霧が立ち込める。

　カスミが刀を構える中、正面の霧の中からすっと現れたのは、血塗れの甲かつ冑ちゆうを身につけ、同様の直刀を携えた首なし騎士。

「大型よりはやりやすい！　行くぞ！　【心眼】【武者の腕】【一ノ太刀・陽炎かげろう】！」

　カスミは【武者の腕】を発動させて手数を増やし、【心眼】で攻撃に転じやすくすると、一ノ太刀で瞬間移動し一気に距離を詰め斬りかかる。

　カスミ自身の攻撃は受け止められたものの、両脇の腕の巨大な刀が首なし騎士の胴と肩を深く斬り裂いてＨＰを削り取る。

「【四ノ太刀・旋風】！」

　そのままの勢いでカスミは連撃を繰り出し、一気にダメージを稼ぎにいく。

　連撃を受け止めるのに剣を使わせていれば、手数が多いカスミが有利になる。

　しかし、連撃が終わると同時に、カスミの視界を埋めるように【心眼】による攻撃予測が表示される。

「【跳躍】！　【三ノ太刀・孤月】！」

　カスミは咄とつ嗟さに飛び上がり、さらにスキルによって空中でもう一度推進力を得る。

　直後地面から紫の炎が吹き上がり消えていく。何とか炎をやり過ごし着地したものの、そこに首なし騎士の姿はない。

「はっ、見えているぞ！」

　振り返り、刀を構えたところに【心眼】による攻撃予測が表示され、霧の中から首なし騎士が再度姿を現す。カスミ自身も姿を消して瞬間移動するスキルを持っている。その経験からダメージを与えるためにどう動いてくるかを推測したのだった。

「受けて、斬る！」

　カスミは立ち回りを変え、敵の攻撃を受け止めるのに集中し攻撃を【武者の腕】に任せる。そして腕の攻撃を受けて怯ひるんだところに一撃を叩たたき込こみ、相手の出方を見る。

　堅実に、一撃ずつ。受けるダメージを最小限に抑えながらダメージを与え、ＨＰをゼロに追いやっていく。そうしてＨＰを減らしていくと、首なし騎士が大きく体勢を崩した。

「【紫幻刀】！」

　相手を弾き飛ばしながらの十連撃。

　幻でできた刀を右手左手と交互に振り抜きダメージを与え、その度に距離を詰める。

　首なし騎士は逃げることも許されず、体勢を崩し受け止めることもできない。そのうえ、【武者の腕】の攻撃がさらにダメージを加速させる。

　十連撃が終わり、消えた刀が首なし騎士を取り囲むように出現し一斉に突き刺さる。ここまでの攻撃で減ったＨＰから導き出した、ダメージ量の予測は完かん璧ぺきだったようで、刀が突き刺さると同時に首なし騎士は崩れて、地面に転がる血塗れの鎧のうちの一つとなった。

　それと同時に、周りを覆っていた霧は消え、炎も収まっていく。

　その場には小さくなったカスミが残された。

「はぁ……これさえなければ最高の技なのだが……」

　このデメリットがあるからフィニッシュにしか使えないとぼやきつつ、カスミはそのまま人目につかないように、ズルズルと刀を引きずりながら森の方へ歩いて行って、木の根元に座り込む。

「元に戻ったら報告に行くとしよう。このうえモンスターも手に入れられると考えると……ふふっ、私もまだまだ強くなる余地はあるか」

　カスミはまだ見ぬ相棒に想おもいを馳はせつつ、体が元に戻るのを待つのだった。




　しばらくして体が元に戻ったカスミは四層に戻り、蛙に撃破を報告しに向かった。

「へえ……やるじゃないか。分かった分かった。続きを話そう。あれは遠い地の谷でのことだ……噂うわさの正体を確かめるためにどれだけ探したかはしれないが……いつの間にかたちこめた霧、その霧の中に二つの赤い光を見てな」

　と、そこまで言ったところで蛙は口を閉ざす。

「どうした？」

　カスミが思わず聞き返すと、蛙は小さく笑って調子を変えて話し始める。

「ケケッ、それより先はなーんにも覚えてねえ。気づいたらいつの間にか戻って来てた」

　それを聞いて、これ以上は何も進展なしかと肩を落とすカスミに、一枚の紙切れが差し出される。

　それは簡素な地図で、目的地と思われる場所に赤いバツ印がつけられていた。

「どうしてもってんなら自分の目で確かめな。ただし死んでも知らねえからな」

　そう言ったっきり、蛙は飲み物を飲み始めた。今度こそ、これ以上の情報がないことを確認したカスミは、次なる目的地を探すために地図をまじまじと見る。

「これは……どこだ？　……山に……森に、泉か？　それでこの印の場所が谷だとすると……」

　カスミは各層のマップを表示すると、この簡素な地図と地形を比べ合わせる。すると、とある場所で地形が完全に一致した。

「……七層のあの谷か！」

　ただ、そこにはカスミも行ったことがあった。その時はもらえる経験値の高いモンスターも、仲間にできるめぼしいモンスターもいなかったため探索を切り上げて帰ったのだった。

「これでフラグが立ったと考えるべきだろうな」

　いよいよここからが本番だと気を引き締めて、カスミは最前線である七層に戻る。最も新しい七層で完結するクエストということは、期待もできるというものだ。疲れを期待が上回ったのか、そのままの勢いでカスミは地図に示された谷に直行する。




「……変わらないのか？」

　改めて訪れた谷は深く、幅も広い。覗のぞいた崖がけ下したには深い森が見える。

　ただ、その見た目はカスミが前回来た時と同じだった。【遠き地の霧の底で】というクエスト名にある深い霧のようなものはなく、鮮明に谷底の木々が見える。

「とにかく下りてみないことには始まらないな」

　そう言うと、カスミは軽い身のこなしですいすいと崖を下り、特に何の問題もなく谷底に辿たどり着ついた。

「相変わらずモンスターも全然いないな……」

　不気味なほどに静まり返ったその森は、モンスターの気配がないどころか、鳥の声や木々のさざめく音も聞こえない。

「手当たり次第探してみるしかないか……」

　蛙に貰もらった簡素な地図では、谷が目的地なことは分かっても谷のどこなのかまでは分からない。

　今カスミが持っている情報では、地道にローラー作戦でこの森を探索して回るしかできることはなかった。

「道中で何か変化があるといいんだが……」

　クエストが終わったという表示も出ないということは、必ずこの谷に何かあるだろうと歩き回るが、特別なものは見つからず、時間だけが過ぎていく。どこを見ても深い森が続くばかりであり、依然として何かがいる様子もない。

「……場所を間違えただろうか。まさか何か見逃した……？」

　カスミはその後もしばらく探索を続けるも、期待とは裏腹に変化はないままである。変化がないと疲れも出てくるもので、探索のペースも落ちてくる。

「ふぅ、今日は終わるか……ん？」

　諦あきらめと共に目を閉じ一瞬下を向いて、ログアウトするかと顔を上げたカスミの前に広がったのは濃い霧に包まれた森だった。

「これは……よし！　……っ!?」

　変化を喜んだのも束つかの間ま、カスミは背後に凄すさまじい殺気を感じて咄嗟に刀に手をかけ振り返る。一歩先も見えないような深い霧の中怪しく光る二つの赤い光。

「動けない……っ！　麻ま痺ひか!?」

　その光が次第に近づいてくる。しかしカスミの体は全く動かない。

　そして光の正体がカスミにも理解できた。

　それはただの光でなく、目だったのである。

　赤く光る両目。無音の森に響く這はいずる音。濃い霧に同化するような白い鱗うろこ。

　カスミよりも遥はるかに大きな蛇が、ガパッと口を開けたのがカスミが見た最後の光景だった。

　諦てい観かんと共に目を閉じ、少しして目を開ける。

　すると予想通り、カスミは七層の町に戻ってきていた。

「……本当に蛇が出るとはな。さて、どうしたものか」

　恐怖などではなく、間違いなく何かバッドステータスを受けたことで動けなくなったと考えられる。しかし、ログにはバッドステータスの表記はない。

「麻痺じゃないだと……？　対策できないのか？　何か試すにしても……」

　カスミが表情を曇らせる。出会えた条件も曖あい昧まいな上、対策が不明ということであれば、失敗する度に再出発するしかない。

　なかなか大変な攻略になることは間違いなかった。

「だが、白蛇か……そうか。うん……いいな」
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　曇っていた表情も何処へやら、いいものを見つけたとばかりに頷うなずくカスミはとても嬉うれしそうだった。

「とりあえずもう一度行ってみるか。今のままでは何も分からない」

　初回はあまりにも早く、かつ一方的にやられてしまったため情報がほとんど得られていないのだ。

　何度死んだっていいから何度でも試す。まずは試行錯誤して情報を集めなければならない。




　カスミがもう一度谷まで下りてくると、今度はそれに合わせるかのように濃い霧がすぐ立ち込めた。

「はっ、もう敵視されているという訳か。手間が省ける……【心眼】！」

　カスミはまず【心眼】を使用して、近くの茂みに隠れ、あたりを警戒する。すると、少ししてズルズルと体を引きずる音が聞こえてきて、近くを攻撃表示がすり抜けていった。

「やはり視界に合わせての攻撃だな……ただ、それほど遠くまでは届かないようだ」

　カスミは【心眼】の効果が続いているうちに、蛇の視界を避けつつ、胴体へと近づいていく。

「かなりのサイズだな……まあ、試してみるしかないか」

　カスミは刀を抜き放つと【武者の腕】と【紫幻刀】を発動する。

　首なし騎士を一気に沈めた、カスミの中で最も威力のある攻撃である。

　一撃目が体に命中し鱗を切り裂き、ダメージエフェクトが弾ける。

　しかし、これはいけると思ったカスミの続く連撃と【武者の腕】での攻撃は、輝くような白い鱗に弾かれる。

「なっ……!?」

　連撃は途中で止めることができないため、最後まで全すべて弾かれた所で体が縮む。攻撃が通じない。それは防御力が高いというより、破壊不能な物体を攻撃しているのに近い感覚だった。

「とりあえず様子を……っ」

　そうした所でカスミの動きが止まる。

　自分の意思で体が動かない今の状態は、間違いなく蛇の目がこちらを向いていることを示している。

「一思いにやってくれっ！」

　ゆっくりと背後から蛇の頭の影が被さってくるのを見て、カスミはまた七層の町へと強制送還された。




　戻ってきたカスミは元の姿に戻るまでの時間、人目につかない裏路地に場所を移して考える。

「ダメージが全く通らないわけでもないようだが……倒せる相手にも思えないな」

　状況からも、一撃目は不意をついたことによりダメージを与えられたと考えるのが自然だった。

　そして、その後はダメージを与えられず、攻撃したことによって頭がこっちを向いた。となれば、攻撃すべきでないのは明白である。

「麻痺というより移動禁止の上位互換のようだが……体が全く動かないことを考えると、迎撃も不可能か……」

　撃破が目的でないとすれば、蛇から隠れて目指すべき場所がある可能性もある。となるとこれもまたかなり大変なことになるのだ。

　なんといってもあの谷底の森は広いのである。手当たり次第歩いてはかえって手間がかかることは遭遇前の探索で分かりきっている。

「よし、とりあえず谷底の両端を目指すとしよう。蛇との遭遇に時間がかからないだけいい方だ」

　身を隠して探索するとなると、また立ち回りも違ったものとなる。

　カスミの場合は【心眼】がキーとなると言っていいだろう。即死級の一撃につながる行動不能の範囲がどこなのかを把握できるのは生死に直結する。

「今日のところは一いつ旦たんこれくらいにしておくか。アイテムももう一度準備し直してからだな……あとは、蛙にもう一度会ってみるか」

　展開も進み、何かヒントがあるかもしれないとカスミは一人頷く。

　既に各層を走り回って谷に行き着いているため、かなりの時間が経たっている。今まで楽しさが勝っていたものの、そろそろ疲れが見えてきたのだった。クエスト途中のダンジョンでイズ特製の強力なアイテムもかなり使ったため、ちょうどいいところだと今日はここまでとしてログアウトした。
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　イズからアイテムを補充してもらい、カスミは日を改めて蛙の元を訪れてみた。すると会話に進展があり、蛙が新しいことを話し始めた。

「本当に行くとは命知らずなやつだ……止めても聞かねえんだろうし、一ついいことを教えておいてやる。ケケッ、思い出したんだ、逃げ切ることができたのはな、きっと上手うまく頭を叩たたいたからだ。眉み間けんを狙ねらうといいぜ」

　それはいいことを聞いたとばかりにカスミの表情が明るくなる。

　ただ、睨にらまれてからではもう攻撃することはできない。となると、この情報が役立つのはこちらが先制攻撃するケースということになる。

「顔には近づきたくないところだが、覚えておこう」

　カスミはそれ以上新たな情報がないことを確認すると、再び七層へと向かった。




「さて、三度目の正直といこうか」

　カスミは【心眼】を発動し頭の位置を確認すると、濃い霧に覆われた森の中を足音を立てないように進んでいく。蛇の頭から離れていれば、それで一撃死の危険は避けられるのだ。

「何かあるとすればやはり始点か？」

　カスミは今はわずかに流れるだけとなった小さな川を遡さかのぼって、上流へと向かう。

【心眼】が切れる度に、深い茂みや小さな洞穴、登れる木の上などに避難して、安全を確保しつつ、再使用可能になるまで時間を稼ぐ。

　そうして、着実に一歩ずつ谷の端である川の始点へと近づいていく。

「霧が薄れて……っ！　何だあれは……」

　カスミはすっと木の後ろに隠れて様子を窺う。カスミの視線の先には、大小様々な蛇がまるで警備でもするかのように、一つの洞穴の周りで動いている光景が広がっている。大きな白蛇はその洞穴の大部分を塞ふさぐようにとぐろを巻いている。

　川はその中へと繫つながっており、その中に何かがあることを予感させる。カスミの【心眼】にはほぼ隙すき間まなく、何匹もの蛇の攻撃予測が見えている。つまり、強度に差はあるかもしれないがどの蛇に見られても動きは止められるだろうということだった。

「ここさえ突破できれば……どうするか？」

　ズルズルと這いずっていた音も止やみ、白蛇もここから動く気配はない。となれば、【心眼】が使えるようになるまで待ちつつ考える余裕もあるということだ。

「上には……行けるな。よし。なら……覚悟を決めるとしよう！」

　カスミは木の上に飛び、葉をかき分けて眼下を確認する。上から見ても隙間はなく、どうにかして白蛇をどかす必要があるのは間違いなかった。

「いくぞ……っ！　【超加速】【跳躍】【三ノ太刀たち・孤月】！」

　カスミは木から飛び出すと、スキルによって空中で更に加速してそのまま刀を振り下ろす。

【三ノ太刀・孤月】は何も二段ジャンプの為ためだけのスキルではない。その後にきっちり高威力の斬りつけがあるのだ。

　カスミは寸分違わぬ狙ねらいで白蛇の眉間を深く斬りつける。

　連撃ではないため、動きは自由になるものの、地面につくよりも早く白蛇が頭を上げてカスミを睨もうとする。

　しかし、それは洞どう窟くつを塞いでいた頭がずれるということでもある。

「それを待っていた！」

　カスミのその言葉と同時に、大きな爆発が起こり、カスミにかなりのダメージを与えながら洞窟の中に吹き飛ばす。カスミはそのまま転がるようにして奥へ進み、白蛇の視界から逃れることに成功した。

「くっ……メイプルもよくこんなことをやるものだな……」

　カスミはポーションでＨＰを回復しながら立ち上がる。

　やったことは単純で、メイプルが【機械神】の武器を爆発させて空を飛ぶように、イズの小型高威力爆弾を爆破させてダメージ覚悟で自爆し、無理やり推進力を得たのである。

「他にやりようはあったかもしれないが……ははっ、最善策をとれるまで待っているわけにもいかないのでな」

　カスミは警戒しつつ、さらに奥へ進んでいく。そこにはこんこんと水の湧わく川の始点があった。

　そして、そこには一匹の小さな白蛇がいたのである。その蛇には仲間にできるマークが付いており、カスミが出方を窺うかがっていると、するりと動いて巻きつくようにしながらカスミの体を登ってくる。蛇はカスミの首元で落ち着いたようで、動きを止めてチロチロと舌を出す。

「なついてくれるか？　どうだ？」

　カスミは優しく蛇の頭を撫なでてみる。すると、蛇の方もどこか嬉しそうに見える。それを見てカスミからもほっとしたように笑みがこぼれる。ここでクエストクリアの表示が出て、それと同時に、水が湧くのに合わせて、光を放ちながら指輪が一つ浮き上がってくる。カスミはそれを拾い上げると嬉しそうにぐっと握った。

「名前は……町に着くまで待ってくれ。さて外は……」

　カスミが外を窺うと、深い霧は消えていて、蛇もいない静かな森が広がるばかりだった。

「ふぅ……これなら楽に帰れるか……お前もあんな風に大きくなるのか？」

　カスミは首元の蛇の頭を撫でつつ、成長後のサイズなどに不安と期待を胸に抱く。

「クエストは終わったが……蛙の所にでも行ってみるか。何か反応もあるかもしれないしな」




　そうしてカスミが四層の蛙のもとを訪ねると、少しだけ新たな反応があった。

「ケケッ、驚いた。生きて帰ってくるどころか、従えてきちまうとはね。また、俺の話のタネが増えたなあ。あんた、暇があったらまた来いよ。あんたになら、面白い話聞かせてやるぜ」

「ああ、そうしよう」

　いつか、もしかするとまたイベントのきっかけになるかもしれないと、カスミは蛙のことを心に留めておくのだった。




　カスミが白蛇を連れてギルドに帰ってくると、ちょうどギルドメンバーが集まってマイとユイを囲んでいるところだった。

「あ、カスミさん！」

「ん？　ああ、それが二人の相棒か」

　カスミの前に子熊を連れたマイとユイが歩いてくる。それに反応するように、カスミの首元にいた白蛇がすいっと体を動かす。

「あっ、カスミさんも決まったんですね！」

「ああ、名前はハクにした……少し単純過ぎるだろうか？」

　カスミは名付けは得意じゃないんだと少し恥ずかしそうに頰ほおを搔かくが、ハクは嬉しそうにするすると動き回っている。

「いいと思います！」

「はいっ……合ってると思います！」

　マイとユイにそう言われて、さらに照れ臭そうにするカスミを見つつ、まだ相棒となるモンスターを見つけていない三人もそれぞれにどうしようかと考える。

「おお、これであとは俺とカナデとイズだけか」

「そうねー。アイテム作成にも目め処どが立ったし、そろそろ工房の外に出ようかしら」

「僕も早く探さないとなあ。この層の醍だい醐ご味みだしね」

「情報は結構集めてきたから……求めてるものがあればいいんだけど」

　サリーもツキミとユキミを撫でつつ、集めてきた情報をざっくりと話す。

　どこにどんな種類のモンスターがいるか、何かありそうなエリアや、時間帯や所持スキルによって遭遇できるかが変わるレアモンスターについての情報など、中にはまだ掲示板に出ておらず、サリーが足で稼いできたであろうものもあった。

「私とメイプルはもうテイムモンスターがいるから、手助けする役をね」

「そう言えば……メイプルがいないな」

　カスミがキョロキョロとギルドホームの中を見渡すものの、メイプルの姿はどこにもない。

「テストも一段落したし、ログインしてるっぽいけど……」

　すると、噂うわさをすればなんとやらというようにギルドホームの扉を開けて、メイプルが入ってきた。

　メイプルは中に入ってきてすぐツキミとユキミ、そしてハクに気づいたようで目を輝かせて近づいていく。

「かわいいーっ！　三人のモンスター？」

　メイプルは三人の相棒をそれぞれ愛めでるだけ愛でて、にこにこと楽しそうにする。

「ギルドホームもどんどん賑にぎやかになっていくね！」

「確かに、モンスターをギルドホームでも出せるようになったしね」

　そう言うサリーの足元には朧おぼろが、メイプルの足元にはシロップがいる。八人だけのギルドも、駆け回るモンスターが増えたことで、メイプルの言う通り賑やかにもなるというものである。

「あ、そうだ。全員集まってるし情報共有してたんだけど、メイプルからは何かある？」

「うーん、ち、ちょっと言いにくいんだけど……触手出せるようになったよ！」

「今なんて？」

　予期していない言葉にサリーが思わず聞き返すと、メイプルは律儀にもう一度繰り返してくれる。

　どうしてそうなったのか、モンスターを仲間にすることが目的の層で何故なぜ自分がモンスターになってしまうのか、その場の全員の頭の中をそれらの問いがぐるぐると回った結果、全すべての言葉を飲み込んで、まず見てみるのが早いという結論になった。

　そうして訓練場に来て、七人はメイプルの何らかのスキル発動を待つ。

「よーし、【水底への誘い】！」

　メイプルがスキルを発動すると同時に、大盾を持つ腕が、くねくねと絡んでは伸びる何本もの大きな青黒い触手に変わり、左目の白目部分は黒く、黒目部分は黄色に染まる。メイプルが左手を動かしてみると触手が変形し、今度は指のように五本に分かれては、何かを握るようにまた収束する。

　七人はそれを見て顔を見合わせ、コソコソと話し始める。

「そうはならないだろ」

「そうね、分かるわ」

「知らないままフィールドで出会ったら刀を抜いていた」

　大人組が久し振りの人の域を逸脱する行為にリアクションも忘れて話し始めたところでメイプルも話している内容を察したのか、手と触手をぶんぶんと振って弁解する。

「これにはふ、深いわけがあって……いやっ、そんな深くないかも……でも仕方なかったんだよぉっ！」

　メイプルがこんな異形の片腕を手にしてしまったのにはもちろん理由がある。

　それは少し遡っての話である。








三章　防御特化と触手。









　テストが終わったメイプルは、早速ゲームにログインしていた。

　といっても、メイプルにはシロップという相棒が既にいるため、他のメンバーのように仲間にするモンスターについて気にすることはない。

「どこから行ってみようかな？」

　メイプルは七層のマップを確認しつつ、今日の計画を練る。サリーにも言われたことだが、予定されているイベントが始まるか、新しいエリアが実装されるまでは情報収集に専念するのである。

「ギルドとして強くなるために力を尽くすのもギルドマスターの役目だよねっ！」

　メイプルはそう言ってやる気を出す。本音を言えば、やる気の源の七割ほどは単純に皆が可愛かわいい相棒を連れているのを見たいというものだったが、それもまた立派な動機である。

「なんだか第二回イベントを思い出すなあ。今回は最初からシロップと一緒に冒険だね！」

　七層は第二回イベントのマップのように様々な地形や環境が広がっており、多くの種類のモンスターが生息している。氷系のモンスターを仲間にしたい人は雪山へ、炎系なら火山へというわけだ。

「うーん……山を登るのは大変だし……」

　そうしてしばらくマップを見ながらうんうん唸うなっていたメイプルだったが、向かう場所を決めたようで一つ大きく頷うなずいてマップを閉じる。

「それじゃ、しゅっぱーつ！」




　シロップに乗って空を飛んでいく中で、下をちらっと見ると、すでにモンスターを仲間にしたのか、隣にテイムモンスターを連れて戦闘をしているプレイヤーを見かける。

「もう皆どんどん仲間にしてるんだね！　シロップと会った時のこと思い出しちゃうなあ」

　メイプルはぼんやりと、鳥のモンスターを仲間にすれば空も飛べるのかもしれないなどと考える。

「皆も空飛べるようになるかもね！　あ、でも他のプレイヤーの人も飛んでたらのんびりお散歩できないかな？」

　多くのプレイヤーが機械で空を飛んでいた三層のことを思い出しながら、シロップに乗って空を進んでいく。

　そして、メイプルは目的地にたどり着いた。

　メイプルの目の前に広がるのは砂浜と広い海である。遠くにはいくつか島も見え、海も深そうだった。

「すっごい……今までで一番遠くへ行けそうかも！」

　メイプルはシュノーケルを身につけると空に飛ばすのと同じ要領でシロップを海にプカプカと浮かべて沖へ出ていく。サリーと現実世界で会っている間にも、こんなモンスターの情報があったなどと教えてもらっていたメイプルは、まだレアモンスターが見つかっていない海エリアの探索をすることを約束していたのである。

「ボートだと大変そうだけど……シロップならどこでもすいすいだし！」

　推進力がメイプルの【念力サイコキネシス】なため加速はできないが、向かい風や高波でも一定の速度は出せるのだ。さらに言えばメイプルの労力もなく、障害物があっても関係ないため、のんびり探索するのには最適である。

「それっぽいお魚はいないかな～」

　メイプルはシロップの甲羅の端の方に寝そべり、顔だけを海に突っ込んで水中の様子を探る。水中にもモンスターはいるようで、メイプルの予想通り、魚にも仲間にできるマークが付いていた。

「ぷはっ！　仲間にできても、お魚は水から出てこれるのかな……？」

　そう疑問に思ってから、きっとサリーのスキル【古代ノ海】のように水を纏まとって空中を泳ぐのだろうと、メイプルは一人納得する。

「イルカとかクジラとかもいそう！　でも、もしいたらレアそうだなあ……」

　メイプルはとりあえず珍しそうなモンスターを探そうと、海の上をすいすいと移動して水中を確認する。そうしてかなり探索したところで、一いつ旦たん休憩しようと、ヤシの木が一本生えている程度で特に何もない近くの小島に降り立ってシロップを指輪に戻す。

「ふぃー……イルカもクジラもいないなあ……」

　メイプルは額に手を当てて遥はるか遠くなった砂浜を眺めると、寝転がって大の字になり気持ちよさそうにぐっと伸びをする。

「んー、この後はどうしようかなあ」

　メイプルがそうして風を感じながらのんびりとしていると、近くで何かが水から飛び出したような、ざばっという音がする。

「うぇっ!?　いた!?」

　メイプルが急いで飛び起きて音のした方を向くと、ちょうど禍まが々まがしい真っ黒な触手が水を滴らせながらこちらにずるりと近づいているところだった。触手なので表情などもちろんないが、それが自分を狙ねらっているということくらいメイプルにも分かる。

「えっ!?　……ちょっ、わ、わわわっ！」

　咄とつ嗟さに逃げようとするものの、動きの遅いメイプルが逃げ切れるわけもなく、がっしりと胴を摑つかまれて抵抗できないまま持ち上げられる。

「こっちだって……！　【暴虐】！」

　そのまま水に引き込まれるのに抵抗しようと【暴虐】を発動し、化物対化物の構図になったところでメイプルは気づいた。

　引きずり込まれる先は水中などではないことに。綺き麗れいな水の中にヘドロのようなどす黒い靄もやが広がっており、触手はそこから生えていたのである。メイプルが何とか引き剝はがそうとしたところで惜しくも時間切れとなり、メイプルは水中の靄の中へと姿を消したのだった。




　そうして真っ暗な闇やみの中を通過したかと思うと、浮遊感ののちに固い地面に叩たたきつけられる。

「……だ、大丈夫みたい？　びっくりしたあ……」

　無事を確認して動こうとするものの、どうやらかなり狭い空間らしく、化物形態の巨大な体ではまともに動くことができない。こんなところで、壁に引っかかるのはメイプルくらいだろう。

「解除するしかないかあ……うう、もったいない」

　メイプルは化物形態を解除してべちゃりと地面に落ちると、むくっと起き上がる。

　じめっとした岩が作った洞穴というような様子で、地面や壁には所々に先程メイプルを引きずり込んだ黒い靄がかかっている。

「よしっ、とりあえず探索だよねっ！」

　岩と岩の隙すき間まを通り抜けるようにして進むと、すぐに突き当たりにたどり着く。

「あれ？　もう終わり……ぃぃっ!?」

　引き返そうとしたところで再び靄から触手が飛び出してきてメイプルをひっ摑み、靄の中に引きずり込む。そして、メイプルはまた少し形状が違うだけの岩の隙間に放り込まれる。

「うぅ、どうしたいの？」

　ダメージを受けるわけでもなく、また振り出しに戻されたメイプルは一旦落ち着いて考えることにした。

　急に触手に摑まれるなどということはそうはない。メイプルは急いでダメージを受けていないか確認するが、ＨＰバーは満タンの表示のままだった。

「ダメージはないし、なんとかなる！　よしっ！」

　メイプルは自分にそう言い聞かせると、空間内に点在している靄を一つ一つ確かめることにした。

　するとどの靄からも触手が伸びてくることが分かった。さらに、この触手はどの道でも同じものというわけではなく、それぞれ拘束の強さや数に違いがあるようだった。

　となれば、メイプルにもやるべきことが分かってくる。ゴールまでのルートはいくつかあり、それによって楽だったり厳しかったり、あるいは正解のルートしか先に進めなかったりするのだろうと推測できた。

「むむむ……こういうのはカナデが得意なんだけど、ここで仲間にできそうなのはなぁ……」

　メイプルはカナデにこの得体の知れない触手を勧める気にはならなかった。そもそも進んだ先に仲間にできるモンスターがいるかは確かめなければ分からない。どっちに行けば正解かも分からないため、メイプルは行き止まりになれば引き返すつもりでどんどん進んでいくことにした。

　意を決して次の触手に摑まれるとそこは外れだったようで、大量の触手がメイプルを拘束し、普通ならば恐らくダメージとなるであろう締め付けと薙なぎ払はらいを行ってくる。

「そんなぷよぷよの触手じゃあ効かないもんね！　【全武装展開】！」

　数には数をというように、メイプルから兵器が生えて、大量の銃弾をばらまく。壁が硬いのか、それとも靄の影響なのか、メイプルの銃弾は壁にぶつかると向きを変え、狭い空間で滅茶苦茶に跳ね回り、触手にダメージを与えていく。

「わわわっ！　すっごい跳ねるっ！　あれ、かなり当たったのに思ったより効いてない……ぬるぬるがダメージを減らしてるのかな？」

　銃弾を滑らせているのか、触手にダメージは入っているものの、いつもよりも効きが悪い。

　なら次は【毒竜ヒドラ】、次は【悪食】と、メイプルの攻撃のフルコースを受けて、流石に触手も耐えきれずに千切れ飛んだ。

「触手は尖とがってないから貫通攻撃もなさそうだし、まだまだ進めそう！」

　メイプルはそうして洞どう窟くつをガンガン進んでいく。途中外れと思われる触手の多い道を通ることはあったものの、メイプルにとってはどの道も等しくただの通路である。避けるのが厳しい攻撃も、威力の高い攻撃も、拘束も、メイプルにダメージを与えられないのであればいずれ突破されてしまうのだ。

「ふぅ、結構進んだかなあ。ちょっと雰囲気も変わってきたし……」

　というのも、風化した骨の残ざん骸がいや壁にこびりついた血など、色々なものが死んでいった痕こん跡せきが見られるようになってきたのである。

「私も捕まって連れてこられたし、この後食べられたりするのかな？」

　この空間を使って、本格的な捕食の前に獲物を弱らせているということのようである。

　実際、メイプルもしつこい拘束を引き剝がすために、かなりの銃弾を使わされていた。

「でも戻るのももったいないし……節約しながら行きたいよね」

　メイプルを拘束して攻撃してくるものが友好的なはずはない。最後には戦闘になることが予想される。メイプルは休憩しつつ、いい案がないかを考える。

「うーん……次に捕まった時でいいや！　ダメージは受けないんだし！」

　試すためには触手が出てきてくれなければならない。メイプルは対策を置いておいて、さらに最奥へ向けて歩を進めることにした。

　しかし、それ以降はきっちりと正解のルートを引いたのか、楽に対処できるだけの触手しか出てこなかった。

「ふーだいぶ進んだかなあ」

　岩の隙間をするすると通り抜けていくとそこには、壁一面に広がる靄があった。メイプルがその前に立った瞬間、今までのものとは比べ物にならない大きさの触手が伸びてきて、一瞬のうちにメイプルの体を完全に包み込んで持ち上げる。締め付ける力も、摑む速度も段違いである。

「全武装てんか……わっ！」

　兵器の展開も間に合わずメイプルの姿が靄の中に消える。




　一際大きい触手に摑まれて靄の中に入った後、メイプルはバシャンと音を立てて水の溜たまった床に落ちる。

「っとと、ここが最後っぽい？」

　メイプルが見回すと、そこはボス部屋のような空間だった。周りは岩壁で囲まれていて道はなく、足元には水が溜まっている。深く黒く見える水のせいで、どこに何がいるかも分からない。迂う闊かつに足を踏み出せずにいるとメイプルが落ちてきた時よりもはるかに大きな音を立てて、触手が水面から伸びてきた。

　それはその底に本体がいると思わせるような、太く巨大なもので、メイプルも驚いて思わず一歩下がってしまう。

「あっ、そうだ確か……！」

　メイプルは水深に気をつけながら、触手から離れるように走りつつインベントリを操作する。取り出すのはもちろんイズに作ってもらったアイテム。潜水スキルを伸ばせないメイプルでも、水中で少し長く息が続くというものである。

「よしっ準備万端！　いつでもいいよっ！」

　戦闘態勢に入ろうと振り返ったメイプルの視界を巨大な触手が埋める。

　メイプルはそのまま強い力でぐるっと体を触手に巻かれ締め付けられて持ち上げられる。触手の根元に広がる黒い水は奥が深くなっているようで、そこに引き込もうとしているのだ。

「っ！」

　メイプルがそれに気づくと同時に【悪食】が発動し、水中にＨＰバーが表示されるが、その減少割合は低い。しかしそれによって触手に隙間が生まれ、メイプルはするりと下に抜け落ちることができた。

「あ、危なかったぁ……うわっ！　すごい数！」

　メイプルの目の前でさらにバシャバシャと触手が伸びてくる。

　そして、もう一度摑みかかろうとしてくる触手を今度はしっかりと大盾で受け止める。すると、【悪食】は発動したものの、ダメージを与えることはなく、真っ黒な靄となって消えてしまった。

「偽物!?　そっか、そうだよね！」

　これほど大量に触手を持った生物などいないわけで、実体があるものとそうでないものがあるのだとメイプルは納得する。しかし納得している場合などではなく、メイプルの背後から触手が地面を這はうように振るわれ、メイプルを跳ね上げる。

　本物と偽物があることは分かっても、今のメイプルにはそれを見分ける手段はない。

「わっ!?　っと、よしっ！　ノーダメージ！」

　吹き飛んだメイプルは余裕そうな表情で、反撃の準備をしようとそのまま地面に落ちていく。

　しかしその途中、触手が解けるように黒い靄が空中に広がり、メイプルはそこにそのまま突っ込んだ。思わず目を閉じてしまうものの、特に痛みもなく、着地に失敗して地面にビタンと顔から落ちるだけで済んだ。もちろん、これもノーダメージである。

「よしっ、反撃！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルはそう言って急いで体を起こし、バッと手を突き出すものの、その手にはあるはずの短刀がない。

「へっ？」

　間抜けな声を上げるメイプルが自分の体を確認すると、黒い鎧よろいも大盾もそこにはない。最初期を思い出す何も装備していない初心者服の状態である。メイプルが混乱する中、黒い靄から少し遅れてメイプルの装備品が落ちてくる。

「あっ！　それ私のっ！」

　メイプルは装備が外されると使えなくなるスキルも多い。急いで回収しようとしたところで、今度こそメイプルを摑み上げて触手は水の中に沈んでいく。

「ううぅぅ！　こんなにたくさんあるのズルいよーっ！」

　メイプルがそのまま水中に沈められる。それなりの【ＳＴＲ】があるならば触手の拘束も解くことができるのだろうが、防御特化のメイプルではそれは不可能である。焦りつつ上を見るとそう簡単に逃がさないと言わんばかりに、道中のように黒い靄から触手が伸びて待機している。

「……んーっ！　んん……ん！」

　そうして水底に近づいていくメイプルの目についに本体が映る。今のところＨＰバーの隣に仲間にできるマークはないそれは、数十メートルはある蛸たこだった。蛸は黄色い瞳ひとみを怪しく光らせている。

　イズのアイテムの効果があるとはいえ、このままでは水中にいられる時間をオーバーしてダメージを受け死んでしまう。とはいえ、装備を奪われ対抗手段を失った今のメイプルでは水上に戻ることは難しい。そこでメイプルは賭かけに出ることにした。

「【全武装展開】【攻撃開始】！」

　まずメイプルは水中で兵器を展開すると、それを爆発させて触手を焼き、拘束を解く。

　そして、そのまま爆発によって得た推進力で、水面でなくさらに底へと向かっていく。底の方には触手がないことが見えていたので、自由に動けると考えたのである。

　メイプルは再び兵器を爆発させ、そのまま本体の方に吹き飛ぶ。すると蛸は手間が省けたとばかりに、捕食モーションらしきものに移ろうとした。

　それを待っていたというように、メイプルは兵器を再度展開して、爆発して更に加速し、蛸の口の中へ飛び込んだ。人間砲弾となったメイプルは、開ききっていない口をこじ開けるようにして胃まで飛び込む。

　予想通り、そこには水はなく、水中の判定から抜けることに成功した。メイプルは賭けに勝ったのである。

「ふー……前にも食べられたことがあってよかった……サリーがいつも予習は大事って言ってるのがよく分かるよー」

　ようやく反撃だとメイプルは再度兵器を展開する。

　こんな劇物メイプルはそもそも体内に入れてはいけないのである。メイプルの声に応じて、胃の中を大量の弾丸が跳ね回る。それと同時に凄すさまじい量の赤いダメージエフェクトが爆はぜる。

「よしっ、こっちでも弾が滑っちゃうけど……跳ね回るなら大丈……ぶ、わっ!?」

　メイプルが狙ねらい通りというように弾丸を撃っていると、胃の中に黒い靄もやが発生して巨大な触手がそのままメイプルを突き飛ばす。

「えっ！　な、なんで!?　体の中なのにっ！」

　それは入ってきた時とは真逆で、メイプルを凄まじい速度で押し返し、吐き出すような形で水中へと弾き出した。せっかく作戦が成功したものの、再び水中に押し出されてしまったメイプルは、今度は胃の中に出てくる触手にも気をつけようと考えつつ再突入のため態勢を整える。

　こうして、胃の中に入る必要がある捕食対象だったメイプルと、劇物を胃の中に入れさせてはいけない捕食者である蛸との戦いが始まったのだった。




　メイプルは体外へ吹き飛ばされてから、ちらっと上を見て、水面までの間にまだ触手が残っていることを確認し、装備の回収は後にして、再び口に向かって弾丸のように飛んでいく。

「今度は飛ばされないようにっ……」

　メイプルは胃の入口で【発毛】によって体積を増やし、【結晶化】で石のように硬くなりきっちりと詰まった。大きな岩でも飲み込んだようなものである。蛸に吹き飛ばされないかわりに、メイプルも全く動けなくなってしまうが、メイプルが【結晶化】した毛玉状態になるということはそれすなわち自爆するということである。と、ここでメイプルを押し出そうと、羊毛から飛び出ていたメイプルの顔面を、黒い靄から出てきた触手が正面から押す。

　しかし引っかかって動かないため、そのままメイプルの顔をグイグイと押すばかりになってしまう。

「食べようとして捕まえたんでしょっ！　あんまり逃げようとするとこっちが食べちゃうよっ！……あ、そっかそれでいいんだ！」

　メイプルは【結晶化】が切れるまでは動けないため、少しでもダメージを稼ぐべく、そして仕返しのために、顔に押し付けられているタコ足をかじる。黒い靄を纏い禍まが々まがしい見た目ではあったが、モチーフにしているものがあるだけあって、中身はただの蛸だった。メイプルのインベントリに詰まっているような名前から毒だと分かる果物や、見た目からして食用でないキノコと比べれば真っ当な味がするものだった。

「むぐ……意外に美味おいしい」

　そうしてかじっているうちに【結晶化】の効果が切れる。メイプルはそれに合わせて砲撃を行い羊毛内のすべての爆弾を着火し、体内を滅茶苦茶に荒らして反動で唯一の衝撃の逃げ道となる口から飛び出した。

「ん！」

　口の中に黒い靄を出すタコ足を含みながら、上を見ると大ダメージを受けてダウンしているのか触手が消えていた。メイプルはこれならと兵器を再展開して水面まで浮上する。

「ぷはっ……！　よーし、今のうちっ！」

　メイプルは装備を再装着すると、今度は水の中に引きずり込まれないように身構える。

　そして、ダウンから回復した蛸は同じように地面を抉えぐるようにして水を跳ね上げながら触手を振るう。

「【凍いてつく大地】！　【捕食者】！　【毒竜ヒドラ】！」

　メイプルの【凍てつく大地】によってぶつかるギリギリで触手が凍りつき、その動きが止まる。それに合わせてメイプルは毒の塊をぶつけ、二匹の化物にかじりつかせ、自分ももう一口という風にかじりつく。嚙かめば嚙むほど味が出るようだった。爆炎で表面が焼けたのか、それともソースのようになっている【毒竜ヒドラ】のためか、味にも変化があったりした。

　一部目的の違う攻撃をしてから、今度は大盾を構え、兵器の爆発によって、動き出した触手の大群に飛び込む。

「わっ！　千切れたっ！」

　メイプルの【悪食】によって触手が半ばから千切れてその場に転がる。それに合わせて、他の触手もぐったりと浅瀬に横たわるのが見えた。

　メイプルはそれを見てチャンスとばかりに大盾を構えてさらに突進する。

　一本、二本、大盾が触れる度に触手は千切れ飛んでいく。爆発による飛行では複雑な動きはできないが、直線の軌道なら得意なところだ。

　そうして一度のダウンで全すべての触手をもぎ取ったところで、メイプルの前に巨大な黒い靄が現れ、そこから水底にいた蛸が触手と同じようにぐったりした状態で転移してくる。

「やった！　今のうちに……よしっ」

　メイプルはとてとてと蛸の口元までいくと、もう弱点は分かっているとばかりに砲をすぽっと差し込む。再び体内で銃弾が跳ねまわりダメージを加速させる中、メイプルは【捕食者】と共にタコ足をかじり出す。

「んふふ、むぐ……思ったより美味しかったし、あの千切った触手も持って帰れるかなあ」

　そうしてメイプルが蛸のＨＰバーを見るともうごくわずかとなっていた。ボスにつきものの行動パターンの変化もない。どうやら執しつ拗ような体内攻めは相当に効いたらしい。

「そうだ！　どうせなら最後は……」

　メイプルは射撃を倒しきるギリギリの所で止めて、最後に一口タコ足を齧かじる。それに合わせて蛸は光となって消え、千切られた触手だけが残された。イズに調理してもらえればなおいいと、メイプルは触手に目を向ける。
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　ただ、その触手からは黒い靄が吹き出して、体積がかなり減ってしまっており、食べても食べても減らないサイズとはいかなかった。少し残念そうにしながらもメイプルはそれを全て拾い集める。

「よしっ、それにスキルもゲット！」

　メイプルはスキルを確認する。するとそこには見覚えのないスキルが一つあった。






【水底への誘い】




触手で拘束または攻撃した対象に麻ま痺ひを与える。

対象の【ＳＴＲ】の値が自分より低ければ低いほど長時間拘束する。








「よーし！　えへへ、手に入れたからには活用しないとね！　えーっと……【水底への誘い】！」

　スキルを発動しようとするものの、ＭＰが足りないために発動できない。メイプルはどうしようかと考えてから大盾のスキルスロットにセットすることにした。【悪食】は回数制限こそあれどＭＰを使わないため、『闇夜ノ写』の一日五回ＭＰゼロでスキルが使える効果が無駄になっていた。【水底への誘い】はその無駄になっている効果を上手うまくいかせるため、都合がいい。【ＳＴＲ】に関してはどうしようもないが仕方ないことである。

「よーし……じゃあ改めて！」

　メイプルがスキルを発動すると、大盾を持つメイプルの腕が二メートル近い青黒い触手に変わっていく。黒い靄を吐き出すそれは、明らかに人の腕についていていいものではない。さらに、大盾にセットしたためか大盾ごと触手に変わってしまっている。盾の形は残っておらず、うねうねと蠢うごめいている。

「うっ……食べちゃだめだったかな？」

　メイプルはスキルを試してみようと、現れた魔法陣に乗って外へと出る。捕まる前にいた小島に戻ってきたメイプルはシュノーケルを付けて水中の魚に触手を向ける。

「麻痺になるかなー？」

　メイプルが左手を動かすと、絡みつくような見た目だった触手ががぱっと開いて魚を包み込む。

「よしキャーッチ！」

　メイプルがグッと触手を締めると、触手に握り込まれた魚はまるで神隠しにでもあったかのように消失した。メイプルが触手となった腕を引き上げるもののどこにも魚の姿はない。

　そう、このスキルは大盾にセットしたものである。そのため麻痺だとかそんなこと以前に、この触手には【悪食】の性質が残っているのだ。依然として回数制限はあるものの、握り込んだものを飲み込むように消しとばすその様子はどうみても人のそれではなかった。

「み、皆にどう紹介しようかな……？」

　上手く日常的なものとして話す方法はないものかと考えたメイプルは、これから少しののち、結局ストレートにありのままを伝えることになるのだった。








７５０名前：名無しの大剣使い

もう皆モンスター仲間にしたか？




７５１名前：名無しの槍やり使い

まだ様子見てる

中途半端に育てて後でこっちの方がいいとかあったら悲惨だろ




７５２名前：名無しの弓使い

レアモンスターっぽいのの中でも条件が緩い奴やつはもう見つかってたりするな




７５３名前：名無しの魔法使い

動物系が多いけどもガチガチのゴーレムとか欲しい




７５４名前：名無しの大盾使い

うちのギルドは何人かモンスターを仲間にしてたな




７５５名前：名無しの弓使い

メイプルちゃんは二体目を仲間にしたか？




７５６名前：名無しの大盾使い

してないけどした




７５７名前：名無しの大剣使い

なるほどねえ……ちなみに何を？




７５８名前：名無しの大盾使い

禍まが々まがしい触手




７５９名前：名無しの魔法使い

そうはならんだろ




７６０名前：名無しの大盾使い

まあ……仲間にしたというか体内に取り込んだというか……腕が触手になる




７６１名前：名無しの槍使い

およそ人が仲間にしたりするものではない




７６２名前：名無しの魔法使い

人形態と化物形態の間に変化中が追加されたのか




７６３名前：名無しの弓使い

人形態っておい

いやまあそうなんだけども

あと人体はどれだけ残ってますか……？




７６４名前：名無しの大盾使い

実際人と化物の間みたいな感じだったぞ

効果はいつかのイベントでその身で確かめてくれ




７６５名前：名無しの大剣使い

でもメイプルちゃんのステータスなら摑つかまれても逃げられそう




７６６名前：名無しの槍使い

よわよわＳＴＲ




７６７名前：名無しの弓使い

人は目の前にいる女の子の片腕が触手になったら思考停止するから初撃は避けられなさそう




７６８名前：名無しの大盾使い

分かるぞ俺もそうだった




７６９名前：名無しの魔法使い

モンスターを取り込むためのエリアじゃないんだよなあ




７７０名前：名無しの大剣使い

次回イベントではキメラになったメイプルちゃんの姿が




７７１名前：名無しの弓使い

街の中でモンスター連れて歩けるって言ってもラスボスモンスターはちょっと……




７７２名前：名無しの槍使い

飼い主がいないのにすくすく育ったんだよなあ

今回の餌は触手ですか？




７７３名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃんは持ち帰った触手たこ焼きみたいにして食べてたぞ

煙とは違う黒い靄もや出てたけどな！




７７４名前：名無しの魔法使い

そんな危ないもん食べちゃダメだろ









　そんなことを話す五人はメイプルが生きたままでも触手を食べたことなど知らないのだった。








四章　防御特化と追跡。









　メイプルが触手を披露してから数日、まだモンスターを仲間にしていない三人はギルドホームで、どんなモンスターを仲間にしようかと考えていた。

「僕はまあ皆の穴を埋める役割が多いからね。一点特化っていうよりは器用な子がいいかな。目星はついてるんだけどね」

　ルービックキューブ型の愛あい杖じようをいじりながらそう口にするのは、【楓かえでの木】唯一の純魔法使いであるカナデ。カナデ自身がかなり器用に立ち回れるため、器用な子のハードルもかなり高いものとなっている。いわゆるレアモンスターに当たるテイムモンスターでなければならないくらいだろう。

「俺は回復力が高いと嚙かみ合うな。ちょうどうちにはヒーラーもいないしな……まあ今一つクエストを走ってるからそれが終わってからだな」

　カナデの言葉にうなずき、自分がテイムモンスターに求める条件を挙げるのは、メイプルと同じ大盾使いであるクロムだ。クロムはメイプルとは違い、受けたダメージを回復スキルによって回復することで耐久性能を高めている。となれば、それに合ったモンスターを仲間にすれば耐久能力もさらに上昇するのだ。

「私は生産職向けのモンスター探しかしら。きっと戦闘系とはまた別に用意されていると思うのよね。そろそろ情報も出そうなのだけれど」

　生産職であるイズは、まず仲間達の探索用のアイテムの作成を引き受けていたため、本格的な探索はこれからだ。ただ、生産職向けという方向で決めてしまえば、情報収集や探索の時間はぐっと短くなるだろう。

　ともかく、早い話が、三人ともそれぞれの強みを活いかすことができるモンスターと巡り会いたいのである。

　とはいえ、望みに適合するモンスターなどそれぞれ数種類ずついればいい方だ。さらに言えば、【楓の木】がイベントで張り合うのは、ゲーム内最強クラスギルドである【集う聖剣】や【炎帝ノ国】となるのだから、それらに対抗できるだけのポテンシャルを持っている方がいい。となればテイムモンスター探しにも慎重になるというものである。

「テイムモンスター探しが終われば全員で動きやすいしな。うし、今日で終わらせる気でやるか！」

　クロムはそう言って立ち上がる。求めているものが違う以上、バラバラに動かざるを得ない。全員で七層を歩き回るまでにはもう少しかかるだろう。

「いってらっしゃい。私は町を見てこようかしら」

「僕もそうしようかな。クエストとかがあるかもしれないしね」

　そうして三人はそれぞれに目的を持ってギルドホームを出ていくのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






「とは言ったものの……行くあてもないんだよね」

　カナデは広い町の中を一人スタスタと歩く。まず町に分かりやすく変わった様子がないかを確認しているのである。

『NewWorld Online』では、新規クエストの発生は新しいＮＰＣと連動していることが多い。

　カナデは町を探索している間にすれ違ったＮＰＣの顔は全すべて覚えている。

　既に判明している、どこでどんなクエストがあるかやＮＰＣがどこにいるかという情報と今の町を照らし合わせれば、見たことのないＮＰＣはすぐに明らかになる。

　今日もいつもと同じ定期調査という訳だ。しかし、この町自体が新しく追加されたばかりの七層である。カスミが見つけたような新規クエストが、そうそう転がっているわけもない。

「……っと？」

　しかし、カナデがいつも通り成果は出ないだろうと鼻歌を歌って歩いていた時、視界の端を一人の男が歩いていくのが見えた。市販のマントにロングソード、バックラーに軽けい鎧がい。どこにでもいそうなＮＰＣの一人。

　ただ、カナデはその姿に見覚えがなかった。ＮＰＣの顔をすべて覚えているカナデには、そのどこにでもいるような男の姿はかなり違和感のあるものに見えた。

[image: ]

「ついていってみようかな？　どうせ暇だしね」

　カナデは町を回るのをやめてその男の後をついていくことにした。

　男は何をするでもなく、ぐるぐると町の中を歩き回る。カナデも飽きもせずにこにことしながら、一定の距離を置いてその後をついていく。

　しばらくそうしていると、男は突然少しルートを変えて、ゆっくりと人気のない路地の方へと歩いていき、家の中に入った。カナデもそれを追って、こっそりと家の扉を開ける。

「いない……？」

　この家に入ったのはしっかり目撃したのだから、何かしら消えた訳があるはずである。

「最近は結構ログインしてたし……空振りってことはないと思ったんだけど……」

　ちょうど今までずっと見逃していただけという可能性もゼロではない。

　しかし、カナデの勘は何かがあると告げていた。しばらく家の中を調べていたカナデだったが、何も見つからないまま、部屋に備え付けられた椅子に腰掛ける。

「ふー、何かあるかと思ったんだけどなあ」

　カナデは椅子から立ち上がると、部屋を出るためにドアノブに手をかける。

「…………何もなしか」

　カナデはそう呟つぶやいて外へ出た。

「なんてね」

　そして、一瞬の後もう一度入室したのである。違和感のあるものには理由がある。納得がいくまではこの家から離れる気はなかった。カナデは背後に意識を集中させていたため、扉を開ける際に小さな物音がしたことに気づいたのだ。

「ふーん……」

　カナデが中に入ると先程と同じに見える内装が広がっている。テーブル、椅子、ベッド、本棚。ただ本棚の本の並びが一冊分変わっていることにカナデが気づかないはずがなかった。

「ここかな」

　カナデが本に触れると、その本はすっと透明になり、ぐにゃりと形を崩すと、スライムの姿になって凄すさまじい速度でカナデの手を離れ逃げ出した。

「やっと見つけた。町に用意された図書館にも役立つ情報はあるね」

　カナデが探していたモンスター、それは物の姿をそっくりそのまま写し取り真似るスライムだった。カナデがそれを発見すると同時にクエストが発生する。






【写し鏡】




クエストクリア条件。イベントモンスター【ミラースライム】の撃破。








「【写し鏡】かあ、いいね」

　カナデはもちろんクエストを受け、家から出てフィールドを歩いていく。具体的な名称は書かれていないが、カナデには向かうべき場所は既に分かっている。イベントがあるだろうと推測されていた、鏡のような断面に体が写る巨大な結晶が立ち並ぶ洞どう窟くつである。

「さてと、あとは予想してる能力と近ければいいんだけど」

　最近はそこまで戦闘をしていなかったため魔導書の貯蔵も十分である。さくっと攻略してしまおうと、カナデは目的地に向かうのだった。




　目的地である洞窟に辿たどり着ついたカナデは、いつ戦闘になってもいいように本棚を展開しつつスライムの姿を探して歩みを進める。ヒントの通りなら、ここにいるはずである。

　洞窟はさほど大きくないようだったが、反射率の高い水晶でできているため、さながら中はミラーハウスのようになっており、探索は困難を極める。

　……それが類たぐい稀まれな知能を持つカナデでなければの話だが。カナデは先に進むためのルートをいともたやすく見つけ出し、道中のモンスターを魔導書によって蹴け散ちらしていく。

「……いた」

　カナデはほどなく最短ルートで最深部にたどり着く。何もいないように見えたが、そこに潜んでいたスライムの擬態をすぐに看破することなど、カナデにとってはたやすいことだった。

　鏡のようにカナデの姿を写していた結晶は、どろりとその形を崩してスライムに戻り、また別の形に変わっていく。透明だった姿に色がつき、細かな部分まで作りこまれる。

「なるほどね……思ったより時間がかかりそうだなあ」

　カナデはぼそっとそうこぼす。カナデの前には自分とそっくりな、まるで鏡に写っているかのようなカナデの姿があった。

　その体の周りにはカナデと同じように本棚が浮かんでおり本がぎっしりと詰まっている。

　カナデはメイプルとサリーが第二回イベントで戦ったという、ドッペルゲンガーを思い出す。

「さ、勝負しよっか」

　そう言って、カナデが本棚から本を取り出すのに合わせて、スライムも同じく本を取り出す。使えるスキルの種類は同じ、となれば優劣を決めるのは使い方である。カナデは本棚の内容を正確に把握している。それは、背表紙を見ただけでどのような魔法がどのようなタイミング、範囲で放たれるかということまで分かるほどのレベルだった。そのため、相手がどんな手段を選ぼうとも、それらの対処法を瞬時に導き出し回避することができる。

　カスミの【心眼】のように、どこが危険かは完かん璧ぺきに把握できるのだ。

「【焰ほのおの魔弾】【死霊の声】」

　カナデの姿となったスライムは二冊の本を取り出すと、ホーミング性能のある炎の塊を放つ魔法と即死効果を広範囲にばらまく魔法を起動する。

「っと、【対魔術障壁】！　【祝福の衣】！」

　カナデは発動前からそのスキルが来ることが分かっていたため、魔法にしか効果がないかわりに強力な障壁と、持続回復効果付与とともに即死に対する耐性をつける光の膜を張って対応する。業火は障壁に直撃し爆はぜ、恐ろしい死霊の声は光に包まれて消えていく。

「レアなのも好き勝手使うなあ……温存は厳しいか……」

　カナデはスキルによって大量の魔導書を保持しているが、それら全ては使い捨てである。今後のイベントにも備えなければならないカナデと、好き勝手使えるスライム側では訳が違う。躱かわせるものは躱して、どうしても避けようがないものだけを対処用の防御魔法で防いでいく。

「使い方が上手うまくないだけマシかな？　ま、それでも嫌だけどさ」

　遠くから魔法を打ち合っていても埒らちがあかないと、距離を詰めるカナデに大波と地割れ、雷が襲いかかってくる。

「【魔力飛行】【威力減衰】【アンチマジック】！」

【魔力飛行】によってふわりと浮き上がり、地割れを避けて加速すると、雷と大波は仕方ないと二重のダメージ低下によって耐えきる。

　耐えきってしまえば【祝福の衣】が回復してくれる。本来はレアなスキルなため、回復量はかなりのものだ。

　無理矢理に大波を突破した所で魔法の効果が切れ、カナデは地面に降りてくる。それに合わせて、スライムはさらに魔道書をばらばらと開く。すると、今度は地面に禍まが々まがしい色の花畑が広がり、空中からはいくつもの鎖が伸びてきて、前方からは吹雪ふぶきが押し寄せる。

「僕もそんな感じで景気良く使いたいなあ。【オールレジスト】【ファイアストーム】【召喚：デコイ】」

　ひょいひょいと距離を詰めながら、地面の毒花から吹き出す状態異常まみれの花粉の効果を無効化し、吹雪に熱波をぶつけ、鎖の対象を囮おとりによって逸そらす。

　遅滞のない対応によって、カナデはようやくスライムに肉薄する。

「うん、やっぱりそこまで完璧な動きはしないか」

　カナデはいくつもの魔導書をとり出し一気に攻撃に移る。それはいずれも一切スキルによる被ダメージ減少を受けない最高クラスの攻撃魔法。かわりに射程距離が短いものの、今の位置なら問題ない。

「【破滅の息い吹ぶき】【神罰】【重力の斧おの】！」

　黒い炎と雷のような輝きが、目に見えない力で地面に叩たたきつけられたスライムを焼き払う。それに合わせていくつも発動した防御魔法は全て意味がなく、スライムはすっと消えていき、地面には休眠状態とでもいうような透明な核だけが残った。再度距離を取られると豊富な防御魔法で戦闘が長引く一方である。一度の機会で一気に決めきるというカナデの作戦は成功だった。

「ふぅ……このレベルで真似まねできるなら隠れなくてもやっていけそうだったけど……さてと」

　カナデは核を拾い上げると、説明を確認する。そこには五十種類のスキルか魔法を発動することで復活して仲間になると書かれていた。

「五十か。まあ、本にも知識を求めて他の生き物に化けるって書いてたしね」

　多いように思えるが、そこまで重要でないスキルまで取得していれば可能な数字である。ただ、カナデの場合はわざわざ改めてスキルを覚えにいく必要もない。早速その場で使い道のなさそうな五十個の魔法を発動させる。魔導書も使うことになったが、望み通りのテイムモンスターを手に入れるための必要経費というものだ。すると、五十個目の魔法の発動に合わせて、塊がどろりととろけてスライムの形に戻る。

　同時に、カナデの手の中にはメイプル達がつけているのと同じ、【絆きずなの架け橋】が残される。

　どうやら、これでクエストは完了らしい。カナデは仲間になったスライムのステータスを確認する。






ミラースライム




Ｌｖ１　ＨＰ２００／２００　ＭＰ２００／２００




【ＳＴＲ　10】【ＶＩＴ　20】

【ＡＧＩ　45】【ＤＥＸ　50】

【ＩＮＴ　80】










スキル




【擬態】【休眠】【覚かく醒せい】








「思ったより強いなあ。七層で戦力になるってことを考えると、こうなるのかな」

　これは嬉うれしい誤算だったとカナデは喜ぶ。そして、メイプルやサリーがしていたように自分も名前をつけないといけないことに思い至る。

「名前か……んー、じゃあ【ソウ】にしよう。ほら【擬態】」

　カナデが指輪をはめながらソウに対して命じると、ソウはカナデと全く同じ姿をとる。勿もち論ろん周りに浮かぶ本棚の中の魔導書まで全く同じである。マイとユイより瓜うり二ふたつ、というより全く同一の二人はそれぞれ上手くいったというような笑みを浮かべる。

「うん、いいね！　……なるほど、スキルの威力は半分になるのか。ま、十分かな。強みはそこじゃないし」

　流石に敵として出てきたままとはいかなかったが、それでも魔導書が倍使えることに変わりはない。

「後はどこまで制御できるか……ま、それは育てていかないと分からないか」

　これでもっと面白い攻撃ができるようになったとカナデがくすくす笑うと、ソウも同じように企たくらんでいるような悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべるのだった。








五章　防御特化と同行。









「さて……何か情報は出ているかしら」

　そろそろ他のプレイヤーによる町の調査もあらかた終わった頃ころだろうと、イズは情報を確認する。

　サリーがまとめてくれたものに一通り目を通したあとは、町に備え付けられた情報掲示板を確認しに向かう。新規アイテムの作成でほぼほぼ工房にこもりっきりだったため、素材アイテムの調達以外で外に出たのは久しぶりだった。

「えっと……モンスター情報は……」

　イズが仲間にすることができるモンスターの情報を確認すると、そこには多様なモンスターが並んでいた。お手軽に仲間にできる中でも強いモンスターなどは、町でも連れられているのをよく見るようになっている。

「レアモンスター以外も中々強いわね。こういうのはサリーちゃんが確認しているんでしょうけど……生産職向きのモンスターは……」

　そうして確認していくと、ちょうど最近発見されたモンスターがいた。

　この町で生産できる新たなアイテムを一定数生産することがクエスト開放条件だったようで、イズのように閉じこもって生産に明け暮れていたプレイヤーによって最近発見されたばかりだった。

　クリアすることで恐らく小さな光の玉のような見た目の精霊が手に入るとされているが、誰だれもクリアしていないのかどのような能力なのかは分からない。

「うん、いいわね！　この子にしようかしら」

　七層が実装されてからずっと生産ばかりしていたため、開放条件であるアイテムの生産数は、余裕でクリアしている。イズは意気揚々とクエストを受けることができる工房へと向かった。




　ほどなくして到着した民家の屋根には大きな煙突があり、家の横には素材が詰まっていそうな樽たるや木箱が積まれている。窓から見える部屋の中にはイズも見慣れた生産用の道具が並んでいる。

「ここね。確か条件を満たしていればクエストが発生するはず……」

　イズは扉を開け家の中へと足を踏み入れる。

　するとそこには立派な白い髭ひげを蓄えた老ろう爺やがいた。生産に人生を捧ささげてきたことを示すように、狭い家のあちこちには年季の入った道具が置かれている。イズがキョロキョロと部屋の中を見渡していると老爺が話し出す。

「ここにきたってことは、精霊の力を借りようってんだろう。ふん……まあある程度の力量はあるようだ。ちょっと待っていろ」

　イズが待っているとポンっと青いパネルが表示されて、クエストが発生する。






【三つの試練】




クエストクリア条件。指定される三種のアイテムを、最大まで強化し、指示されている能力を付与した状態で納品する。








「【三つの試練】結構ハードそうね……」

　イズはもちろんそのクエストを受けると老爺の行動を待つ。

　老爺は引き出しから一枚の紙を取り出すとそれをイズに差し出す。そこには三つのアイテムの名前が書いてあった。

「精霊は気まぐれなものだ。力を借りられれば素晴らしい品ができるが……それに相応ふさわしい主人である必要がある」

　要は精霊に認められるだけの能力を示すために、これを作ってくる必要があるということだった。

「これは……そうね。分かったわ」

　イズは頷うなずき、次にここに来るのはこの三つのアイテムを完成させてからだと決意して民家を後にする。この三つのアイテムは、七層に入ってからずっと生産作業を続けてきたイズでさえ見たことのないものだった。貰もらった紙からレシピそのものは確認できたものの、作ったアイテム二つからさらに次のアイテムを作るという風に、いくつも生産していく必要もあり、かなり気長に作業をしなければならなさそうだった。

「作業をするのはいいのだけれど……困ったわね」

　示されているアイテムの作成には強力なモンスターのものと思われる素材が多く必要となるのである。流石に生産メインのイズ一人では討伐は難しい。

「誰かに助けてもらうしかないわね」

　ギルドメンバーのログイン状況を確認し、ギルドホームに戻る途中で、広場にメイプルと【炎帝ノ国】のギルドマスターであるミィがいることに気づく。するとイズの姿に二人も気づいたようでメイプルが大きく手を振っている。

「メイプルちゃん、お疲れ様。どう？　探索は順調？」

「はいっ！　今日はミィにレベル上げをしないかって誘われて」

「あら、そうなのね。それじゃあ今日は頼めないわね……」

　メイプルが首を傾かしげて何かあったのかを聞くと、イズは先程のクエストについての話をする。

　メイプルとしては手伝いたいものの、ミィとの約束も大事といった様子である。それを隣で聞いていたミィは考え事をするように口元に手を当てていたが、イズのクエストの話が終わったところである提案をするのだった。

「なるほどな。なら三人で行かないか？　聞けば、それなりに厳しいエリアに行くのだろう？　それなら我々の目的であるレベルアップも見込める」

「いいの？　ミィ？」

　メイプルがそう言うと、ミィはメイプルにだけ分かるようにウィンクをする。

「勿論。それに、ふふ……ライバルの今の能力を見ることもできるからな」

　これもまたミィの本心ではあるが、もう一つの動機はメイプル達を手伝ってあげたいし一緒に遊びたいというものだった。

「助かるわ。そういうことならお願いできるかしら？　当然、サポートに手は抜かないわ」

「ああ、構わない」

「それじゃ行こう行こう！」

　こうしてイズを先頭にして、メイプルとミィがついていく。メイプル達があまり向かっていないため素材がかなり足りていないのもあり、最初の目的地は火山となった。

「結構遠いし……【暴虐】使う？　シロップに乗っていく？」

「途中で戦闘があると結局時間がかかるし……シロップに乗って行った方がいいかしら」

　二人が相談をしていると、ミィがそれを遮る。

「もっといい方法がある。ふふふ……もう空を飛べるのがメイプルだけだとは思わないことだな。【覚醒】！」

　ミィがそう口にすると指輪が赤く輝き、長い尾とオレンジ色の羽毛を持った鳥が現れ腕にとまる。翼の先端からは赤い炎がゆらゆらとたなびいており、その辺りの森にいるような普通の鳥ではないことが窺うかがえる。

「おー!!　それがミィの相棒なんだね！　あ、もともと今日はね、これを見せてもらう予定でー」

「なるほど……モデルは不死鳥……かしら」

　かっこいいかっこいいと興奮して鳥を見ているメイプルを見て、どこか自慢げにミィは相棒を【巨大化】させる。

「イグニス、【巨大化】だ！」

　それに合わせてイグニスと呼ばれた鳥は三人が背に乗れる程のサイズまで巨大化する。

「これならすぐに着く。さあ、行こうか！」

　ミィがそう言って上りにくそうにしているメイプルに手を貸しつつ背中に乗る。メイプルはその時にミィにこそっと話しかける。

「テンション上がってるね」

「うっ、は、早く見せたかったの！　どう？」

「うん、すっごいかっこいいっ！」

　メイプルのその言葉に改めて満足そうにミィは笑う。そうしているうちにイズも乗り込んで、イグニスの背に乗った三人は火山へ向けて飛び立っていった。




　鳥型のモンスターだけあってイグニスの飛行速度は速く、目的地の火山には早めに到着することができた。火口付近までやってくると、三人はイグニスの上から火口を覗のぞき込む。
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「この中ね。ダンジョンの入口があるはずよ」

「ああ、任せろ。ここはよく知っている。何せイグニスを仲間にしたところだからな。よし、イグニス！」

　ミィはイグニスに指令を飛ばすと、火口へと下りていく。するとその途中に足場がせり出していて、そこから狭い入口が続いているのが見えた。

「ここだな。イグニスでは狭すぎて入れん。徒歩でいくしかないな」

　ミィは二人を足場に降ろすと、イグニスを元のサイズに戻す。

「えっと、何が必要なんだっけ？」

「道中の鉱石と植物が色々と、ボスの溶岩竜の素材ね」

「へー、こんなところにも植物があるんだ……」

「普通ならないだろうな。見落としやすい赤の植物だったはずだ。気をつけて探すといい」

　火山の中で探し物があるのはイズなため、イズを先頭にしつつ、三人は一列になって洞どう窟くつの中を進んでいく。メイプルが【身捧ぐ慈愛】を発動させているため、探索も安全である。中はアリの巣状になっており、いくつかの部屋と細い通路で構成されている。そして、最奥にはマグマ溜たまりがあり、そこに溶岩竜がいるのだった。

「ミィ、火属性のモンスターが相手だと相性悪くない？」

「ああ、悪い。ただ、私も成長している。それを見せてやろう」

　イズがせっせと鉱石や植物を集めていく。メイプル達は採取などのスキルレベルが低かったりそもそも持っていなかったりするため、イズが求めるようなレア素材は採取すること自体できなかったりする。そのため、ここは護衛に専念することになっていた。

　そうしてイズが採取を進めていると、炎の燃えるパチパチという音とともに巨大な火の玉がいくつも現れる。それらは意思を持っているように、パックリと口を開けて小さな火の玉を生み出し始めた。

「増える前に片をつけるぞ。【炎帝】！　イグニス【連なる炎】！」

　ミィがイグニスとともに戦うのを見て、メイプルもシロップを呼び出し巨大化させる。

「うん！　【全武装展開】！　【毒竜ヒドラ】！　シロップ【精霊砲】！」

　メイプルはいつも通りの一斉掃射と、毒攻撃を行う。相手が火の玉なため、シロップには【大自然】での拘束ではなく、【精霊砲】での高威力攻撃をしてもらう。

　そして、その隣ではミィが駆け出して火球による攻撃を行っていく。

　ミィとも時々パーティーを組んで一緒に戦うメイプルには、今までとの違いがよく見て取れた。

　イグニスから一定間隔で放たれた炎が宙を舞い、ミィの火球と接触するたびミィの体から炎にも似たオレンジのオーラが舞い上がり、ミィの攻撃力が上がっていくのである。それはメイプルの銃撃よりもはるかに高い威力で、相性が悪いはずの炎のモンスターを焼き払っていく。

「私の火力の方が上だ！　【豪炎】！　【蒼炎】！」

　天井まで届くような赤と青の炎が火の玉のモンスターを何もさせずに消しとばす。代わりにＭＰは空になってしまうものの、メイプルがほとんど攻撃するまでもなく、モンスターは倒された。

「おおー！　すっごい威力！」

「勿もち論ろん。メイプルも本来は防御力がメインだろう？　そんなメイプルの攻撃と比べれば火力も高くなってきているかもしれないな」

「うぅ……確かに。【毒竜ヒドラ】とか始めた頃ころからずっと使ってるしなあ」

　採取を終えたイズも、目を丸くしてその光景を見ていたが、戦闘が終わり我にかえったようで駆け寄ってくる。

「本当、すごい威力ね……あ、そうそう。はい、これ。私特製のポーションよ。お礼に、ね？」

「ん、助かる。頂こう」

　ミィがそれを飲み干すと一本でＭＰが全回復し、さらにＭＰの自動回復を早める効果と一時的な魔法攻撃の威力上昇までついてきた。効果時間を確認しミィは申し訳なさそうな顔をする。

「んっ、よかったのか？　貴重なものだろう。こんな効果見たことがない」

「言ったでしょう？　私特製よ。ふふ、いくらでも作れるわ」

「なるほど……そうか。イズも【楓かえでの木】のメンバーだものな」

　第四回イベントでの【楓の木】の物資の余裕もイズのおかげだったかと、ミィはかつてのことを振り返る。

「普段はサポート役だから……私がそういうことを言われる側になるのは何だか新鮮ね」

　普段はもっと異常性を全開で見せつけて暴れまわっているプレイヤーがいるが、その面々のアイテムや、さらには第四回イベントのギルド戦で多くのプレイヤーを葬った爆弾もイズのものなのである。まるで戦闘はできない風でいるが、アイテムの効果を高めて適当に爆弾をばらまくだけで、ある程度のプレイヤーもモンスターも爆死するのだ。

「ともあれ、これならいくらでも攻略ができる。ＭＰの心配もＨＰの心配もなくなったからな」

　メイプルの【身捧ささぐ慈愛】による範囲防御能力によってＨＰは減らず、イズのポーションでＭＰも回復できる。となれば、ミィの弱点である打たれ弱さと燃費の悪さなどなくなったようなものである。

「攻撃はミィに任せるね！」

「ああ、ボスまでは楽に進めるだろう」

　ダンジョンの内部をよく知っている様子のミィを先頭にして、目的のアイテムを採取しながら奥へと進む。ミィの宣言通り、道中に現れたモンスターは全すべて炎属性だったが、相性が悪いとは思えない速さでミィに撃破されていった。

　そうして三人は最深部へとたどり着く。

　そこは奥に湖のように輝くマグマが溜まっている広大な空間で、歩ける地面からもぽこぽことマグマが噴出している。

「うっ、あそこはダメージ受けちゃいそうだし歩いちゃダメかあ」

「いや、ここは固定ダメージはない。その分、強力なモンスターがいるがな」

　前回のイベントでメイプルを苦しめた固定ダメージの地形を思い出させるが、どうやら今回はそのギミックはないようで、メイプルは胸をなでおろす。

「ここだ。来るぞ！」

「うんっ！」

「ええ！」

　ミィが火球を生成し、メイプルが兵器を展開し、イズが爆弾を用意する。それぞれの準備が終わったのと同時に、マグマが盛り上がって弾け、身体中から溶岩が滴るゴツゴツとした黒い竜が現れる。今回はミィが前に突っ込むのに合わせて、メイプルとイズもそれぞれ距離を詰める。ボスともなれば少しでも火力が必要なのだ。

「こっちも新技を……【水底への誘い】！」

　直線移動なら兵器を爆破した勢いで飛ぶメイプルの方がミィを上回る。のっそりとマグマから這はい出てきた竜の頭に直接ぶつかるような角度で飛んでいくメイプルの左腕が黒い靄もやを放つ巨大な触手になっているのを見て、ミィが目を見開く。

「とおぉう！」

　メイプルが絡み合った触手をパッと開くと、それはまるで化物が大きな口を開いたように五本に分かれ、竜の頭部を包み込むようにして収束する。それと同時、触手の内側からおびただしい量のダメージエフェクトが弾け、竜のＨＰが大幅に減少する。

　メイプルの攻撃力そのものは変わらない。しかし、元々連続して命中させるのが難しかった【悪食】が触手ごと、つまり一度に五回分発動すれば瞬間ダメージは跳ね上がる。

　メイプルでは活用が難しい、拘束効果や麻ま痺ひ効果よりも、その一点が大きかった。

「メイプル！　もう一発だ！　【爆炎】！」

　攻撃を終えて落ちてくるメイプルを、その意図を汲くんだミィが爆風でもう一度打ち上げる。

　メイプルは空中で体勢を立て直すと、もう一度竜に向けて触手を伸ばす。

「ゴアアァァッ！」

「効かないよっ！」

　竜がガパリと口を開けて熱線を放つものの、【悪食】を持つ触手はそれを飲み込み再び顔に食らいつく。それに合わせ、熱線に似た赤のダメージエフェクトが再度弾ける。

「これなら……爆弾よりこっちね！」

　イズは素早くポーチからアイテムを取り出すと、ミィの近くに瓶をいくつも投げつける。それらは割れるとともに地面にいくつもの魔法陣を描き、範囲内にいたミィの魔法の威力を跳ね上げる。

「これなら……【マジックブースト】【チェインファイア】！　イグニス、頼むぞ！」

　ミィはさらに魔法の威力を上げるとイグニスに飛び乗って、加速しつつボスの背中側に飛んでいく。背中には弱点があることをミィは知っているのだ。

　ミィは竜の背中に下りると【炎帝】により生み出した火球で次々に竜の体を燃やしていく。【連なる炎】により勢いを増す炎は【チェインファイア】によってさらにダメージを出す。

「イグニス！　【不死鳥の聖炎】！　【紅ぐ蓮れんの火】！」

　イグニスとともに放った炎が竜の背中で炸さく裂れつする。炎にも負けないほどのダメージエフェクトが吹き上がり、龍が苦しそうに咆ほう哮こうする。

　燃費度外視で得た火力は伊達だてではなく、メイプルの五連悪食にも負けないダメージを叩たたき出す。

　ダメージを受けて怯ひるんでいた竜もなんとか反撃に出るが、メイプルが【身捧ぐ慈愛】により全ての攻撃を受け止め、イズが最初に瓶が割れた場所を中心にしてＭＰを回復するポーションを投げ続けているため、ミィの攻撃が止まらない。

「これで終わりだ！」

　そうしてマグマよりも激しく燃え盛る炎の中にいるミィは、いともたやすく火山の主を焼き尽くしたのだった。




　戦闘を終えて、イズがドロップアイテムを回収しに離れたタイミングで、ミィがメイプルに近づいていく。

「ち、ちょっと！　何さっきの！」

「えへへ、私も見せたいものがあるって言ってたでしょ？」

「いや、まあ言ってたけど……あんな感じだとは思わないって」

　ミィからすると、新しく超高威力の攻撃を身につけたようにしか見えないのだ。実際は今までやってきたことと変わらないが、見た目の変わり方が激しいために気づかないでいた。

「ボスに試してみたかったんだ。これなら必殺技になるかな？」

「なるなる。あー、火力不足になってきてると思ったけどそうでもないかあ」

「イグニスのこと見せてくれたし、私も何か見せたかったんだー」

　メイプルがそう言って無邪気に笑うと、つられてミィからも笑みがこぼれる。

「次のギルド戦までにメイプル対策は考えておかないとなー。攻撃面と、もちろん防御面もね」

「ふふふ、受けて立ちますっ！　それに、皆もすごい強くなってるんだよ」

「だろうね……実感した」

　ミィがちらっとイズの方を見る。

【楓の木】には強力なバッファーがいないかと思っていたが、そんなことはなかったと認識を改める。むしろ、アイテムを十全に活用したイズのサポート能力は、他の追従を許さないレベルと言える。

　と、そんなことを話しているうちにイズの素材回収も終わり、三人は新たな目的地を目指す。

「次は？」

「崖がけに巣を作ってる怪鳥の卵と、雪山の氷の花……海中の珊さん瑚ごに、蠍さそりから取れる毒……毛皮なんかもあるわね」

　レシピに目を通しながらイズがつらつらと必要な素材を伝えると、メイプルはその量の多さに目を回す。

「すごい大変そう……どんなアイテムができるの？」

「三つとも実用性はないわ。調合系で作る薬と、鍛冶系で作る剣、あとは裁縫系で作る服ね」

　イズの言うように、薬や剣といっても完成したアイテムはイベント専用でそれ以外には使えない。

　だが、生産能力を全て高めていないと完成させることは難しく、生産職であっても難関といえるクエストであることは間違いなかった。

「とりあえず気長に集めるしかないわね。今日一日では流石さすがに厳しいわ」

「私はいつでも手伝うからね！」

「ああ、時間が合えば私も呼んでくれて構わない。なら、イグニスがいた方が楽な所から行くとしようか」

「ええ、助かるわ！　なら……崖の方かしら」

「分かった。任せておけ」

　ミィはイグニスに命じるとぐっと向きを変えて崖の方へと向かっていく。

　イズはここから数日間素材集めのために飛び回ることになるのだった。








六章　防御特化とテイムモンスター。









　他のギルドメンバーと同じく、仲間探しのためにあちこち歩き回っている男がいた。

　そう、クロムである。

「次はこっちか……ふぅ、長えなあ」

　そう言ってクロムはアイテムとして手に入れた地図を広げる。といってもただの地図ではなく、宝の地図といった様子である。

　クロムが進めているクエストとはこれのことで、ダンジョン探索で見つけた地図から新たなダンジョンを示され、さらにそのダンジョンのレアドロップで手に入った地図が示した先でまた地図を入手して……という調子で、既に十を超える地図の印の場所を探索していた。

　その過程で、お宝として換金用のアイテムはいくつも手に入ったものの、未いまだ仲間にできそうなモンスターは出てきていない。

　いつしかクロムの探索先は秘境と呼べるような密林や、雪深い山などになっていき、一日にいくつも攻略することが難しくなってきていた。

「そろそろ終わると思うんだがな……」

　そんなクロムの今回の目的地は海沿いの洞どう窟くつである。クロムは今度の地図が海を示しているのをみて、メイプルの触手のことを思い出す。

「できれば見た目も落ち着いてる奴やつだと助かるが……ここか」

　普段は入口が海水で塞がれてしまっており、凶暴な鮫さめのモンスターの住処すみかとなっているその洞窟は、時間によって水が引き入口が現れる。クロムは事前の探索によってその時間帯を発見して、今回ついに本攻略に挑むというわけだった。

「足場が悪いな。奥は……暗いか。よっと！」

　クロムはランタンを腰に下げて光源を確保すると、大盾を構えて慎重に歩みを進める。

　途中、ボロボロになった服を着た人骨が横たわっていたりして、いよいよもってメイプルから聞いたどこか分からない岩場に近い雰囲気が漂い始める。

「ゴースト系だったら仲間にするわけにはいかないしなあ」

　たとえ有用なモンスターであっても、サリーが怖がってしまっては【楓かえでの木】の戦力は激減してしまう。そう思ったところで、クロムはぐっと大盾を構える。

「っと、本当にそのタイプか？」

　ランタンに照らされて、暗くら闇やみの向こうから錆さびた斧おのやサーベルを持ったスケルトンがカタカタと骨を鳴らして近づいてくる。

「一本道なら集団も怖くねえな！」

　狭い道では、数が多くても攻撃してくるのは一体ずつだ。きっちりと盾で受けて斬りつける。

　一撃で倒す必要はなく、攻撃を受けないように一体ずつ細い道を活いかして倒していく。

「ふぅ……予想通りアンデッド系主体か？」

　ここがどういったダンジョンかはまだ分からない。クロムはこの先に何かがあると期待しつつさらに探索を続けるのだった。




「ったく……どんだけ出てくるんだ」

　クロムは疲れた様子で岩壁を背に座り込む。

　クロムの予想した通り、ダンジョンではここまでに武器を持ったスケルトンやゴーストの類が大量に湧わいて出た。一体一体はそう強くないため、ダメージこそ受けるものの回復が間に合うといった状態である。

「サリーちゃんに手伝ってもらおうかと思ったが……こりゃ呼ばなくて正解だったな。随分進んだとは思うが……」

　分岐などもあり、うまく進めているか確信はない。とはいえ、行き止まりに当たることもなく道が続いているため、引き返す理由もないのである。

「っと、お出ましか。おちおち休んでもいられねえな」

　クロムは再び鎌を持ったゴーストと、槍やりを持ったスケルトンが湧いたのを確認して立ち上がる。

「おらぁっ!!　【活性化】！　【シールドアタック】！」

　クロムは複数のスケルトンを吹き飛ばすとそのまま、鉈なたで斬りつける。クロムの攻撃に合わせてゴーストが一体背後に転移し鎌でその背中を斬りつけてくるものの、そのダメージには構わずに攻撃を続ける。

　クロムがメダルで取得したスキルは【活性化】である。

　自身を対象とした回復効果を強化するという分かりやすい効果のそれは、クロムの【バトルヒーリング】による自動回復はもちろんのこと、【魂喰らいソウルイーター】による撃破時回復、【命喰らいライフイーター】による攻撃時回復、【吸魂】による防御時回復の全すべてを強化する。

　結果、一体のゴースト程度放置しても、目の前のモンスターを攻撃し続けていれば倒されない程になっていた。メイプルとは別方向の耐久性を突き詰めて、じりじりとＨＰを削る攻撃への圧倒的優位を手に入れたのである。

　クロムは振り返ると最後に残ったゴーストの攻撃を大盾で捌さばききって、ＨＰを全回復させ攻撃に転じる。

「よし、これで最後だ！」

　クロムが振るった鉈は的確にゴーストに命中していき、最終的にその全てを消滅させる。

「……ふぅ」

　再び洞窟内に静寂が訪れ、クロムは鉈をしまってまた奥へと進み始める。

　しばらく進んでいく中で何度か戦闘が発生するが、代わり映えしないモンスターでしかなく、クロムは冷静に処理していく。

「時間はかかるが……安定感も出るしな。スキル選択は間違ってなかったか」

　あくまでもクロムは大盾使いであり、攻撃力は最低限でいいのである。ダメージも与えられるメイプルがおかしいだけなのだ。

「……お、広い場所に出たか。あれは……」

　そこはかつては入り江のようになっていたのだろうか、奥には海水が溜たまった部分、手前には陸地があり、奥の水上には浮かんでいるのも不思議なほどのボロボロの船があった。

「ああ、そういうことか」

　クロムが一つ納得するのと同時に、ボッと音を立てて船上に紫の炎が上がり、野太い雄お叫たけびが聞こえてくる。それに合わせて、ボロボロの船は動き始め、船体を横に向けると陸地に橋を三つ渡して、大量のスケルトンを送り込み始めた。

「海賊船……幽霊船って言った方がいいのか？　ったく、一人で戦う相手じゃねえな！」

　とはいえ簡単にやられてやるつもりもないと、クロムは持続回復効果を付与するイズのポーションを初めとして、アイテムでかけられるだけのバフをかけていく。

「おう、どっちの方がしぶといか……比べ合いといこうぜ！」

　クロムは鉈を抜き放つと、大盾を構え不敵な笑みを浮かべる。

　轟ごう音おんとともに幽霊船の大砲から砲弾が放たれたのが戦闘開始の合図となった。

「【活性化】！　【ガードオーラ】！」

　クロムは防御力と回復力を上げ、自分の方に飛んでくる砲弾にきっちりと大盾を合わせて受け止める。しかしそのまま爆炎が広がり、クロムのＨＰを削りとる。直撃よりはマシだが、それなりのダメージである。

「ちっ、防いでもダメージは入るのか！」

　しかし、近づいてくるものだけでも三十は超えるだろうスケルトンがいるため【バトルヒーリング】が発動する。さらにイズのポーションでＨＰはぐんぐんと回復する。

「【死霊の泥】！」

　宣言と同時に鉈からは黒い泥がどろりと溢あふれる。攻撃に一定量の追加ダメージ効果を付与するスキルを使い、処理を速くするつもりなのである。クロムは一体一体モンスターを倒していくが、流石に数が多いため、全方位からの攻撃を受けきれずにじりじりとＨＰが減っていく。

「くそ、砲撃が面倒だな……ぐっ！」

　砲撃を受けるために大盾を構えた瞬間に、背後に回ったゴーストによる大振りの一撃が直撃し、クロムのＨＰはゼロになる。

　しかし、【デッド・オア・アライブ】が発動し、クロムの背後に髑髏どくろが現れてクロムのＨＰを一だけ残して生き残らせる。

「よぉし！　今日は運がいい！　おらあっ、ＨＰをよこせ！」

　最初の死亡タイミングでは【デッド・オア・アライブ】か【不屈の守護者】のどちらかが発動し、必ず耐えることができる。

　となれば、クロムがやるべきことはより攻撃的に動いて、敵を倒しＨＰを回復させることである。そして【デッド・オア・アライブ】が発動すれば【不屈の守護者】が温存でき、また強気に攻められるのだ。

　何とか耐えることができるため、湧き続けるスケルトンとゴーストを狩っていたものの、いつまでたっても数は減っていかない。

「キリがねぇ！　ボスはどいつだ……！」

　スケルトンやゴーストにもサイズや武器など個体差はあるものの、どこまでいっても数で押す下っ端の船員という印象が拭ぬぐえない。

　そこでクロムはちょうど渡された橋から増援が陸地に下りたタイミングで、アイテムを取り出しつつ無理やりに包囲を破って橋へ向かう。

「次の増援の前に、船に上がらせてもらうぜ！」

　砲弾の雨を受け止め躱かわして、ＨＰを保って船のへりに手をかけ一気にデッキに上る。

　そこには豪華なコートと鎧よろいを身につけて、海賊帽を被り、切れ味の良さそうなサーベルを構えたスケルトンがいた。一目で違いの分かるそのスケルトンのＨＰゲージの横には仲間にできるマークはない。

「助かったぜ、これなら心置きなく倒せるからな！　【炎斬】！」

　クロムが突撃し、炎を纏まとった鉈で斬りつけると、ボスも紫の炎を纏ったサーベルで対抗してくる。

　二人は互いに武器を振るい合うが、ダメージレースは大盾があり、ＨＰを回復するクロムが有利である。クロムなら集団の中でも生き残ることはできるが、真価を発揮するのは一対一である。そうしてＨＰを減らしていると、橋の方からスケルトン達が戻ってこようとする。

「こっちもそれくらい対策済みだ」

　一対一ならそうは負けないことを知っているクロムにとって、取り巻きのモンスター達を救援にこさせないことが大事だった。

　つまり、橋に妨害用のイズ特製地雷くらいは置いてきているということである。

　大砲にも負けない派手な爆発音とともにスケルトンが大量に吹き飛ぶ。ゴーストは爆風の範囲から逃れて、すっと空中を飛んでやってくるが、クロムはさらに攻撃を加速させる。

「【精霊の光】！」

　背後からのゴーストを無視するためにダメージをゼロにするスキルを使用して、さらに攻め立てる。振り抜かれたボスのサーベルを大盾によって外側に弾き、ついにその骨だけの首を鉈が一いつ閃せんした。骸がい骨こつとなった頭部が舞い、それとともにボロボロとスケルトンは崩れ、ゴーストは消えていく。怪しげな紫の炎も消え、入り江には静寂が戻ってきた。

「ふぅ、船長はたいしたことなかったな。さて……何か宝物くらいは期待してもいいよな？」

　ボロボロの船はデッキから船内に入っていくことができる。クロムは扉の外れた船室を一つ一つ確認していき、積荷が載った部屋を発見する。ほとんどはボロボロになって、積荷も開けられているが、唯一開けられていない大きな箱があった。

「……モンスターの気配はなしか」

　クロムは警戒しつつ箱に近づくと鉈でコンコンと叩たたいてみる。擬態しているということもなさそうだったため、意を決して箱を開けることにする。

　すると、そこには乱雑に武器や鎧、そして金貨が詰め込まれていた。そのほとんどは換金用アイテムのようでクロムはありがたくそれらをインベントリに収める。

「っと、これは……」

　クロムは金貨の中に埋もれていた指輪を取り上げる。見間違えるはずもない、それはメイプルからシロップを借りた時に装備したのと同じものだった。

「とりあえず装備してみるか……？」

　周りにモンスターがいないことを不思議に思いつつ装備を変更すると、部屋の中でガチャガチャと音が鳴り始める。

「な、何だ!?　って、ん？」

　クロムの目の前には、信じがたい光景があった。
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　まるでポルターガイストでも発生したかのように、鎧が浮かんでいるのである。腕や頭部分、剣や盾の部分がバラバラに浮かんでおり、いわゆるモンスターだと分かる。

　コンコンとそれを叩いてみるものの、敵対する様子はない。クロムがそのまま一歩下がるとガチャガチャと音を立てながらついてくる。

「この指輪に対応するのは、お、お前か？」

　クロムが能力を確認すると、ＭＰやＨＰはそう高くなく、ステータスも控えめだった。

「スキルは指輪に戻すやつと……【幽鎧装着アーマード】？」

　とりあえず発動させてみようとスキル使用を命じると、ふわりと浮かんでいた鎧や武器はそれぞれがクロムに装備される形になって今の装備を強化していく。武器はより鋭く、大きく。鎧や盾はより頑強に。クロムが相棒にしたモンスターは、主人に装備されながら戦うモンスターだった。

「おお！　なるほどな！」

　クロムがテイムモンスターに求めていたのは回復能力だったが、それは自身の前線維持能力を上げるためというのが大きい。装備ごと強化され、生存力を含めたステータス全体が向上するなら、相棒としては言うことなしだ。それに、鎧という形をとっているため、今後覚えていくであろうスキルも防御能力を上げていくものを期待することができる。クロムは満足そうに笑うと纏まとっている鎧を改めて眺める。

「……まあゴースト系とはいえ、この形態で戦うことが多いだろうし……多分、サリーちゃんも大丈夫だろう」

　そう自分に言い聞かせて、クロムは今日のところはこれで終わりにしようと、鎧の名前を考えながらダンジョンを後にするのだった。




　鎧を仲間にしてからしばらくして、クロムがギルドホームにやってくると、そこにはカナデの相棒であるソウをぐにぐにと弄いじっているギルドメンバーの姿があった。

「あ、クロムさん！　見てください、カナデのテイムモンスターですよ！」

　カナデ本人よりもメイプルがどこか嬉うれしそうにクロムにアピールする。クロムはカナデもようやくモンスターを仲間にしたんだと、スライムをしげしげと眺める。

「スライムか、なるほどなあ」

「面白いよーソウは。町の中だとスキルも使えないしこんなだけどね」

　カナデの声に応こたえるように、ソウはとろけるようにして地面に垂れると、急に弾力を持ってコロコロと転がっていく。それをみてマイとユイが追いかけて捕まえにいく。

「本格的に賑にぎやかになってきたな」

「っと、その指輪。クロムさんも仲間にしてきたんですね」

　サリーが指摘すると、クロムはガシガシと頭を搔かく。

「ああ、まあ……ちょっと皆とは毛色が違ってな。よし、サリー！　先に言っておくぞ」

「な、なんです？」

　特に何も思い当たらないという様子で、サリーが首をかしげる。

「俺の相棒は、中身がない動く鎧だ」

　それを聞いて、サリーもクロムの言わんとしていることが理解できたのか、ピクッと反応して固まる。

「いえ、はい。はい、大丈夫です。鎧はまあ、あのカッコいい寄りなので」

　藪蛇だったと、気まずそうにぽつぽつ話すサリーを見て、クロムもモンスターを呼び出す。

「おし、ネクロ。出てこい！」

　ネクロと名付けられた鎧は、見えない糸で緩く繫つながれているように、ガチャガチャと音を立てて、その場に浮かぶ。ただ、見た目としては浮かんでいるだけの普通の鎧と剣と盾である。サリーもああは言ったものの、恐る恐るという風にネクロの方を見てほっと息を吐く。

「よし、大丈夫……うぅ、でもやっぱアンデッドとかもいるよね……うぇぇ」

　現実逃避も兼ねて、サリーは努めてそれらの情報を見ないようにしていたものの、薄々その存在には気づいていた。あとはたびたび決闘を挑んでくるフレデリカがそこにたどり着かないことを祈るばかりである。

「まあ、こいつも面白いモンスターだぞ。全員のモンスターが揃そろったらどこかで試したいが……」

「その前にレベル上げだね。僕のモンスターもまだレベルが低くて覚えてるスキルとか全然ないし」

「ん、そうだな。あとはイズだけか？」

　クロムが姿を探してキョロキョロと部屋の中を見渡すものの、肝心のイズは見当たらない。

「ああ、何でもアイテムの生産があるみたいでな。また工房にこもりっきりなんだ」

「私とサリーも素材集め手伝ったけど……大変だったよね」

「そうだね、あの量を全部使うとなると……」

　三人の反応を見て、随分大変なことをしているんだと、クロムは少し心配そうに工房の方を見る。

　するとちょうど工房の扉が開いてぐったりとした様子のイズが出てきた。

「お、おい……大丈夫か？」

「え？　あ、クロム。おかえりなさい。こっちも……なんとか終わったところよ」

　よっぽど根気のいる作業をしていたのか、そのまま眠ってしまいそうな様子である。イズはペチペチと自分の頰ほおを叩くとグッと伸びをして、目的を達成しに行こうとする。疲れてはいるもののどこか達成感に浸っているような表情だった。

「じゃあアイテムを提出しに行ってくるわ」

「おお、期待してるぜ」

　口々にかけられる全員からの言葉にイズは笑顔を返すと、提出先の民家へと向かった。
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「よし、入りましょう」

　イズは家の中に入ると、アイテムを取り出す。時間経過とともにキラキラと様々な色に輝く瓶詰めの薬品に、細かい部分まで丁寧に装飾がなされた豪華な服、そして宝石がはめ込まれた美しい鞘さやに収まった儀式用とでもいうような透き通る刃をした剣である。

「見事だ。これならば、力を貸してくれるだろう。ついてこい」

　イズは老ろう爺やの言葉にしたがって家の奥にある地下への階段を下りていく。そこには地下だというのに草花が溢あふれる庭園が広がっており、その中心に淡い青い光を放つ魔法陣があった。

「さあ、これを指にはめてあの上に乗るといい。見えるものが変わるはずだ」

　イズは言われるがままに指輪をはめて魔法陣の上に乗る。すると指輪からも青い光が漏れ出して、ぱっと視界が一瞬埋め尽くされる。

　咄とつ嗟さに閉じた目を開けると、目の前には真っ白な光の玉から小さな翼が生えた、妖よう精せいとも精霊ともつかぬものが浮かんでいた。イズが周りを見てみると、水が汲くまれている甕かめには青い水の塊が、足元の草花の近くには木の葉や花の翼を持つ個体が飛んでいる。

「それが精霊だ、基本はその白いやつさ。ただ、場所によっては別の力が強く出せる。地形や魔法を上手うまく使ってコントロールするんだな」

「なるほど……属性魔法に近いのかしら？　色々試してみないといけないわね」

　イズは目の前の白い光にフェイと名前をつけると、ともにギルドホームへと帰っていくのだった。
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　ついに全員の相棒が決定したことで、次は【楓かえでの木】の面々で力試しということになった。

　そのため、サリーは全員がレベル上げをしている間にどのダンジョンがいいか吟味していた。

「色んな能力が要求される方が弱点も見えるし……ここかな」

　そうして計画を練っていたところ、ギルドホームの扉が乱暴にバァンと開かれ、フレデリカが飛び込んでくる。

「あーいたー！　よーやく見つけたよー」

「うげ……」

「決闘しよー、ほらいつものいつものー」

　サリーがちらっとフレデリカの指を見ると、そこにはサリーがはめているものと同じ【絆きずなの架け橋】があった。サリーはフレデリカを避け何かと理由をつけてフィールドを歩き回っていたが、ついに出会ってしまったわけだ。

「いや、まあ……んん……」

「なーにー？　何か気になることでもあったー？」

「そういうわけじゃないけどさ……」

　ニヤニヤと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる様子に嫌な予感がしつつも、引き下がらないフレデリカに押し切られる。サリーとしても、フレデリカの仲間にしたモンスターがアンデッドだと怖いから戦いたくないとは言いたくないのである。

　フレデリカは【楓の木】に入り浸っているため、もうギルドホームの訓練場の場所も覚えており、いつにも増して高いテンションでサリーを引っ張っていく。

「じゃあいつも通りね」

　サリーが準備を終え、フレデリカに決闘の仕様を伝える。いつもと変わらない、ＨＰを削りきるか降参するかのルールだ。

「おっけー！　ふふーん、どーしよっかなー」

　フレデリカが勿もつ体たいぶった発言をしてサリーの反応を楽しんでいるうちに、カウントダウンが開始される。

　サリーはいつにも増して集中しており、無言でその時を待つ。

　そして、カウントダウンがゼロとなり決闘が開始されると同時。

「【超加速】！　朧おぼろ【瞬影】【影分身】！」

　サリーは凄すさまじい勢いで加速し、そのまま姿を消して、次に現れた瞬間には五人に分身している。いつになく全力のサリーに面食らってフレデリカは反射的に迎撃の構えを取ってしまう。

「多重……ふわぁ!?」

「【鉄砲水】！　朧【拘束結界】！」

　目の前にいた五人のサリーのうち一体は【蜃しん気き楼ろう】だった。ふわっと崩れて消えると同時にフレデリカの背後から声が聞こえて、足元から大量の水が吹き上がりフレデリカを空中に打ち上げる。フレデリカは抵抗しようとするが朧のスキルでスタンが入ってしまい動けない。

「ちょっ、待って！　まーっーてー！」

「【クインタプルスラッシュ】！」

　フレデリカの要求など通るはずもなく、落下中に防御できないまま高速の連撃を受けて、一気にＨＰをゼロにされてしまった。びたーんと地面に落ちたフレデリカはゆっくりと起き上がって頰を膨らませる。

「なんか、いままでで一番殺意感じたんだけどー」

「……気のせいじゃない？」

「せっかく今日は相棒のお披露目に来たのになー……あ、そうだ！　別に戦闘中じゃなくてもいいしー見せてあげるよー」

「えっ、あっ、いや……待っ！」

　今度はサリーが止めるよう言うがその要求も通らない。指輪が光っていよいよ何かが出てくるというところでサリーは目をぎゅっと瞑つぶり、両手で耳を塞ふさぐ。少しの間そうしていると、フレデリカがサリーの眉み間けんを指で弾いて目を開けさせる。

　するとそこにはニマニマと笑みを浮かべるフレデリカとその頭の上にとまった黄色の小鳥がいた。

「……ぅえ？」

「この子が私の相棒、ノーツ。ふふふ、どーしたのー？　何が出てくると思ったー？」

「あっ……！　ふ、フレデリカっ！」

　サリーは最初からからかわれていたことに気づいて、顔を赤らめてそう言うのが精一杯だった。

「案外可愛かわいいとこもあるじゃーん、戦闘中の動きは人じゃないけどさー」

　フレデリカは相変わらずニマニマと笑みを浮かべながらサリーの方を見る。

「くぅ……次もボコボコにするからね」

「望むところだよー。正々堂々やってー、負けましたって言わせてあげるー。それにノーツはちゃーんと強いからね」

　そこまで言ったところでピロンとメッセージの通知が来て、一いつ旦たん二人はそのメッセージを確認する。そこには次回のイベントについての詳細が書かれていた。

　今回はまず予選があるということ。予選ではプレイヤーごとに生存時間とモンスターの討伐数に合わせてポイントを獲得していくこととなる。上位のプレイヤーから順に本戦のエリアが決定され、順位が良いほどより良い報酬が得られるようになる。予選は個人戦なためテイムモンスターを既に仲間にしているプレイヤーは、手数も対応力も上がり有利になることが予想される。

「予選は第一回イベントにモンスターも出てくる感じで……本戦は時間加速でのＰｖＥかー、ハードなイベントになりそうだねー」

「生き残ることが目的みたいだし、サバイバルかな。全員で予選を上位で突破したいけど……」

　ざっくりと確認したところで、さてもう一戦いこうとフレデリカが構える。そこでフレデリカの方にもう一通メールが来る。

「うげ、ペインからだ」

「ん、何か予定でもあったの？」

「あんまりサリーに手の内を明かすなよってさー。むー、バレてるかー」

「それもそうだね。またやり合うこともあるかもしれないし」

「ただーし、その裁量は私に任されたのでー。やりたいようにやるよー！」

「ははっ、ペインも苦労してそうだなあ……」

　そんなことを言いながら、二人は第二戦へと入っていく。結局この日は五回決闘をしたものの、サリーの全勝だった。ただ、フレデリカもペインの言うことを守っていたようで、ノーツと呼ばれた小鳥にスキルを使わせはしなかった。




　フレデリカとの決闘から時間が過ぎ、サリーはログインしてきたメイプルと二人でギルドホームにいた。

「結局フレデリカは小鳥のスキルは使わなかったけど……見た目から考えるなら、バフかデバフを得意としてるのかなあ」

「そうなの？」

「ただの予想だけどね。ほら、たとえばマイとユイの熊なんかと比べると攻撃系って感じしないでしょ？」

「確かにどっちかっていうとサポートって感じかも！」

「フレデリカもよく言ってたしね。ペイン達と四人で動くと魔法関連はほとんど私の仕事だーって」

「モンスターを仲間にしたら色々変わってくるよねー」

「そうだね。得意なところを伸ばすか、穴を埋めるか……」

　二人は結局、ここで考えていても仕方がないと外に出ることにした。

　フィールドの情報はざっくりと手にしているものの、今の二人がどうしてもクリアしたいようなイベントは見当たらなかった。どこまで行っても七層でのイベントはテイムモンスター関連のものが中心なのである。

　そうしてサリーがまとめた情報を二人で眺めながら、今日の行き先を決める。

「メイプルはどこか行きたいところとかある？」

「うーん……海は行ったし、森も火山も行ったし。んんん、景け色しきいいところだと……」

「完全に観光気分だね……うん、ならあっちこっち行ってみる？」

　サリーはメイプルの様子を見てくすりと笑うと、レベル上げに有効なエリアや、イベントが多いエリアなどの攻略情報を閉じる。

「いいの!?　やったー！　七層はね、いろんな綺き麗れいなところがあってね！」

　すると、今度はメイプルがまとめた情報を提示する。サリーのそれとは違って、どこで綺麗な景色が見られるかやどこに可愛かわいらしい動物がいるかなど、フィールドを楽しむための情報が並んでいる。

「なるほど。でもエリア間には結構距離があるし、移動手段がいるかな」

「【暴虐】だと行きにくい場所もあるし……急ぐってなると、サリーに乗せてってもらう？」

「ま、そんなことだろうと思って、いいものを準備しておいたよ」

「……？」

　メイプルはそうやってもったいぶってにこにこと笑顔を見せるサリーの後をあれこれ予想しながらついていくのだった。
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「おおー！　はやーいっ！」

「摑つかまっててよメイプル！　落ちても大丈夫だろうけど！」

「すごーいっ！」

　少し後、そこには馬に乗るメイプルとサリーの姿があった。

　はしゃいでいるメイプルをたしなめつつも、サリーも風を切ってぐんぐんと進んでいく感覚を楽しんでいた。

　馬はテイムモンスターとは別枠の、移動専用の乗り物扱いだ。フィールドで手て懐なずけて、町の施設に預けておくことができる。ただし、一定の【ＤＥＸ】がなければ乗りこなすことができないため、メイプルはサリーに摑まるようにして二人乗りである。

「二人で乗るとスピード落ちるけど……いい馬を捕まえてきたからなかなか速いよ！」

「さっすがサリー！　ありがとう！」

「どういたしまして！　ほら足場悪くなるから落ちないでよ？」

「お、落ちないよっ！　あ、そっち右！」

「オーケー！」

　メイプルの案内に合わせて、サリーが馬の向きを変える。そんな二人がやってきたのは、見渡す限り広がる平原だった。高台から見下ろすと、中央には川がゆったりと流れており、数多くの仲間にできるモンスターがいるのが分かる。

「この辺りは好戦的なモンスターは湧わかないし、レベル上げにも向いてないけど、くつろぐならちょうどいいよね」

「来たことあった？」

「ううん、情報だけ。って言っても、情報を集めてるうちに皆もう仲間のモンスター決めちゃったんだけどさ」

「皆早かったねー。でもそれだけピンときた子がいたってことだもんね」

　二人は馬から下りると、平原を歩いていく。そこではサリーが手懐けた馬や、牛や水鳥など多様な動物がそれぞれに過ごしている。

「うう……皆連れて帰れないのが残念だなあ」

「できたらやってた？」

「本当に全部は無理だけど可愛い子は皆連れて帰りたいかも」

「ははっ、でもその気持ち分かるよ」

　可愛いモンスターはいればいるだけいいと、メイプルは呼び出したシロップを抱き上げながらにこにこ笑顔を見せる。

「一応レアモンスターは探しておこうかな。いないエリアはないっぽいし……」

「情報は大事ってやつだね！」

「……ほら、このエリアなら私は攻撃されないし、遊んできたら？」

　すぐにでも平原を駆け回りたそうにしているメイプルを見て、少し可笑しそうにサリーが言うと、メイプルは照れたように笑ってから駆け出していった。
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「兎うさぎさーん！　まーてー！」

「……あれは追いつけなさそうだなあ」

　兎の群れを追いかけるメイプルを見てサリーはそんなことを思うのだった。




　サリーはサリーでしばらくここにいるモンスターを観察しつつ、景色を楽しんでいた。

　ソロではどうしても効率を重視してしまうサリーにとって、こうしてメイプルとのんびり過ごす時間は貴重なのだ。

　透き通った川の底には魚が泳ぎ回っていたり、空には鳥が飛んでいたりするものの、特に何かイベントがある様子はない。

「ふぅ、何もなしか。純粋にモンスター探しのための場所なのかな？　……おーい！　メイプルー？」

　メイプルに今何をしているか聞いてみると、返事は聞こえるものの姿が見えない。

　サリーは不思議に思いつつマップを確認して、メイプルのもとに歩いていく。

「ああ……分かった」

　サリーが歩いて行った先にはもこもことした球体が並んでいる。この玉羊という名のモンスターはその名の通り羊毛によって玉のようになっている。そしてその群れの中に羊毛を生やしたメイプルが心地よさそうに埋もれていた。

「完全に同化してるから分からなかったよ」

「えへへ、でしょー？　この子達たまに動くんだけど、その時ポンポン私のことを跳ねさせて一緒に運んでくれるんだよ！」

「……それ本当は轢ひかれてるだけじゃない？」

　メイプルがおいでおいでという風に手招きをするため、サリーは玉羊に刺激を与えないようにしつつメイプルの羊毛の中に入る。もうこの過程にも慣れたものだ。

「たまにはのんびり過ごすのもいいよね！」

「ふふっ、メイプルはだいたいそうじゃない？」

「ええー？　そんなことないと思うけど」

「っと、のんびりもしてられないかな」

　サリーは玉羊が動き出すのを感じてメイプルの羊毛の中に体を埋めて、外にすっぽ抜けてしまわないように糸によって固定する。

「【身捧ささぐ慈愛】！　念のため使っとくね」

「ん、ありがとう」

　二人が準備を終えたのとほぼ同時に、羊の群れが大移動を始め、平原を駆け回り始める。

　それに合わせて、自分で走っていないにもかかわらずメイプルの毛玉はボールのように蹴けられて前へ飛ばされ、ぐるぐる回転する。

　ダメージは受けないが、こうも回転させられては目も回るというものだ。

「ちょっ……メイプル！　滅茶苦茶回ってるけど……」

「うぇぇ、さっきまではもっとゆっくりだったのに……」

　サリーとしても中途半端なタイミングで糸を外して放り出されるとダメージを受けるかもしれないため、このまま転がされるしかなかった。

　そうしてしばらくしたところで、ガサガサと音がしたかと思うと、何かにぶつかったのか衝撃が伝わってきて、メイプルの毛玉が停止する。

「うぅ……すっごい回った……」

「そう、だね。ごめん、流石にちょっと休んでから出るかな」

「うん、私もそうする……」

　上下もよく分からなくなる程に転がされた二人は、気分が落ち着いてきたところで、ぽんっと毛玉から顔を出す。

　そこは完全に見覚えのない場所だった。

　目の前には小さな泉が一つあり、周りは木々で溢あふれる森の中。

　メイプル達が聞いたガサガサという音は、この深い茂みを無理やりかき分けたときのものだと分かる。二人をここまで連れてきた玉羊達は泉の水を飲んでおり、どうやら大移動の目的は果たしたようである。

「結構移動したっぽい？」

「まあ、あれだけ回転してたし、相当進んだとは思ったけど……んーと、もう平原の外に出ちゃってるね。それにしても少し移動しすぎな気もするけど……」

「あんなに広かったのに!?　羊って速いんだね……」

　マップで確認すると、もといた広い平原を抜けて、そこからもさらに進んだ森の中にいることになっている。普通に真まっ直すぐ進んだとしてももう少し時間がかかりそうなものである。

「せっかく運んできてもらったし、この辺りも見ていかない？」

「うん、いいよ。もうちょっと休むのも兼ねてね」

　サリーはメイプルの毛を刈り動きやすくすると、二人で泉の方へ歩いていく。

「近づいても逃げないね。一応仲間にすることもできるんだ」

「もう連れて帰ってあげられないんだよね。ふわふわでかわいいのになあ」

　メイプルが玉羊に抱きつくようにしてふわふわの羊毛の感触を味わっていると、それに反応したのか玉羊がその丸い体をぶるんと震わせる。

「わっ!?　わわわっ！」

　メイプルはそのまま弾かれてバランスを崩し、後ずさったところでバシャンと泉に落ちてしまう。

　それに驚いて玉羊が逃げていく中、サリーはさっと泉に近づくと、【糸使い】のスキルでメイプルに糸を繫つなげて釣りの要領で引き上げる。

「もう、大丈夫？　メイプル」

「うん、びっくりしたけど大丈夫だよ」

　お礼を言うメイプルを地上まで引き上げたところで、サリーはあることに気づく。

「メイプル、水の中で何か落とした？」

「え？　大盾もあるし……短刀も……うん、指輪もあるよ！」

「ほら、メイプル見てみて」

　サリーに促されるままに泉を覗のぞき込むと、その底にキラリと光る何かがあった。

「これくらいなら潜って確認できるし、ちょっと待ってて」

　サリーは泉に飛び込むと、光っている何かを手にとって戻ってくる。

「よっ、と！　ふぅ……」

「おかえり！　えっと……宝石？」

　サリーの手の中には白い鉱石でできた球体があった。それはつやつやしており、うっすら光っているようにも見える。

「とりあえずアイテム説明見てみようか」






『白の鍵かぎ』




とある扉を開けるための三つの鍵のうち一つ。








「……どこで使うんだろう？」

「分からないけど……多分他にも似たようなものがあるんじゃないかな。ほら、鍵の一つって書いてあるし」

「うう、こんな小さいの探すの大変そう」

「ヒントを探さないとね。たぶん、本当はこれを手に入れるための情報があるんだろうけど……今回はなんか、よく分からないうちにたどり着いたし……」

　ここに来た経緯を思い出して、サリーは少し思うところがあるようで思考を巡らせる。

「……移動するモンスターは他にも何種類かいるはず。だからさ、探索ついでに他のモンスターも何種類か確認してみない？」

「賛成賛成！　それでもう一つ手に入ったら予想が当たったってことだもんね！」

「そうそう、目的がもう一つ増えたってことで」

　二人は新たに宝石を見つけることを目標にして、探索という名の観光を続けるのだった。

「まずは馬のところまで戻らないとダメだよね」

「ふふふ、そこは問題なし。見てて」

　サリーがインベントリから取り出した笛を吹くと、少しして茂みをかき分け馬がやってきた。

「おおー！　すっごい！　それで呼べるの？」

「そうだよ、どこにいてもすぐに来てくれるから便利だね」

「空飛んでばっかりだったから分かんなかったけど、結構乗ってる人もいるの？」

「うん、移動手段として便利だからね。どんどん増えるんじゃないかな」

　七層で実装されたそうで、メイプルのような徒歩移動が遅いプレイヤーにとっては朗報である。テイムモンスターと違って所有制限はないが、馬の種類によって速度や走ることができるエリアに違いがあるため、用途によって最適なものを見つける必要がある。

「移動するモンスターは割とどのエリアにもいるんだけど、さてどこから行くか……」

「あ、もしそのモンスターがいるなら海とかは？　だったら結構探索したし、場所を絞れると思う！」

「いいね、そうしてみよっか」

　サリーはメイプルに馬に乗るよう促し、森の中を馬で駆け始める。

「ぶ、ぶつからないっ？」

「だーいじょうぶ。結構練習したからさ！」

　メイプルの心配は杞き憂ゆうだったようで、茂みを飛び越え、木々の隙すき間まを抜け、まるで平地を走っているかのようにサリーの馬は森を抜けていく。

「これならすぐ着きそう！」

「用意されてるものは使わないとね！」

　結局、一度も事故は起こらずに二人は海までたどり着くことができた。

　メイプルは前に探索したときのことを思い出しつつ、サリーを海辺へと誘う。

　今回は【水泳】と【潜水】のスキルレベルが高いサリーがいるため、イズ特製のアイテムがなくても長時間の探索が可能だ。

「気をつけてね。どこかから蛸たこが狙ねらってるんだよ」

「メイプルに触手くれたやつだよね？　どうだった？」

「……？　生でも美味おいしかったよ！」

　メイプルがそう言うとサリーに額をぴしっと指で弾かれる。

「もー、ボスの強さの話。急に捕まったんでしょ？　私が捕まるとまずそう？」

「洞どう窟くつの中は危ないかも。すごい狭いし……」

　メイプルは少し恥ずかしそうにしつつ、そう答える。普通の攻撃ならサリーが捕まることはないが、もし回避不可の命中時、連れ去りギミックが発動するなら話は別である。

「メイプルが言ってた島の近くには行かないとして、【身捧ぐ慈愛】使った状態で真上にいてくれる？」

「おっけー！　今回もシロップに乗って待ってるよ！」

　メイプルはサリーを確認できるようにシュノーケルをつけつつ、シロップを巨大化させ海へと出る。

　ある程度深くなったところで、サリーがシロップの上から海に飛び込む。

　メイプルはその様子を確認しつつ、範囲から外れないようにシロップを【念力サイコキネシス】で動かす。

「ん……」

　サリーはメイプルの展開している【身捧ぐ慈愛】の範囲を確認すると、魚の群れを探す。

　海中は色とりどりの珊さん瑚ごが広がっており、本来なら同時に生息していないような魚達が泳ぎ回っている。ところどころ隙間を深くまで潜っていけそうな場所もあるが、闇雲に探索するわけにもいかない。

　そして、サリーは移動し続ける熱帯魚の群れを見つけて、ドルフィンキックでぐんとその方向に近づいていく。【水泳】のレベルが高いおかげでそのまま魚に追いつくことも容易たやすい。

「っ……」

　ただ、あまりの速度にメイプルが追いつけない。

　範囲が広いとはいえ、積極的に離れていくものを守れる程ではないのだ。

　今も時折鋭い牙きばを持った魚が突撃してきたり、珊瑚がまるで蛸の触手のように体を成長させて伸ばし足を搦からめ捕ろうとしたりしてくる。

　サリーは【身捧ぐ慈愛】の範囲から外れてしまうことに気づきつつも、仕方ないと割り切り、さらに加速してモンスターを振り切りながら魚群を追う。その上で追いついてきたモンスターだけ、風の刃で迎撃していった。水中であっても、よほどのイレギュラーでなければ回避できると踏んだのだ。

　そうしてしばらく熱帯魚を追っていると、今までのぐるぐると同じルートを泳ぐ動きから変わって、すっと一つの珊瑚の裂け目に入っていく。

　サリーは慎重にそこへ近づいていき、インベントリから取り出したライトで奥を照らす。魚の影は見えるものの、奥がどうなっているかはよく見えない。かなり深そうだということを確認したところで、サリーは一いつ旦たん浮上して、メイプルを呼ぶ。

「サリー！　大丈夫だった？　ごめんね、追いつけなくて」

「大丈夫大丈夫、こっちから離れていってたし仕方ないよ」

　サリーはシロップに摑まった状態で、メイプルに確認した内容を伝える。

「なるほどー、じゃあ私はこの真上にいたら大丈夫？」

「うん、お願いしたいな」

「まかせて！　ダメージを受けてもいいようにポーション構えておくし……安心して探索に集中して！」

　メイプルが自信満々にそう言うと、サリーもそれならこっちもすぐに成果を上げるからと不敵に笑って、海中へと戻っていった。




　サリーは裂け目の部分まで一気に潜ると、片手にライトを持って裂け目を照らしながら奥へ入り込んでいく。入口が狭くなっているだけで、奥はトンネルのように広がっており、珊瑚の隙間から入る光が熱帯魚の鱗うろこをキラキラと光らせている。

　サリーは危険なものがないか確認しつつ慎重に進んでいく。

　モンスターなどは出現することなく、行き止まりの部分に海かい藻そうと珊瑚に包まれるようにして石板があることに気づく。

「……」

　サリーはその表面を照らすと、海藻をかき分け、珊瑚を切り捨てて表面に書かれているものを確認する。

　それを画像として保存すると、サリーは浮上していく。

「ぷはっ！　メイプル、収穫あったよ」

「おおー！　どんな感じだった？」

　サリーがシロップによじ登ると、メイプルも早く聞きたいとばかりに近寄ってくる。

　そんなメイプルにサリーは保存した画像を見せる。それは七層全体をざっくりと描いた図だった。そして、そのあちこちにマークが付いている。

「こんな感じ。クロムさんが言ってたドロップする地図ともまた違うみたいだし……別のイベントの探索に使うのは間違いないと思う」

「うんうん！　うー、でもマークが多いね。鍵は三つって書いてあったし……別のクエストかな？」

「ただ、ほらさっきの泉。そこにもちゃんとマークがある。だからきっとこのマークのどこかが当たりで、他はヒントになってるんじゃないかな」

　ざっくりとした図というだけあって、エリアごとにマークが付いているという状態である。現状だと砂漠からジャングルまで総当たりで探すしかない。

「一回帰る？　誰か何か情報を持ってるかも！」

「確かに。いろんな所にイベントのきっかけがあるっぽいし、ギルドの誰かがちょっと触ってるかもしれないね」

　二人は総当たりで七層を駆け回るくらいならばと、ギルドホームに帰ってみる。

　ギルドホームの扉を開けると、カナデとマイとユイがテーブルで向かい合ってボードゲームをしているところだった。

「ん？　ああ、お帰り二人とも。どう、遊んでいく？」

　そう言いながらカナデが片手間で打った次の一手で、マイとユイがぐったりとして白旗を上げる。

「うーん、今日は何か知ってることがないかちょっと聞きたいことがあって来てみただけなんだ」

　メイプルは三人に事情を話す。すると、カナデが思い当たることがあるという風に数回小さく頷うなずく。

「それなら、町の図書館にそれらしい話があったかな。昔栄えた町がいくつかあって、そこでは今よりももっと上手うまくモンスターと心を通わせていたとか……町の場所はこの図だとこの辺り」

　そうしてカナデはいくつかのマークを示す。そのうちの一つは泉があった場所だった。

「おおー！　有力情報だよサリー！」

「本当、よく知ってたね。図書館ってあそこかなり本あるでしょ？」

「うん、まあ全部読んだからね」

「「ぜ、全部ですか!?」」

　マイとユイの声が綺き麗れいに揃そろったところで、カナデは次のボードゲームの用意を始める。

「結構面白いし、イベントのヒントになることが書いてある本もあったりするから、自分でも読んでみるといいよ。ふふ、時間はかかるだろうけど」

　なら何故なぜカナデは全部読めているのか、それは個人の能力の問題だった。

　処理能力の差を感じて、マイとユイがへなへなと椅子に体を預ける。

「お姉ちゃん、やっぱり勝てる気がしなくなってきたんだけど……」

「う、うん……もともとダメそうだったけどね」

「じゃあいい報告期待してるよ？　で、戻ってきたら遊ばない？」

「いいよ！　ばっちり攻略して戻ってきたら今度こそリベンジだね！」

「メイプルも一回も勝ててないでしょ？」

「でも楽しいよー。カナデ、ゲームみたいにレベル調整してくれるし！」

「えぇ、そんなコンピューターみたいな」

　サリーも驚いたようで、カナデの方に本当かと目を向ける。それに対していつも通り少し笑みを浮かべて頷くのだから、サリーも納得する。カナデならできてもおかしくはないと思っているのだ。

「二人が今対戦してるのはレベル１の僕だね」

「レベル１から強すぎですっ！」

「レベル10まであるんですよね……？」

「あはは、じゃあ行ってくるね！　二人も頑張って勝ってね！」

「「頑張ってみますっ」」

　また遊びだした三人に見送られて、今度は確かな情報を持ってフィールドへと向かうのだった。








八章　防御特化と宝石探し。









「さて着いたわけだけど……」

「ここ上るんだよね？」

　カナデに示された場所の一つ、泉と同じく鍵かぎとなる宝石がある可能性が高いエリアにメイプルとサリーはやってきていた。

　二人の目の前にあるのは雲を貫くほどの高さの巨木である。その巨大な幹には蔓つるが巻き付いていたり、木の皮が少し剝はがれて足場になっていたりしていて、なんとか上ることができるようにルートが作られていた。

　ただ、上を見ると海のモンスターとは比べものにならないくらい凶暴な怪鳥達が飛んでいるのが眼めに映る。

「……普通に上るのは？」

「うっ、ちょっと難しいかも」

「オーケー、なら強行突破しようか」

「えへへ、その言葉を待ってましたっ！」

　メイプルは装備を変更すると周囲に二枚の盾を浮かべ、巨大化したシロップの背中に【天王の玉座】を設置する。メイプルは玉座に座ると【身捧ささぐ慈愛】を発動し、兵器を展開する。

　さらに装備を白の方に変えダメージ無効スキルを発動する準備も万端である。

「サリーも乗って乗って！　落ちないようにね？」

「私はもしもの時は空中に足場も作れるし大丈夫」

　こうして力を合わせ浮遊要よう塞さいと化したシロップによって、二人は用意されていた足場などお構いなしに高度を上げていく。それに反応してギャアギャアと声を上げて怪鳥が三体近づいてくる。

「【攻撃開始】！　【ピアースガード】」

「朧おぼろ、【拘束結界】！」

　メイプルの攻撃に合わせて、サリーが朧に指示を出し、怪鳥の動きを停止させる。動きが止まってしまえば、そこまで狙ねらうのが上手くないメイプルでも外しようがない。

「ありがとう！　鳥は飛び回るから当てにくいんだよねっ！」

「どういたしましてっ、と【サイクロンカッター】！」

「シロップ【精霊砲】！」

　メイプルもシロップに指示を出して自分のものとシロップのもの、二本のビームで怪鳥を焼き払う。

　怪鳥も負けじと攻撃するが、念には念を入れて【ピアースガード】まで使って貫通攻撃を受け付けなくなったメイプルにダメージが入るはずがなかった。

　不落の浮遊要塞に、ただ凶暴なだけの鳥が敵う道理はなかったのである。

「よーし撃破！」

「これなら大丈夫かな。ガンガン進んで一番上まで行こう」

　そんなことを話しているうちにも怪鳥達は大きく口を開けてどんどん群がってくるが、どちらが餌になるかはもう明白であった。




　そうして、メイプル達はレベルを一つ上げて、頂上にたどり着くことに成功した。

　幹に見合った巨大な木の葉は二人が乗っても問題ない強度であり、木の中心には大きな鳥の巣が一つある。

　ボスの気配を感じつつも、二人は小細工なしで、そのまま正面から近づいていく。

「来るよ！」

「おっけー！」

　サリーはシロップから降りて木の葉の上で短剣を構え、メイプルは巣の方向に砲口を向ける。

　すると、二人の身の丈ほどもある羽根がふわりと落ちてきて、それに続くように怪鳥が現れる。その体格、雰囲気に二人は覚えがあった。

「第二回イベントの時と同系統！　攻撃方法も似てるかも！」

　サリーとともに訪れた雪山で出会い、メイプルをあと一歩のところまで追い詰めた、あの鳥型のモンスターによく似ている。違うのは、あちらが氷をまとっていたのに対し、こちらは蔦つたと茨いばらをまとっており、生息エリアに似た属性なのだろうという点だ。

「なるほど！　じゃあ強くなったところを見せてあげないとっ！」

「それに、ほら頭の所！」

　サリーが指差した怪鳥の首には緑の宝石がついた首輪のようなものが見える。それは二人が目的としている宝石に違いなかった。

「勝つぞー！」

「もちろん！」

　二人が意気込み、怪鳥が金切り声を上げたところで戦闘がスタートした。




　メイプルの【身捧ぐ慈愛】がある限り、まずダメージを受けることがないため、サリーも強気に出ることができる。背後から響くいつも通りの銃声を聞きつつ、スキルを発動する。

「【水の道】！　朧【拘束結界】！」

　メダルスキルのレベルを上げることで手に入ったこのスキルを使用すると、サリーの足元から重力に逆らい斜め上に向かって太い水の柱が伸びていく。サリーはざぱっとその中に入るとぐんと加速して泳ぎ、一気に飛び出して回転しつつ怪鳥の肩口から腹部にかけてを切り裂く。

【水の道】は移動を高速化させるだけでなく、移動ルートを水で防御してくれる優秀なスキルだ。接敵するまでに被弾する危険性を大幅に下げてくれるため、サリーの能力とも相性がいい。もちろん、地面以外に移動することができる場所を増やすというのも強力である。

「【鼓舞】！　シロップ【大自然】【茨の枷かせ】！」

　メイプルは防御よりの装備のため、サリーの攻撃のサポートに回る。

　木の葉の間から幹に巻きついていたような蔓が伸び、怪鳥に絡みつく。さらに続いて伸びた茨がダメージを与えつつ、麻ま痺ひを与える。

　朧のスタンから、シロップの麻痺へ繫つながり、動かせないまま一方的に攻撃することができる。

「【クインタプルスラッシュ】！」

　サリーは【ドーピングシード】をかじり【ＳＴＲ】を限界まで上げると、メイプルが蔓で作ってくれた足場を駆け上がり、凄すさまじい勢いでの連撃を顔に叩たたき込こむ。メイプルの銃撃もきっちりと決まりダメージは加速していく。

　ここでようやく麻痺が解けて、怪鳥が茨と蔓を引きちぎろうとするが、メイプルもそうはさせない。

「シロップ【精霊砲】！　【眠りの花弁】！」

　今度は甘い香りが漂い、ピンクの花弁が散る。それに合わせて怪鳥からゆっくりと力が抜け、眠ってしまう。

　サリーは一いつ旦たん攻撃をやめて、イズ特製の爆弾を取り出す。

「っと、シロップ強くなったね。すごい拘束力」

「動けなかったら私が遅くても追いつけるからすごい助かるんだー！　よっと！」

　メイプルは玉座から立ち上がると、装備を黒の方に変更しながら近づいていく。

　玉座の悪属性封印はメイプルにとって大きな枷にもなっている。そこから立ち上がったということは一気に攻撃に転じるつもりなのだ。

「【全武装展開】【水底への誘い】【捕食者】！」

「うわっ」

　背中からは天使の翼を生やし、全身を強力な兵器で囲み、両脇に化物を従え、左手は黒い靄もやを放つ五本の触手になっている。

　そんなものが近づいてきたら誰だれだって咄とつ嗟さに逃げるだろう。逃げはしないものの、サリーも改めてその様子を見ておよそ味方のそれではないなという感想を抱く。

　メイプルはぎりぎりまで接近すると触手で顔を包み込むのに合わせて、両脇の化け物に攻撃させ、さらに追撃する。

「【毒竜ヒドラ】【滲にじみ出でる混こん沌とん】【攻撃開始】！」

　それぞれの攻撃が激しくダメージエフェクトを散らし、サリーの設置した爆弾も起爆していく。

「やっば……」

　これでもかとばかりに叩き込まれる攻撃と、それによる派手なエフェクトを目にして、素直な感想が出てくるばかりのサリーの前で、もう一度バクンと触手に怪鳥の頭が包み込まれて、茨と蔓に包まれた怪鳥の体は爆散した。

　メイプルは自分の成長を実感してガッツポーズを取る。

「よーしっ！　まだまだ全部当てれば勝てるっ！」

「ははっ、頼もしいね。ほら、宝石見失う前に拾っとこう」

　サリーにそう言われて、メイプルはバシャバシャと毒を跳ねさせながら、撃破跡に落ちている首輪のもとに急ぐ。メイプル達にとってはフラフープ並みの大きさなため、すぐにそれは見つかった。

　首輪を手に取るとそれは砕けて、手の中には緑色の宝石だけが残った。






『緑の鍵』




とある扉を開けるための三つの鍵のうち一つ。








「二つ目の鍵だよサリー！」

「うん、いいね。どうする？　カナデからはもう一箇所教えてもらったけど、次も行く？」

「【悪食】はもう使えないけど……サリーは大丈夫？」

「もちろん。本当は私がダメージを与える役なんだよ？　戦闘になってもやれるやれる」

「朧にも期待してるよ！」

　メイプルはそう言って、サリーの肩に乗っている朧の頭を撫なでてやる。

「シロップも強くなってたみたいだけど、朧も結構レベル上がってスキルも増えたからね。次は見せてあげる」

「うん、楽しみ！」

　こうして、二人は宝石を持つ怪鳥をさっくりと倒すと次の目的地に向かうのだった。




　次に訪れたのは何らかの力でふわふわと岩石が浮かんでおり、強風が吹いているエリアである。

　二人はサリーの馬で近くまで向かい、目的地近くで徒歩に切り替える。

　大地をそのまま引っぺがしたようにして浮かぶ巨石群は死角も多く、またプレイヤーも影響を受けているのか、重力が弱くなったようなふわふわとした動作になる。戦闘中に馬に乗っているわけにもいかないため、早めに下りてこのふわふわとした感覚に慣れようというわけだ。

「やっぱりちょっと回避しにくくなるか……メイプル、慣らしてから進んでいい？」

「いいよー！　ここすごいね、なんだか変な感じ」

　メイプルはぴょんぴょんと跳んでは、空中で羽根を落としたようにゆらゆらふわふわ落ちてくる。

「ここは前のイベントみたいに【星の力】みたいなのもないし、浮かんでる時間は減らさないとね」

　サリーはしばらく動作確認をしたのち、これなら問題ないと歩き始める。

「風強いね。地面歩いてないと飛んでいっちゃいそう」

「言ってたら飛んできたよ！」

「え？　うぇっ!?」

　二人の進行方向から強風に乗って猛スピードで飛んできたのは巨大な岩石である。

　サリーは動作確認が生きたのかすっと避けることができたが、メイプルにそんな器用なことができるはずもない。

　大きな音を立てて、岩石と正面衝突しそのまま吹き飛んでいく。メイプルは数回バウンドした後べちゃっと別の岩石にぶつかって地面にぽとりと落ちた。

「メイプル！　は、派手に飛んだね……」

「び、びっくりしたあ……急にあんなの飛んでくると思わなかったよ」

　何ごともなかったように体を起こすメイプルを見て、サリーもいつも通りだと安心して手を差し伸べる。

「風に乗って飛んでくるみたいだから風の吹いてくる方に注意してるといいんじゃないかな」

「うん、分かった！　でも防御貫通とか地形ダメージじゃなくて安心したよー。これなら【身捧ぐ慈愛】を使ってても大丈夫！」

「ありがとう。躱かわせるだけ躱すけど、保険があると助かる。動きにくいエリアだしね」

「今は右から風が吹いてるからこっち！」

「また来るよ、今度は礫つぶて！」

　サリーは二本のダガーを構えて集中力を高める。正面から真まっ直すぐに飛んでくる石の礫なら今までにも何度か避けてきた。一つは短剣で弾き、一つは体を逸そらし、一つは飛とび退のいて回避する。

　その度にサリーが纏まとう青いオーラは大きくなっていき、【ＳＴＲ】が上昇していく。

「ふぅ……」

「流石さすがサリー！」

「まあボスまでに能力は上げきっておきたいからさ。ちょっと集中して避けてみた」

　もうこのエリアの体の動きの変化にも慣れたようで、サリーはそれからも飛んでくる岩や石をすいすいと避けていく。ガンガン音を立てながら岩が直撃しているメイプルとは対照的だった。

「っと、モンスターだよ」

　二人の目の前に現れたのは、白く輝く風が集まってできた狼おおかみと鷹たかだった。

　目の部分だけが赤く光っており、普通の生き物でないことは確実である。

「朧おぼろ【影分身】【幻影】！」

　サリーの指示によって、サリーの姿が五つに分身したかと思うと、それがさらに倍に増える。

　それらはそれぞれに狼と鷹に迫っていくが、二体はその体を震わせて風の刃を生み出すと、分身を切り裂いていく。

「一瞬隙ができれば十分！　【ピンポイントアタック】！」

　サリーが狼の横に回り、すっと首元にダガーを差し込む。すると、糸が解けるように風でできた体は霧散する。

「弱い……？　【跳躍】！」

　サリーは高く跳ぶと、そのまま分身に気を取られている鷹にダガーを振り下ろす。

　すると、鷹もまた一瞬にして霧散していく。

「ってことは、数で来る！」

　一体一体が弱いなら、脅威になるだけの数を用意するのは当然のことである。

　サリーがそれに気づくと同時、あちこちで風が渦巻いて、狼の群れが地面を埋め尽くし、鷹が空から二人を狙ねらい出した。

「メイプル！　一対多は任せる！」

「おっけー！　【全武装展開】！　【攻撃開始】！」

　あちこちから襲いかかる風の刃と石の礫を銃撃で撃ち落としながら、メイプルはぐるぐる回って三六〇度漏れなく攻撃する。

　とはいえかなりの数なため、風の刃も多少は抜けてくる。

「いたっ!?　あっ、貫通！　えっと【ピアースガード】！」

「こっちも数は減らすから！　朧【渡火】！」

　朧が放った炎は近くの狼に当たるとパチパチと音を立てて爆はぜ、近くのモンスターに燃え移っていく。そこまで威力は高くないが、風でできた狼を散らす程度なら容易である。

「ありがとー！　じゃあこっちも……」

　メイプルは緑の洋服に装備を変更すると、【ポルターガイスト】を発動させ、レーザーをビームサーベルのように滅茶苦茶に振り回す。サリーが倒しにくい空中の敵もこれなら簡単に倒すことができる。

　数が多いとはいえ、貫通でなくなればどうとでもなるメイプルがいる以上、そこまでの脅威にはならなかった。

「ふぃー……ちょっとびっくりしたけど、そんなに強くなかったね」

「うん、ちょうど回避の回数も稼げてよかったかな」

「あ、そうだ！　朧また分身増やせるようになったんだね！　十人ってすごいよね」

「まあ【幻影】で増やした五人は【蜃しん気き楼ろう】に近くて、ダメージとか与えられない完全な囮おとりなんだけどね」

「【影分身】はダメージ与えられるもんね」

「じゃあさくさく行こう、また囲まれても面倒だし」

「さんせーい！」

　二人は少し足早により奥地へと進んでいくのだった。




　浮いた岩を飛び移って、再びの狼の襲撃を切り抜けて。

　時折大岩に吹き飛ばされるメイプルを回収したりしつつ、二人は最奥へとたどり着いた。

　いくつもの岩が浮かんだ平地には、渦を巻くように風が吹いていて、その中心に全身が風でできた巨人が待ち受けていた。

「流石に一撃とはいかないだろうし、気合い入れていくよ」

「うん！　任せて！」

　メイプルが銃口を向けるとともに、巨人も戦闘態勢を取る。すると巨人を中心に渦を巻いていた風がより強まり、浮かんでいた岩が動き始める。

「ちょっ!?　私はそれ避けられないのぉおっ！」

　金属の塊が硬いものにぶつかった音とともに、メイプルが跳ね飛ばされる。当然、襲い来る岩は一つではなく、メイプルは次の岩、また次の岩とピンボールのように跳ね回る。

「わ、わわわわっ！」

「メイプル！　それは……ちょっと助けられないかな……っと、私も集中しないと！」

　サリーは姿勢を低くしたり立ち止まったり加速したり、器用に岩を躱して接近する。

　メイプルが滅茶苦茶にフィールド内を吹き飛んでいるため、【身捧ささぐ慈愛】の効果範囲も当てにできない。

「まあ私がダメージ与えるって言ったしね……朧、【妖炎】！　【火童子】！」

　サリーが朧に命じるとサリーの体から青い炎が舞い散り、ダメージを強化する。さらに、ダガーからは炎の刃が伸びてリーチを強化する。

　ぐんと体を回転させて、巨人の放った風を切り裂くと、そのままの勢いで伸ばされた腕を深く切り裂く。

　赤いダメージエフェクトと、朧が纏わせた青い炎が同時に弾ける。

「朧のＭＰもまだ大丈夫……っ!?」

　巨人の背後からレーザーが放たれるのを見てサリーは思わず飛びのく。

　ただ、それはサリーではなく巨人にダメージを与えたようでダメージエフェクトが上がる。

「メイプル？　うわ、滅茶苦茶してるなあ……」

　メイプルは岩によって跳ね飛ばされているが、ダメージは受けていない。そしてそれを利用してデタラメに高速移動し、【ポルターガイスト】でレーザーを中心に向けて適当にぶん回しているのである。時折兵器を爆発させ無理やり岩に当たりに行ったりしているためボスの風の塊も上手うまく当たらない。

「フィールドギミックかな……？　ん、私は私のやれることをしよう」

　メイプルがダメージを稼いで狙われている今ならば隙の大きいスキルも使うことができる。

　サリーは巨人の片足に密着するとスキルを発動させて一気にダメージを与える。

「【クインタプルスラッシュ】【パワーアタック】！」

【妖炎】による追加ダメージと【追刃】による追撃、そしてその全すべてに影響する【剣ノ舞】とアイテムによるバフは手数を武器とする短剣とは思えないダメージを叩たたき出す。

　ダメージエフェクトが収まると同時に巨人の片足が消えて、地面に倒れこむ。

「チャンス！」

　サリーは飛んでくる石の礫を避けつつ頭に近づくと、さらに滅多斬りにする。

　しかしそれを邪魔しようと大岩が猛スピードで迫ってくる。

「朧！　【神隠し】！」

　サリーがそう指示すると、サリーの姿が消える。それは【瞬影】のように透明になるのではなく、ほんの一秒完全に存在しなくなるスキルだった。存在しないものには当たらない。大岩の激突直前でスキルを使えば岩は何ごともなかったかのようにサリーのいた場所を通過する。

「よし、成功！　朧【拘束結界】！」

　今回も上手くいったとサリーはさらに攻撃を加速させる。依然として戦闘フィールドを横切るように乱暴に振るわれるメイプルのレーザーのダメージが蓄積していたこともあり、ボスはサリーの連撃を耐えきることができなかった。最後に強い風が吹き荒れて、浮いていた岩もその動きを止める。それに合わせてメイプルも地面に放り出されてサリーのもとに転がってきた。

　メイプルは当然無傷なため、少しふらふらしつつもちゃんとサリーの方に歩いてくる。

「お疲れさま！　朧の炎も色々できるようになったんだね。おー……ミィみたい」

「朧は炎と幻系担当で、私は水と氷かな。どう？　【妖炎】で強化した剣。かっこいいでしょ」

「うん！　忍者って感じ？　岩もすり抜けてたし！」

「朧のお陰でまたどうしようもなくなった時に一回避けられるようになったかな。で、肝心のこれ！」

　サリーが地面から赤い宝石を拾い上げる。それは巨人の目の部分だった。

「あとはカナデが教えてくれた遺跡に行くだけだね」

「これで足りてるといいな。ボス討伐も結構大変だし……」

　今のところ他に集めるものもないと、二人は遺跡に向かうことにした。現地に行かないことには足りないものがあっても分からない。

「じゃあ早速行こう行こう！　何があるか楽しみなんだよね！」

「はいはい、じゃあまた馬に乗って」

「はーい！」

　いよいよ集めるものも集めきった二人は、遺跡に向かって馬を走らせるのだった。




　目的の遺跡は石畳や家の残ざん骸がいはあるものの、ほとんどが自然に飲み込まれてしまっていて、遺跡や廃はい墟きよというよりはほぼ森に近い状態だった。

「とりあえず手当たり次第探してみよう」

「分かった！　早く見つかるといいなあ」

　二人は手分けして人工物が残っているエリアを歩き回る。すると探し物は案外早く見つかった。

「サリー！　こっち来てー！」

　メイプルが示すのは石の破片が散らばっている中で、唯一残った台座のようなものである。

　そこには三つの窪くぼみがあり、今の二人にとってそれが何を意味するかは簡単に察せられることだった。

「はめ込むよ？」

「うん、いいと思う」

　メイプルが三つの窪みにそれぞれ宝石をはめ込むと、台座を宝石の光が覆っていく。それと同時に、勝手にシロップと朧が指輪から飛び出した。

「シロップ？」

「朧？」

　不思議そうにする二人の足元に赤と緑と白の光が広がり、何度も体験してきた転移の感覚がやってくる。強い光が収まって、二人が目を開けると、そこには動物が溢あふれる町が広がっていた。ただ、町といってもそこに人がいる気配はなく、あらゆる動物やモンスターが共に過ごしている場所といった様子である。

　二人がそんな光景を眺めていると、朧おぼろとシロップが勝手に歩き出してしまう。

「ど、どうしたんだろ？」

「とりあえずついていってみよう」

　ここに来たはいいものの、クエストも発生しないため何をすれば良いかは分からない。ならば、いつもと違う動きをしているシロップと朧についていくのがベストと言える。

　そうして歩いていくと、町と呼べるような場所から少しずつ離れていき、シロップと朧は輝く水が溜たまった石造りの水場の前で立ち止まる。

「なんというか、大事な場所っぽい？」

「多分？　普通の水じゃないみたいだし……」

　シロップと朧は二人の方を振り返る。どうやらこの水の中に入りたいようだった。

　二人としても、拒むつもりはなく二匹の要求を受け入れて、持ち上げて優しく水につける。

「なんともない？　大丈夫そう？」

「離すよ、浅いみたいだし」

　二人はぱっと手を離して、二匹を光る水の中で遊ばせようとする。すると、光は二匹を包んでいき、表面を覆って体が見えなくなってしまう。

「わーっ!?　やっぱりダメだった!?」

　メイプルが慌ててシロップを持ち上げるのに合わせて、サリーも朧を光る水から離す。中々光が消えずにオロオロしていると、一際強い光がパッと放たれるとともにシロップと朧は元に戻る。

「よかったー……ん？　シロップ？」

「朧？」

　シロップは甲羅の柄が少し変わり、真下の地面から草花が生え始めている。朧は装飾品が少し豪華になり、そして何よりゆらゆらと揺れる尻尾しつぽが一本増えていた。

「「えっ？」」

　相変わらず二人に懐いている様子で体を擦り寄せてくる二匹をそれぞれ抱き上げながら、二人は顔を見合わせるのだった。




　少しして、頭が回り始めた二人はシロップと朧の変化をしげしげと眺める。

「シロップちょっとおしゃれになったね！　あと……大きくなった？」

「そっかー、尻尾増えるかあ……どこまで増えるかな？」

　もっと可愛かわいくなったと、抱きしめる二人にシステムからメッセージが届く。

　二人はそのメッセージに目を通し、同じポイントで顔を見合わせた。

「進化……なるほど。新しいスキルが獲得できるようになったみたいだよ」

「おおー！　進化、進化かあ……ずいぶん戦ったりしてたもんね」

「第二回イベントの途中からだから相当一緒に戦ったね」

「立派に育ったなあ……えへへ、私嬉うれしいよー」

「ま、でもまだまだ先がありそうだけどね」

「そうなの？」

「うん、進化のメッセージには十分に経験を積んだモンスターを進化させる、って書いてあったんだけど、一回きりとは書いてなかったんだよね」

　それに、とサリーは続ける。狐のモンスターの尻尾はどれくらいまで増えるか予想がつくとのことだった。

「流石に九本まで一本ずつってことはないだろうけど……朧、そこまで育っちゃう？」

「夢が広がるね！　そうだ、皆にも教えようよ！　手伝ったらすぐに宝石もまた手に入るし！」

「いいね、そうしよっか。じゃあ善は急げってことで」

　二人は相棒の二匹をそれぞれ自慢げに抱きかかえたままギルドホームへと戻っていった。




　二人はそのまま早く皆に見せたいと急いで帰り、ギルドホームの扉を勢いよく開ける。中ではまだカナデがボードゲームをしていたようで、マイとユイの二人をカスミ、クロム、イズの三人が囲んでいた。

「おっと、どうしたいつにもまして元気いいな？」

「んー、お帰り。ふふっ、どうやらいい報告が期待できそうだね」

　二人は抱きかかえたシロップと朧を突き出すようにして披露する。

　ギルドメンバーも自分の相棒よりも見慣れている二匹の変化にすぐに気づいた。

「えっ、それどうしたんですかっ！」

「ふふふ、進化だよ！　もっと強く可愛くなったんだよ！」

　メイプルは攻略したイベントについて六人に細かく話す。

「なるほど……進化とはな。だが……」

「ああ、俺はその岩の浮かぶ所には行ったが巨人とかいうのは出てこなかったな」

　皆も進化させられると思っていたメイプルだったがそうはいかないらしい。イズも巨大樹の上でそういった戦闘があったとは聞いたことがないらしかった。

「あの……レベルとかなつき具合とかが影響するんじゃないですか？　メイプルさんとサリーさんはずっと前からシロップと朧と一緒ですから……」

「それはあるかもね。僕の読んだ本でももっと上手うまく力を引き出すって方向だったし。基本の能力が出来上がってからってのは考えられる」

　仲間にしてすぐのモンスターでは進化することができないのはある種当然とも言える。

「じゃあ、本当にずっと一緒にいたからかあ……えへへ」

　メイプルはまたシロップの頭を撫なでてやる。これからもずっと一緒にフィールドを飛び回って戦う相棒なのだ。進化ともなれば喜びもひとしおである。

「メイプルちゃんとサリーちゃんのモンスターもまた強くなったみたいだし。次のイベントが楽しみね」

「ああそうだな。俺達の戦い方も変わるだろうし、試す機会としてはちょうどいい」

「あ、そうだイベント！　じゃあまた頑張ってシロップのレベル上げしなくちゃ！」

　進化させたっきりでは、せっかく強くなった部分が生かせない。ここからはレベルアップのための地道な特訓の時間である。

「今日は結構色々回ったけど、どうするメイプル？」

「も、もうちょっとだけやろうかな。一レベル上げたら何か覚えてくれるかもしれないし！」

　それならまたフィールドへ出ないとと、興味があることから興味があることへ、楽しいことから楽しいことへとメイプルは走り回るのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　その頃ころ、七層実装に合わせて、大量のモンスターやイベントを用意した運営陣はぐったりとしていた。エリアごとに違うモンスター、さらにそれらに進化先まで作るとなると相当な労力である。

「レアモンスターはどれくらい仲間になった？」

「二割以下ですねー。何しろエリア自体が広いですし、レアモンスターじゃなくても強いモンスターは多いですから」

　用意されたレアモンスターはむしろピーキーな性能をしているため、プレイヤーによっては出会ってもスルーすることもあった。

「まあ、きっちりバフをかけてくれるモンスターが人気か。逆に魔法使いがタンク役をテイムしてるケースも多いな」

「主要ギルドは？」

「示し合わせたみたいにレアまみれです」

「すぅー……まあ、見つけるのが難しいってだけで……いや、相性いいから選んでんだよなあ」

　当然、【集う聖剣】や【炎帝ノ国】。もちろん【楓かえでの木】のモンスターも確認する。

「いや強っ、ちゃんと実力の伴ったレアモンスター捕まえてんな」

「メイプルとサリーはきっちり進化まで行ってますね。まだ情報もほとんどないと思うんですけど……」

　先行してモンスターを仲間にしていた利点をきっちりと生かしているといえる。それでも想定よりはかなり早かったのだが。

「レアイベに反応する磁石かなにかで体ができてるのか？」

「そうなのかもしれませんね……本気でそんな気がしてきました」

　七層のあれこれが落ち着いたら次はイベントである。

「次のイベントはどうなるかな」

「プレイヤーも化物じみてるんですから、こちらも化物をぶつけることになりそうですね」

　エネミーの最終チェックをしながらそんなことをこぼす。最高難度にはそれ相応のモンスターを用意しておかなければならない。

「あ、あとついでにメイプルは触手生やしてますよ」

「……ついでで処理することじゃないんだよなあ」

　メイプルが取ったことも誤算だが、それが『闇やみ夜よノ写』のスキルスロットにセットされたことも誤算である。そのせいで、普通に使った時のそれとはまた違った強力な使い方が生まれてしまったのである。

「メイプルが受けると苦しいスキルのはずだったんですけどね……バーストダメージ用スキルにされちゃってますね……」

「そもそもあの触手の出現自体レアなのに何でよりによってメイプルを捕まえちまうかなあ」

「ですねえ」

　あのダンジョンにはいつでも入れるわけではない、たまたま入ったものがメイプルだったという不幸な事故だったのだ。

「あっ！　そうだよ思い出した！　何も考えずに胃の中は作っちゃ駄目だ！　メイプルは進んで飛び込んでくるからな！」

「体内から爆はぜるのを見るのは悲しいですからね……」

「胃液を固定ダメージにするとか……スタンを入れるとか」

「まあ、そこまでしても、飛び込んで生きてるのも安全地帯として胃の中を利用するのもメイプルくらいですけどね」

「……そうだな」

「次のイベントのモンスターも少し見直しておきますか」

「そうしようか」

　そんな会話をしつつ、モンスター達の挙動がおかしくなっていないかを確認するのだった。








九章　防御特化と第八回イベント。









　イベント前、それぞれが仲間にしたモンスターのお披露目はイベント時にしようと全員で約束して、それぞれがレベル上げをしている中、メイプルもまたシロップのレベル上げをしていた。

「んー！　【悪食】がなくなったら不便かと思ったけど、結構使いやすいかも」

　メイプルはそう言って触手になった左腕を振り回す。これが当たってしまえば麻ま痺ひの状態異常が発生するのだから、ぶんぶん振り回しているだけでも役に立つというものだ。シロップの攻撃力は低いため、メイプルが動けなくしたモンスターに【毒竜ヒドラ】をぶち当てて体力を減らし、目の前に積み上げるという、親鳥の餌やり作戦でレベルを上げていく。

「シロップ！　【精霊砲】！」

　メイプルが用意したモンスター達のＨＰがゼロになり、シロップに経験値がぐんぐん入っていく。

「追いかけて倒すのは大変だし……またあの触手に捕まってもいいかも！　あの洞どう窟くつなら勝手に近づいてきてくれるもんね」

　蛸たこのねぐらに入り浸ることにするかどうかというところで、シロップのレベルが上がってまた新しいスキルを覚える。

「すごーい！　進化したし、スキルもざくざくだね！　えーっと……」

　メイプルはスキルを確認する。

　そこには自然を操って力にするシロップらしいスキルが増えていた。

「【赤の花園】？　早速よさそうな感じだ！」






【赤の花園】




範囲内にいるあらゆる存在は、ダメージを受けた時、受けたダメージの５％の追加ダメージを受ける。








「うん！　使いやすいっ！　流石さすがシロップ！」

　メイプルはシロップの頭を撫でて褒めちぎる。普通であれば敵味方ともにダメージが増加してしまう諸刃の剣だが、メイプルの場合はダメージを受けた時のデメリットはデメリットになりえない。

【身捧ささぐ慈愛】で仲間も守ってしまえば、このスキルは純粋に仲間全員が与えるダメージが５％アップするバフスキルということになる。位置取り的にメイプルを中心にして戦うことが多い【楓の木】にとって、範囲でのバフは恩恵を得やすいものである。

　被ダメージが二倍になるという大きなデメリットがある【カバームーブ】の滅茶苦茶な使い方ができるのも、メイプルがずば抜けた防御力でそもそもダメージを受けないためだ。

「シロップ【赤の花園】！」

　メイプルがそう指示を出すと、地面から薔薇ばらが大量に生えてくる。地面を這はうように伸びた茨いばらは、スキルの効果が追加ダメージというのも納得の量である。

　さらに、シロップが移動するのに合わせて、花園も動いていく。メイプルの【身捧ぐ慈愛】のようにシロップを中心としているのだ。

「進化してからシロップ普段も花咲かせられるようになったもんね！　ほかの花園も作れるようになるかな？」

　使い方によっては味方の支援も出来るだろう。今回のデメリットなら【身捧ぐ慈愛】で完全に無視しつつ戦うことができる。

　シロップはアタッカーというよりは搦からめ手てで状態異常を与えつつ防御系スキルを発動するのが得意な、まさにメイプルと似た者同士なモンスターに育ってきていた。似ていないところは凶悪な姿にならないことである。

「よーしこのまま次の目標に向けて前進前進！」

　メイプルはまた同じようにモンスターを見つけると触手と【パラライズシャウト】で動きを封じてシロップの前へ、を繰り返す。

　そんなことをしていたらいくら森の中とはいえ目立つのも当たり前である。

「何かざわざわしていると思ってきてみましたが。メイプルでしたか」

「うわ……本当に触手生えてる……なんで？」

「ミィから聞いてなかったら斬り掛かってたかもしれねぇ。堕天使でもそうはならないよなぁ」

　ガサガサと茂みをかき分けて姿を見せたのはミザリー、マルクス、シンの三人だった。

　見知った三人にメイプルは触手になった手をぶんぶんと振る。

「あ！　【炎帝ノ国】の……ミィは今日はいないんですか？」

「ミィは用があるとかっていってな。きょうは俺達のモンスターのレベル上げ」

「なるほど……」

　うんうんと頷うなずくメイプルの足元には薔薇園を展開するシロップがいる。特にメイプルに色々と強烈な印象を受けたマルクスはシロップの変化にすぐに気づいた。

「シロップ……ちょっと見た目変わった？」

「むむ、分かりますか？　でも、詳しいことは秘密です！　……で、いいのかな」

　サリーが言うようなことを真似まねして情報を下手へたに渡さないようにするが、触手や薔薇園を見せているので今更というのはある。

「まあいいや、ほら次のイベントのためにレベル上げてるんだろ？　予選では会いたくないし、どこかで共闘したときにでも戦闘力は見せてもらうか」

「ミィがその触手は危ないって言ってましたね」

「こんな見た目で危なくないとか……ありえない」

　ミザリーとシンの後ろに隠れつつ、うねうねと動く触手を観察する。

「ま、顔見せくらいはしとくか。ミィも良くしてもらってるしな」

「いいんじゃないですか」

「二人が見せるなら……じゃあ……解除」

　そうして、三人はそれぞれ相棒にしたモンスターを見せてくれることになり、マルクスの声に合わせて空間が歪ゆがみ、透明になっていたテイムモンスターが姿を現す。そして次の瞬間、マルクスの頭の上にはころころと色を変えるカメレオンが、シンの肩には鷹たかが、ミザリーの足元にはフサフサとした長毛の白猫がいた。

「えっ、えっ!?　すごい、どこから!?」

　指輪から呼び出したのとも違うその動作にメイプルが驚いて不思議そうな顔をすると、シンはいいリアクションをするなあとくつくつ笑う。

「今回は顔見せだけ、な。ははは、それだけ驚いてくれるとやったかいもあるなぁ」

「ふふふ、今度は【楓の木】の皆さんのモンスターも見せてくださいね」

「バイバイ……今度のイベントでは会わないといいなあ」

「次のイベントはお互い頑張りましょうねー！」

　三人にも予定があるようで、メイプルを少し驚かせると手を振って去っていく。

　メイプルは色んなモンスターがいるんだなあと一人感心しながらシロップの餌やりを続けるのだった。
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　しばらくして、ついにイベント本戦の詳細が公開された。

　期間は時間加速化で三日間。塔と同じように難易度ごとに分かれており、予選結果によって参加できる難易度と報酬が変わってくるとのことだった。

　本戦は強力なモンスターが蔓延はびこる地で探索をしつつ生存することが目的となる。ギルドホームで八人集まって情報を確認する。探索で得られるアイテムの中には銀のメダルもあり期待が高まる。また、最高難易度ならば一日生存で一枚、二日生存で三枚、最後まで生き残ることで五枚の銀メダルを獲得できる。

「最高難易度に八人で参加したいよねー」

「そうだね。僕もせっかくソウを仲間にできたし」

「私もその目標でいいと思うぞ」

　メイプルの提案に七人がそれぞれに賛成する。と言っても、参加できるかどうかは予選しだいである。今回は個人での戦いとなるため、全員がベストを尽くして、結果を待つことになる。

「皆のモンスターと一緒に戦うのもそこが最初になるかなあ？」

「うーん、限界までレベル上げに時間を使って、本戦前に一度試してみたいところだけど……でもまあそれでも大丈夫そうだね」

「同じ難易度に行けるように頑張ります……！」

「一人っていうのは心細いですけど」

　普段いつも二人一組で動いているマイとユイも、今回は一人でプレイヤーとモンスターを相手にしなければならない。不安そうな二人を他の六人が励ます。

「マイもユイも強くなってるし、大丈夫大丈夫！」

「そうよ。それにツキミとユキミもいるんだからね」

　頼りになるテイムモンスターもいる。それに全員で最高難易度に挑戦するという目標もできた。二人は何とか頑張ってみようとギュッと拳こぶしを握り締める。

「本戦はプレイヤー同士の直接対決はないみたいだから、のびのびやれるだろう。メイプルの【身捧ぐ慈愛】があれば対モンスターはやりやすい」

　モンスターは臨機応変に貫通攻撃に切り替えたりしないものが多い。メイプルだと分かった瞬間に貫通攻撃だけで攻めてくるプレイヤーとは違うのだ。

「むしろそっちはどこまで探索できるかが重要そうね。今回はマップも公開されてるけど……かなり広いわよ」

「そうですね。そういう意味だと私とお姉ちゃんは本戦でも結構大変かもしれません」

「ツキミとユキミのお陰で少しは楽だと思いますけど……」

　ツキミとユキミもシロップのように巨大化することができる。と言っても小柄な人が一人乗るくらいがせいぜいといった大きさではあるが、それでも移動能力の低い二人にとっては大きなことである。

「じゃあ皆でレベルを上げて、予選を待つって感じでいきますっ！」

　メイプルのその言葉に全員が頷いて、予選までの時間を過ごすこととなる。それぞれの相棒となったモンスターの初陣ともなるイベントに、皆楽しみな様子を隠せないでいたのだった。




　そうして、メイプル達がそれぞれ相棒となるモンスターのレベルを上げる日々を過ごしているうちに、いよいよ第八回イベントの予選の日がやってきた。

　今回のイベントではパーティーを組むことができない個人での戦いとなるため、相棒のモンスターの能力も重要になってくる。

　競うことになるのはフィールドにいるモンスターの撃破数と一デスまでの時間である。

　時間内にモンスターを倒しつつ、他のプレイヤーも撃破して妨害しつつ順位を上げなければならない。

　もちろん、どちらかに偏りすぎてもいけないのだが。

　上位に入っていれば、より報酬のいいフィールドで本戦を戦うことができる。

「よーし、皆で本戦行こうね！」

「もちろん。メイプルこそ、頑張ってね。今回はモンスターを倒すのも大事なんだから」

「今回はスキル全部使っちゃって大丈夫だし……頑張る！」

　予選から本戦まではまた少し間があるため、回数制限があるスキルも出し惜しみなく使っていい。

「それじゃあ、ファイトー！」

　メイプルの掛け声に全員が返すとともに、八人は光に包まれて、予選のフィールドに転送されていった。




　体を包んでいた光が消えていき、メイプルの前に予選フィールドの景け色しきが広がっていく。

　今回は第一回イベントと同じように廃はい墟きよに出た。メイプルは周りを確認するものの、すぐ目に付く場所に他のプレイヤーの姿は見えない。

「よし！　早速モンスターを探さないと！」

　この予選ではモンスターの撃破が重要になってくる。もちろん生存時間も大切だが、それだけでは上位に入ることはできない。

「シロップはもうちょっと待っててね。【捕食者】！」

　今回はほとんど一人で戦うことになるため、【身捧ささぐ慈愛】は必要ない。これはメイプルにとっても好都合だった。

「他のプレイヤーがいたら居場所ばれちゃうもんね」

【身捧ぐ慈愛】は地面が光ってしまうため、メイプルが近寄ってきていることを知らせてしまう。メイプルがいると分かっていて近づいてくるのは、同じ【楓かえでの木】のメンバーくらいである。誰だれだって死地に飛び込みたいとは思わないだろう。

　メイプルは両脇に化物を従えて、まずは廃墟を歩き回る。

「何かいないかなあー……わっ!?」

　メイプルが大きめの建物の角を曲がった所で、横から出てきたモンスターと鉢合わせる。

　メイプルが見上げた先には大きな胴体と頭があり、長い尾が伸びている。それは竜というより肉食恐竜を思わせる見た目だった。恐竜もメイプルに気づくと、大きな咆ほう哮こうを上げる。

「【パラライズシャウト】！」

　メイプルは先手必勝とばかりにスキルを発動させ、きっちりと相手を麻ま痺ひさせると、【捕食者】に嚙かみつかせる。

「強そうだし……【悪食】も使っちゃおう！」

　メイプルは麻痺で体勢を崩し地面に横たわった恐竜の頭部を大盾で押しつぶす。【捕食者】が嚙みつき続けて与えるダメージもあって、恐竜は簡単に光となって消えた。

「ふぃー……強そうだったからびっくりしたけど……麻痺するならどうってことないね！　よーし！　次！」

　幸先よくモンスターを倒したメイプルはそのままの勢いで次のモンスターを探す。どうやら様々な種類のモンスターがいるようで、大型から小型までメイプルは色々なモンスターに出会う。

　しかし、その内何種類かはメイプルを見つけるやいなや逃げていってしまう。

「うー、これじゃ中々倒せないよ……足が遅いせいかなあ……ん？」

　メイプルはここでステータスにいくつか見覚えのない表記がある事に気づく。そこにはモンスターが離れていくデバフや、攻撃力が上昇するバフなど、メイプルがかけた覚えもかけられた覚えもないものが並んでいる。

「えっ!?　いつの間に!?　……えっとえっと、あっ！　モンスターを倒した時!?」

　デバフやバフの詳細を確認すると、そこには一部のモンスターを倒した際にかかるとの記述があった。メイプルは違う種類のモンスターをどんどん倒していたため、その分多くの効果が並んでいる。

「モンスターが離れていくのは駄目！　これじゃ倒せなくなっちゃう……！」

【暴虐】はまだとっておきたいメイプルは、デバフがあっても逃げていかない凶暴なモンスターとの戦闘を繰り返す。一体一体はそれなりに強いものの、対メイプル用に作られているわけではないため、貫通攻撃もほとんど使ってこない。となれば、メイプルにとっては撃破数を稼がせてくれる美味おいしいモンスターでしかない。

　それでも、他のプレイヤーの動向が分からないため、十分倒せているかが気になって不安になるというものである。

　遺跡の周りのモンスターを【捕食者】によって滅茶苦茶に食い散らかすと、【毒竜ヒドラ】による毒沼を残して去っていく。遺跡を抜けて森の中へ、森を抜けて開けた草原へとメイプルは歩みを進める。

「うー、もっと倒したいけど……んん？　あれってもしかして」

　メイプルの目に留まったのはメイプルの背丈よりも高い茎を持つ大きな赤い花だった。それは、かつて別のイベントでジャングルを探索した時に見つけたものによく似ていた。

「ちょうど広場になってるし……よし！　ここなら！」

　メイプルは大きな花の根元に近づくと兵器を展開して、剣になった片腕で花の茎をスパッと両断する。そして落ちてきた赤い花を両手でしっかりと受け止めた。すると赤い花、もとい花型のモンスターは途切れた部分から再生した茎を根のように伸ばしてメイプルに絡みつく。

「やった！　上手くいった！　あとは……」

　メイプルはそのまま締め付けられつつ近くの草原へと向かい、草原の中心に座り込む。

「よーし、頑張ってよー！　えいっ！」

　メイプルは花に声をかけた後、ちくっと花弁を剣で突き刺す。

　すると、花からは甘い香りが漂い、草原の周りに広がる森からはがさがさと何かが近づいてくる気配がした。

　メイプルの狙ねらい通り、赤い花は大量のモンスターを呼び寄せる。それは本来危険を伴うものだが、メイプルにとっては便利なモンスター呼び寄せ装置でしかない。

「やったー！　これなら倒しやすいっ！　誰かに取られちゃう前に倒そうっと！」

　メイプルは飛びかかってくるゴブリンや、遠くから魔法を飛ばしてくる鳥などを次々と倒していく。

　節約のため【捕食者】に近くのモンスターの攻撃は任せて、メイプルは遠くから攻撃してくるモンスターに銃弾を当てる事に専念する。

「【捕食者】が死んじゃうと困るし……【身捧ぐ慈愛】！　で、シロップ【覚かく醒せい】！」

　ようやくシロップの出番だと、メイプルはシロップも呼び出す。大量のモンスターがメイプルの体に嚙み付いたり、引ひっ搔かいて距離をとったりとやりたい放題しているが、そんなことはお構いなしだ。

「シロップ！　【大自然】【赤の花園】【白の花園】【沈む大地】！」

　メイプルはシロップを抱きかかえたままスキルを発動する。

　メイプルを中心にして光を放っていた地面に、赤と白の花畑が広がっていく。

　それはとても綺き麗れいな光景で、もし今のようにモンスターが次々に飛びかかってきてさえいなければ、足を止めて見ていたくなるようなものだった。しかし、発生している効果はそこまで優しいものではない。赤い花は範囲内での被ダメージを増加させ、白い花はステータスを低下させる。

　さらに、踏み入ったモンスターは【沈む大地】によって性質が変わり、踏めば泥のようになる地面に飲まれていく。そうでなかったものは【大自然】で蔓に搦め捕られて、【捕食者】の餌である。

　メイプルとシロップを中心に広がる、綺麗な赤と白の花園は、その実一歩踏み入れば死を免れない大地と化していた。

　メイプルは蔓で空中に捕らわれ、速はや贄にえのようになったモンスターを銃撃で全すべて撃ち抜くと、体に巻きつけておいた花をつつく。

「もう一回、えいっ！」

　メイプルはもう一度甘い香りを出させると、この花園に新たなモンスターを招く。

「悪い効果はどうなってるかなあ……わっ、これはまずいかも……」

　大量にモンスターを倒したメイプルがかかったデバフを確認すると、そこにはマップ上に自分の位置が公開されるというものがあった。

　多くのプレイヤーがモンスターを横取りできる上、攻撃されると考えたメイプルは急いでモンスターを倒す。

　しかし、メイプルの心配とは裏腹にいつまでたっても他のプレイヤーはやってこない。

　それもそのはず、マップ上に死地が映ったのならそこから離れるように動くに決まっているのだ。

　怖いもの見たさで近づいたプレイヤーも、モンスターが地面に沈み、蔓に串くし刺ざしにされ、毒沼が広がる惨状を見て、やっぱりアレには触れてはいけないと去っていくのである。

「誰もこないし……なら、もう一回っ！」

　メイプルは再度赤い花を刺激して、モンスターを呼び寄せるのだった。
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「ふぅ……何とか……やれてる。ありがとうツキミ」

　三メートル程の姿となったツキミの背中にまたがって、マイはとことこと荒野を進んでいた。

　いつもユイと二人でカバーし合って戦ってきたマイにとって、一人での戦闘は不慣れなものである。そのため、死角から奇襲されないように広々とした所を進んでいるのだ。

「……！　他のプレイヤーさん」

　遠くに他のプレイヤーが三人見える。パーティーは組めないとはいえ、同じギルドのメンバーが運良く出会えれば最後まで生き残るために協力するのも当然である。

　遠くにいたプレイヤーはマイだということに気づいたのか、それぞれに武器を構えて近づいてくる。【楓の木】のメンバーの中でも、マイとユイはその攻撃を避けるようにして上手うまく立ち回れば何とかなるため、プレイヤーが逃げていかないのだ。

「ツキミ、行くよ……！　【パワーシェア】【突進】！」

　マイはプレイヤーにある程度まで近づくと、ツキミから下りて指示を出す。

　ツキミとマイを赤い光が包み込み、その後ツキミは三人のプレイヤーに向けて突っ込んでいく。

「ツキミ！　【ブライトスター】！」

　マイの声に反応して、ツキミの毛先がより綺麗に明るく輝き出す。そして、ツキミを中心に薄い緑の光がパッと広がった。

　それは綺麗な見た目とは裏腹に凄すさまじいダメージを与え、中心付近で命中したプレイヤーを一撃で消しとばす。

「お、うわああっ!?」

「う、噓うそだろ！」

「【飛撃】！　ツキミ【引き裂き】！」

　マイを警戒している中、予想外の破壊力を見せてきたツキミに驚いて動きが固まった所を一気に攻め立てる。それに対応できずに残った二人のプレイヤーも光となって消えていった。

「はぁ……よ、よかった。ありがとう、ツキミは強いね」

　マイが頭を撫なでてやると嬉うれしそうに小さく唸うなって姿勢を低くする。マイは背中によじ登ると再び進み始める。

　マイはそう言ったものの、まだ仲間にしたばかりのツキミがそんな攻撃力を持っているわけがない。確かにＳＴＲは他の能力値より高いテイムモンスターだが、一撃とはいかないだろう。

「【パワーシェア】覚えてくれてよかった……！」

【パワーシェア】はマイとツキミのＳＴＲを分け合うスキルである。本来ならＳＴＲが高くなったツキミ側がプレイヤーの能力を上げるために使われるが、マイとユイの場合は逆である。二人の凄まじく高いＳＴＲがツキミとユキミに流れ込むのだ。となれば、威力が低い代わりに範囲攻撃ができるスキルは、即死級攻撃を広範囲に行うものに一気に変わるのである。

「ユイもまだ生き残ってるかなあ……あ、メッセージ……ユイから！」

　マイは周りにモンスターもプレイヤーもいないことを確認すると、メッセージを読む。




『お姉ちゃん。こっちは何とか生き残ってるけどやっぱりお姉ちゃんがいないと大変。それでね、マップを見て欲しいんだ。マップにメイプルさんの場所が映ってるはず。そこで集合しない？』




　マイがマップを確認すると、確かにメイプルの位置がマップに映っている。その理由は分からないものの、いい目印になるだろう。

「うん、大丈夫だよ……っと」




『よかったー！　じゃあメイプルさん前で集合ね！　死んじゃダメだよ？』




　ユイからの返信を確認すると、マイはツキミを走らせる。

「行くよ……ツキミ！　【スターステップ】！」

　ツキミの足跡がキラキラと輝き出し、二人を光が包んでいく。ツキミの移動速度が上がる単純なスキルだが、これを使うことによって普段歩く時とは比べ物にならない速度で進むことができるのだ。途中現れるモンスターはツキミに乗ったまま、勢いに任せて吹き飛ばす。

「ツキミ！　【目眩くらまし】！　【決戦仕様デストロイモード】【ダブルストライク】！」

　ツキミのスキルでほんの一瞬スタンが入る。それはマイの前では致命的な隙となり、鈍い音と共に目の前にいたゴーレムやオークが弾け飛ぶ。

　撃破に時間がかからないため、マイのモンスター撃破数はかなりのものとなっていた。

　どうしても通らないといけない森は、ツキミにしがみついて木に登ってもらい、木の枝を飛び移りながら進んでいく。

　ツキミはその巨体からは想像できない身軽さで、マイの機動力を確保していた。

「えへっ、本当ツキミがいてよかった……」

　そうして目的地近くの木の枝に乗って、ユイからの連絡を待っていると、同じように木の上を伝ってピンクの光を放つ白熊がやってくるのが見えた。

「ユイ！」

「お姉ちゃん！　よかった！　どう？　モンスターは倒せてる？」

「ツキミのお陰でなんとか……ユイは？」

「こっちもユキミが大活躍！　他のプレイヤーの人も結構倒したよ！」

　同じモンスターを同じように成長させているため、マイにできることはユイにもできるのだ。

「間違えてスキルを使わないようにね。私達今はパーティーにはなれないし……」

「そうだね。あと、メイプルさん見ていこう。まだ同じ場所にいるみたいだし」

「マップの表示はずっと消えないのかな……それだとメイプルさんも大変かも」

　二人は枝を飛び移り、森と隣接する、マップ上では草原とされている方を確認する。そこには地獄が広がっていた。

　草原の姿は跡形もなく、ある一帯からは紫の毒沼が広がっており、その毒沼から色とりどりの花々が咲き乱れているのが非常に不気味である。

　そこに飛び込むモンスターは明らかにマイとユイが倒したものとは違う、強力そうなものばかりで、大型の竜などもいる。

　そしてその全すべてが地面から伸びる植物や鋭い岩石に貫かれ、その後、体を植物に包み込まれて、継続ダメージを受けていた。

　毒、睡眠、麻ま痺ひ、そして何かによる継続ダメージと、踏み入る度に死体が出来上がる。

　光となって消える処理でなければ凄まじいことになっていただろう。

「め、メイプルさんあの真ん中にいるの……？」

「そう、みたい。でも私達も近づけないし……そっとしておこうお姉ちゃん……」

「うん、そうだね……後でどんなことしてたか聞いてみよっか」

　時間が経たつほどに酷ひどくなる目の前の惨状から目を逸そらして、二人は狩れるモンスターがいる場所を探して木の上を渡っていくのだった。
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「ふぅ、どうしようかしら……メイプルちゃんには全員で上位にって約束したけれど……」

　イズはどうしたものかと考える。強力な爆弾などを使うことでダメージを与えることはできるものの、それなりの準備がいるため、上位入りができるほどモンスターを倒すのは骨が折れる。

「まずは準備ね。よし、この辺りかしら。皆にはメッセージを送っておいて……と」

　イズはマイとユイとは違い、森よりもさらに深いジャングルをメインにモンスターを狩ることにした。ここにはモンスターも、それを狩りに来たプレイヤーもかなりの数存在する。イズはそれに見つからないように攻撃の準備を始めた。ギルドメンバーにはジャングルに近づかないように連絡をしたので派手にやっても問題ない。

　イズはフェイを呼び出すと、インベントリから爆弾を取り出す。フェイは今は森に合った木の葉の羽でフワフワと飛んでいる。

「フェイ、【森の怒り】【アイテム強化】【精霊のいたずら】【リサイクル】！」

　イズがフェイに指示すると、フェイは爆弾にふわふわと近づき、緑のオーラを纏まとわせる。それは少しすると爆弾に吸い込まれ、爆弾の形が変わっていく。効果がより攻撃的になった爆弾の威力をさらに増加させると満足気に眺める。【精霊のいたずら】により設置した本人とギルドメンバーにしか見えなくなった爆弾は、起動される時を待つことになる。

「こんなに棘とげだらけになるのね……設置して、と」

　まるでイガグリのように棘だらけになった爆弾をすぐに起動しないよう茂みに置いたり、木のうろに突っ込んだりと、こそこそと準備をしつつ回っていく。

「次は、これね」

　イズはポーチから青い結晶を取り出して砕く。するとそこから水が溢あふれ、フェイの姿が水滴のようなものに変わる。

「よしっ、もっと仕掛けるわよ。フェイ【糸水】！」

　次はフェイを飛び回らせ、注意していないと分からない細い水の糸をジャングルに張り巡らせていく。少しずつ、少しずつこのジャングルはイズのスキルとアイテムで埋まっていく。

　フェイはイズが結晶を砕くたびに姿を変え、アイテムに様々な効果を付与していく。

　氷、雷、土、炎。そのどれもが透明なため、ジャングルの見た目は変わらない。

「ふぅ……よし、こんなものね。フェイご苦労様」

　イズはロープを使って樹上に避難すると、そのままロープで体を木に固定し、フェイが隣に伸ばしてきてくれている、水の糸を確認する。

「よし、ギルドの皆がいないことも確認したし……いくわよ……！　フェイ！　【妖よう精せいの守り】！」

　フェイのスキルはアイテムによるダメージを大幅カットするものである。念には念を入れて、イズの体をスキルのエフェクトが包み込んだ後、黄色の結晶を水の糸のすぐ近くで砕いた。

　発生した電撃が水の糸を伝い、ジャングルを一瞬のうちに駆け巡る。

　イズが目を閉じ、両耳を塞ふさいだその直後、ジャングル全域を閃せん光こうと爆炎が駆け抜けた。

「……っ！」

　水の糸を伝った電撃に起爆された爆弾は氷の刃や毒液、炎に雷、風に光と、フェイによって付与された効果をばら撒まき、めちゃくちゃに状態異常と爆発ダメージを与えていく。

　しかも、今のイズの爆弾は一度では消滅しない。【リサイクル】によって、使用後50％の確率でそのアイテムが未使用に戻るのだ。

　何もなかった地面が唐突に爆発していき、ジャングルに逃げ場は残されていない。爆発音が完全に止やんだ後、イズが地面を見下ろすと、そこは元々ジャングルだったとは思えないほどに、様々な属性を表す物質で覆われていた。

「……や、やり過ぎたかしら？　で、でも皆で上位に入るためだものね！」

　イズは、まだまだ時間はあると、次の爆破予定地に向けて駆けていくのだった。
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「は!?　……マジかあれ……」

　クロムは遠くに見えるジャングルの方を向いて啞あ然ぜんとする。クロムにはあの唐突に起こった爆発の理由が分かっているからだ。

「フェイの能力かなんかか……こええ」

　相当な数のモンスターとプレイヤーが死んだだろうと思っているところで、イズからまたメッセージが届く。

「次の爆破予告か、近寄らないようにしないとな……複数回爆発してたし、間違って入ったら流石さすがに死んじまう」

　クロムは基本常に鎧よろい型のテイムモンスターであるネクロを装着している。ネクロの強い点は装着することによってネクロのステータスの一部が自身のステータスにも反映されることだ。

　派手なことはできないが、クロムの生存力はさらに高まっている。

　クロムは何度もプレイヤーやモンスターと交戦しているが、一対一でクロムの回復力を崩すのは至難の業であるため、順調に勝ちを重ねていた。

　そんなクロムの前に、木のモンスター、トレントが現れる。ただ、何体も屠ほふってきたものとは違い、巨大な個体である。

「お！　大型か。あいつは確かモンスターの位置が分かるようになるバフをくれるやつだ」

　マイやユイと違い、テイムモンスターによって移動速度がそこまで上がっているわけではないクロムにとって、モンスターの位置が分かるのは大事である。

「っし、いくぞネクロ！　【幽鎧・堅けん牢ろう】！」

　クロムの声に合わせて、ネクロがその形態を変えていく。より堅固で頑丈な鎧になり、大盾はさらに大きなサイズに強化される。代わりに移動速度や、攻撃の威力は低下するものの、より強力な防御能力を手に入れることができる。

　ネクロの特徴は形態を変えることによって異なるスキルが使えるようになり、それに合わせて能力が変化することだった。

「隙を見せるまでは……じっくりやらせてもらうぜ！」

　クロムは大盾で攻撃を受け、斬り返す。トレントの攻撃は単純で、より強固になったクロムの守りを崩せない。

「ネクロ！　【衝撃反射】！」

　さらにネクロにスキルを使わせ、大盾でガードした際に相手にダメージを与えることができるようになる。トレントは攻撃すればするほど不利になっていってしまう。

「【シールドアタック】っし！　ネクロ【幽鎧・攻勢】！」

　トレントの体勢が崩れたのを見て、ネクロに形態変化を命じる。

　すると、クロムの鉈なたはロングソード程の長さとなり、鎧から青い炎が噴き上がる。

「ネクロ【生気吸い】！」

　クロムの回復スキルはネクロによってまた一つ増えることとなった。短刀での攻撃はネクロがこの形態であれば二重の回復効果をもたらすのだ。恐れずにガンガン攻めていけば、ＨＰはそうそう減ることはない。

「よし、トドメだっ！」

　ロングソードを振り抜きトレントを深く斬り裂いて倒すと、きっちりモンスターの位置が分かるバフを獲得したことを確認して、マップを開く。

「よし、これでマップにモンスターが映るな。っと……メイプルはまだ何かやってんのか。ずっとあの場所にいるってことは何か勝算があるんだろうが……何してんだろうな……」

　クロムはメイプルがあんなことになっているとは知らない。ただ、世の中には知らなくてもいいこともある。

「よーしネクロ、稼ぎ時だぞ。頼むぜ、俺一人じゃダメージが足りねえからな。【挑発】！」

　クロムのスキルに反応してモンスターが何体も飛びかかってくる。先ほどのものより小さなトレントは枝を伸ばしてくる。蝶ちようのモンスターは状態異常を与える鱗りん粉ぷんを撒き散らし、群れで行動するゴブリンは茂みから飛び出して奇襲をかける。

「ネクロ！　【ゴーストチャージ】！」

　クロムが命じると、ロングソードから青い炎が少しずつ漏れ始める。クロムはその炎が大きくなっていくのを見つつ、大盾を構えて攻撃をさばき続ける。そして、しばらく耐え忍んでいるとロングソードから一際大きい炎が噴き出した。

「ネクロ！　【バーストフレイム】！」

　長い溜ため時間の分、威力は高く、青白い炎が前方を焼き、モンスターに大きなダメージを与える。さらに【炎上】による継続ダメージも与え、一気に状況を有利にする。後は一体ずつ残ったＨＰを削っていけばいい。

「ふぅ、助かるぜ。囲まれた時に楽になったのはありがてえ」

　ネクロが仲間になってからはソロでの攻略がより捗はかどるようになっていることを実感していた。シロップを借りた時にも思ったことだが、やはりテイムモンスターの存在は大きい。

「上位に入るために頑張んねえとなあ。あの様子だとイズもいいとこ行くだろうし。俺だけ落ちるわけにはいかねえからな」

　メイプル達がモンスターを撫なでるのと同じように、クロムはコンコンと鎧を叩たたいてネクロを褒めるとマップに映っているモンスターのもとに急ぐのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






【楓かえでの木】の面々はそれぞれ順調に撃破数を伸ばしていた。やはり、テイムモンスターは全員の戦い方に大きな変化をもたらしたと言える。特にカナデの場合それは顕著だった。

「効果は落ちるとはいえ、使い放題っていうのはいいね」

【擬態】はクールタイムがかなり長いが、カナデとこのテイムモンスターの相性は抜群である。ソウがいくら魔導書を使っても、コピー元であるカナデがその魔導書を本棚に残しておけば、再度【擬態】した際に一度使った魔導書が本棚にまた並んでいるのである。

　そのため、能力の強さを測るという目的もあって基本はソウが戦闘を行い、カナデはローブを着て樹上や物陰などに隠れていた。

　万が一ソウが襲われても、カナデ本人が安全に隙をつくことができる。

「流石にそろそろソウの魔導書も少なくなってきたかな……っと、ソウ【休眠】」

　カナデは誰かが近づいてくる気配を感じて、手の内を隠すために一いつ旦たんソウを指輪に戻す。

　茂みを搔かき分わけて姿を現したプレイヤーを見て、カナデは苦笑する。

「あはは、僕も運が悪いなあ」

　そこにいたのはドレッドとドラグだった。二人の隣にはそれぞれ黒い毛並みの狼おおかみと、岩でできたゴーレムがいる。トップクラスのプレイヤー二人、テイムモンスターもありとなると勝算は低い。

「おっと、一人か……悪りぃけど容赦しないぜ」

「おー、カナデか。ははっ、いいな！」

「流石に……分が悪いかな！　【ウッドウォール】！」

　カナデは武器を構える二人との間に木の壁を作り出すと、その場を離れようとする。

　そうして少し距離を空けられると思ったその時。

「アース！　【砂の王】だ！」

　ドラグがそう命じるのを聞いて、カナデが後ろを確認すると、木の壁は一瞬で砂と化し無力化されていた。そして、狼と共にドレッドが駆けてくる。

「【ファイアストーム】！　【トルネード】！」

「シャドウ【影潜り】」

　カナデの方から炎と風の竜巻が襲いかかるが、その直前、シャドウと呼ばれた狼は黒い毛並みをより一層黒く変えて、ドレッドと共に地面に潜り込む。それはほんの一瞬の間だったが、竜巻をやり過ごすには十分だった。

「【超加速】！」

「【大自然】！」

「アース！　【大地制御】！」

　加速するドレッドを止めようとカナデがシロップも持っているスキルを使うが、スキルは空打ちになってしまう。

「おらぁ！　【地割り】！」

「【影分身】！」

　このまま動きを止められるわけにはいかないと、カナデは分身するスキルを発動させる。

　が、しかし。

「シャドウ【影の群れ】」

　カナデの分身を遥はるかに上回る数の狼がシャドウの足元の影から現れ、カナデの分身を一瞬で蹴け散ちらしてしまう。

　そして、ドラグの【地割り】によって足を止めさせられたカナデをドレッドの短剣が斬り裂いた。

「【トリプルスラッシュ】！」

　ＨＰや防御力を高めていないカナデではその攻撃に耐えられるはずもなく、そのままここで光となって消えていく。

　ドレッドとドラグはそれを確認して、武器を収めた。

「おっし、【楓の木】はライバルだからな。メダルの取りやすいフィールドに行かせてらんないぜ」

「……少しあっけねーな。まだ、有効なスキルもありそうだけどよ」

「まあ、そうだな。だけどよ、考えてても仕方ねえぜ。現にこうして死亡エフェクトも出たしよ」

「ああ、モンスターを狩りに行かねえと順位も落ちるな。プレイヤーに執着してても時間の無駄か」

　今回はプレイヤーを積極的に倒すメリットはあまりない。大事なのはいかにモンスターを倒すかである。そうして二人はこの場を去っていく。

　それから少しして、ローブを着たプレイヤー、カナデが戻ってくる。

「ふー……危なかったなあ。流石に太刀たち打うちできないか。でも、よくやったねソウ」

　カナデは近くの茂みをガサガサと搔き分け、半分ほどのサイズになったスライム状態のソウを持ち上げる。

「【分裂】に【擬態】……お陰で何とか犠牲なしだね」

　カナデは木の壁を出すと同時に魔導書によって姿を消し、呼び出したソウと入れ替わると、【分裂】によってソウの偽物を生み出して戦わせたのである。

　分裂した本体は近くにいる必要があるため、見つからないかどうかは賭かけだったが、上手くいったようだった。

「あの二人のテイムモンスターも見たし、収穫はあったね。でも……あれは強いなあ。また今度サリーと相談するかなあ」

　ドレッドが仲間にしたシャドウという狼も、ドラグのアースというゴーレムもほんの少しの交戦の内に厄介な能力があることが分かったのだ。ソウの魔法も当たればそれなりのダメージを覚悟しなければならないものばかりで、攻撃範囲も優秀なものだった。妨害スキルもメイプルやサリーが使うものを使わせたが、いともたやすく破られた。となれば、対策をしておかなければ危険な場面がやってくるだろう。

「さてと、次会うならモンスターがいいかなあ」

　カナデは小さくなったソウを頭の上に乗せると、次のモンスターを探して、歩いていった。
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　当然フィールドには多くのプレイヤーがいるわけで、全く誰だれとも会わないような場所を探すとなるとなかなか難しい。順調にモンスターを倒し生存を続けている、あるプレイヤー達三人が、霧の深い森の中へと足を踏み入れた。

　それなりの量のモンスターを倒したため、他のプレイヤーから離れて時間を過ごそうとしたのである。本来、視界が悪くなる霧の深い森などは奇襲の可能性が上がるため、好んで入るような場所ではない。だからこそその心理を逆手に取ろうというわけだ。

「この辺りならいいだろ」

「いやあ、よかった。ギルドメンバーと会えたのは幸運だったな」

　数というのはそれだけで力になる。パーティーを組むことができなくとも、意思疎通ができ連携が可能な味方がいるというのは大きなアドバンテージだ。

「ああ、そうだな。お前もそう思……え？」

「どうかしたか……あれ？」

　三人で霧の森に入ってきたはずが、気づけば二人になってしまっている。何も言わずどこかにいくはずがないと、二人は手分けして辺りを探してみるが、いたはずの仲間は見当たらない。

「おい！　やっぱりいないぞ……噓うそだろ」

　少し目を離した隙に先程までいたもう一人の仲間も消えてしまい、男は狼狽うろたえて辺りを見渡す。

「あ、何だ……？」

　すると、霧の向こうに赤い二つの光が見える。そして、それを見た途端、麻ま痺ひのエフェクトが走り体が動かなくなった。

「くそっ！　やべぇ……」

　男は死を悟り、なんとか体を動かそうとするが、麻痺の効果時間が終わらないことにはどうしようもない。そして霧を搔き分けて姿を現したのは巨大な白蛇だった。男は覚悟を決めるが、衝撃は意外なことに背後からやってきた。

「【一いつ閃せん】」

　スパッと横よこ薙なぎに振るわれた刀は男を深く斬り裂きそのＨＰをゼロにする。

　それを確認すると、男を斬った人物、カスミは白蛇のハクの元に歩いていって、頭に飛び乗り座り込む。

「またモンスターが湧わいているみたいだ。そっちに行こう」

　ハクは木と木のあいだをするすると抜けて森の中を巡回する。実のところこの霧もハクが生み出しているものだった。

「はあ……ハク、すぐ大きくなったなあ。味方なら頼もしいぞ」

　ハクはレベルを上げるとシロップの【巨大化】と同じようなスキルで【超巨大化】というものを覚えたのである。

　それを発動し、霧を発生させるスキルを使えば広いエリアを這はいずり回って縄張りとすることができるのだ。

　カスミはこの森に入ってきたプレイヤーを見つけてはハクの力で麻痺させ、斬り捨ててきた。もちろんモンスターも同様である。ぐるぐると森を回り見つけたものからハクと二人で葬る。

　移動もハクに任せているため楽々である。

　しばらく進むと、この森に出る大型モンスターである五メートルはある猪と、それと戦うプレイヤー達三人がいた。時間が経過するにつれ、メッセージで連絡を取り合い合流する者も多いのだ。

「よし、いたな……いくぞハク！」

　プレイヤーごと猪ももらってしまおうと、カスミはハクを加速させ、そのまま横から猪の胴に嚙かみつかせる。

「【武者の腕】【血刀】！」

　霧の中から唐突に現れたカスミに反応できないまま、プレイヤーは液状になった刀に斬り裂かれる。体勢を崩しているところにそのまま突っ込んできたカスミの刀と両脇の腕の振るう刀はそれぞれが一人ずつプレイヤーを一刀両断した。

「ハク！　【麻痺毒】！　【四ノ太刀たち・旋風】」

　カスミは猪の方を振り返り、ハクが嚙み付いて麻痺させた猪の頭に連撃を叩たたき込こむ。

　ハクはそれ程多くのスキルを覚えてはいない。ただ高いステータスとその巨体が武器なのだ。

　ハクはそのままスルスルと動き猪を締め付けてダメージを与える。

　三人が削っていたのもあって、すぐにＨＰをゼロにすることができた。

「よし、今回も上手くいったな。っと、バフは近くのプレイヤーの位置が分かるものか……」

　カスミはハクの頭に乗ると、マップ上のプレイヤーアイコンに向かっていく。見つけたプレイヤーは倒してしまうことが【楓の木】の順位を上げることにつながるのだ。

「ははっ、ここは私達の縄張りだからな。入ってきた者は倒してしまおう。な、ハク」

　ズルズルと音を立てて霧の中を白蛇が這いずる。そしてしばらくの間、霧の中からは悲鳴が絶えなかったのだった。
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【炎帝ノ国】のギルドメンバーであるミザリー、マルクス、シンの三人は、上手うまく合流することができたため、三人でモンスターを手際よく狩って回っていた。マップが公開されているため、連絡を取り、移動しさえすればミィとも合流できるが……三人はあえてそれはしないでいた。

「あくまでもパーティーじゃあないもんなぁ」

「そうですね。ミィの範囲攻撃に巻き込まれると、無事ではすみませんから……」

「あれ……炎の量制御できないもんね……」

　ミィは自分を中心にエリアを焼き払う攻撃を得意としているが、それゆえに個人の集まりの状態でそんなことをすれば、三人も火だるまになってしまう。

「まあ、ミィなら一人でも上手くやるさ。俺達は俺達できっちり撃破数を稼がないとな。俺がＨＰを減らすから、トドメは頼む」

　シンは合流するまでにも【崩剣】とテイムモンスターである鷹たかのウェンと共にかなりのモンスターを倒していた。

　それに比べると、いくら攻撃もできると言っても回復特化と罠わな特化のミザリーとマルクスは効率が悪くなってしまう。そうしているうちに虎のモンスターの姿を発見する。

「はい、任せます」

「援護はできるけど……間違って罠踏まないようにね……？」

「俺は突っ立ってても戦えるからな。足元に置かれなきゃあ大丈夫だ。いくぜ！　【崩剣】！」

　シンはこちらにやって来る虎に向かって、剣を飛ばし切り刻んでいく。

「ウェン！　【風神】！」

　ウェンと呼ばれた鷹の周りで強烈な風が渦巻き、いくつもの風の刃となって、さらに虎を切り裂いていく。

　虎は三人に接近しようとするだけでいくつもの刃に何度もなんども切り裂かれ、瀕ひん死し状態までＨＰを削られてしまう。一撃の重さはなくとも、テイムモンスター込みでここまで手数があれば話は別だ。

「【ホーリーランス】！」

　約束通りミザリーがとどめを刺して、次の獲物へと移っていく。

「いつも思うけど……よくそんな数の剣飛ばせるね……」

「慣れだよ慣れ。気づいたらできるようになってるもんなんだ」

「そういうものでしょうか？」

「二人のモンスターは？　前聞いた時から何か変化はあったか？」

「僕？　……クリアはまだそこまですごいことはできないよ。カメレオンらしく姿を消したり……あ、でも最近僕のことも透明にできるようになったかな……」

「私のベルは相変わらずですね。珍しいとは思うんですけれど」

「まだパッシブスキル以外何も覚えてないのか。それはやっぱ珍しいな」

　ミザリーのベルと呼ばれた長毛の白猫は自分の周りのごく小さい範囲にバフ効果を与えるパッシブスキルを次々と覚えている。回復力上昇や、与ダメージ増加といった具合である。

　ただ、まだまだその範囲も狭いため、実用的とは言い難い。

「きっと大器晩成型だと思いますよ。大事に育てていきます」

「っと、廃はい墟きよエリアに入るぞ。プレイヤーがいることが多いからな」

「後ろから追ってこれないように……罠置いておくよ」

「おお、いいねぇ！　助かる」

　そうして三人はモンスターを狩りつつ廃墟の中を進んでいく。シンの予想通りプレイヤーもそれなりの数いたが、三人の相手になるものではない。

　しかししばらく狩りを続けていると、聞き覚えのある声がした。

「ふーんふーんふふーん……げっ、【炎帝ノ国】の……！」

「っと、フレデリカ」

　声の主はフレデリカだった。今のところ一人のようで、杖つえを構えつつ、じりじりと距離を取ろうとしている。後衛一人では三人組との戦闘は厳しいことは間違いない。

「あははー、死んじゃうとペインに怒られそーだしー。見逃してくれない？」

　戦闘を回避しようと試みるフレデリカだったが、ライバルギルドのメンバーとなれば、引き下がるはずもなく。

「やるぞ！」

「はい！」

「うん……」

「あーもーなんでー!?　っ、仕方ないっ。ノーツ【覚かく醒せい】！」

　フレデリカの頭の上に黄色の小鳥がポンっと乗る。最低限のスキルで済ませられればいいと思いながら、とにもかくにもなんとかこの場を切り抜けなければならない。

「ウェン！　【風神】！」

「ノーツ【輪唱】！　ふー【多重障壁】」

　大量に飛来する、風の刃とシンの【崩剣】をフレデリカの障壁が受け止める。それは押し負けてパリンパリンと割れていくものの、シンは以前と比べその量がはるかに多いことに気づく。

「手数ならーこっちも負けないよー？　【多重炎弾】【多重光弾】」

　魔法陣が展開され、その直後、ノーツの鳴き声が聞こえたかと思うとその魔法陣が倍に増える。

「どーう？　もちろん死にはしないだろーけどー」

　フレデリカとノーツが生み出した光と炎の弾が三人に向けて大量に飛来する。

「任せてください」

「うん……止める」

　ミザリーはフレデリカと同じく魔法による障壁を、マルクスは岩壁による防壁を生み出して、飛んできた魔法を防ぎきる。攻撃と防御がぶつかり合い、その余波で砂さ塵じんが舞い上がる。

　追撃を警戒した三人だったが、フレデリカは三人と戦闘をするつもりはさらさらなかったようで、視界が回復した時にはもうそこにはいなかった。

「逃げられたか」

「まさかシンと同じレベルの手数を持っているとは思いませんでしたね」

「だね、要警戒かな……あ」

「ん？　どうかしたかマルクス」

「かかった」

　廃墟のあちこちに設置してきた罠──特にここから出ていく者がかかりやすいように、マルクスが設置したのである。マルクスの設置のセンスは抜群で、逃げ切れたと安心していたフレデリカがかからないはずもなかった。




「うー！　くぅー、せっかくかっこよく逃げ切ったのに！」

　落とし穴の途中、何とか魔法で足場を作って落下死を免れたフレデリカは、ぼやきながら穴をよじ登る。

「もー最悪……早く逃げないと……」

　なんとか脱出に成功するが、廃墟周りがマルクスの罠まみれな状態で、追いつかれてしまっては今度こそ分が悪い。フレデリカはいつも頼りになる【集う聖剣】の三人の誰かと合流するために、入念に罠を警戒しながらパタパタと走って急いで廃墟を後にしたのだった。
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「皆まだやられてないってことは、上手うまくやってるみたいだね。なんか、メイプルはずっとマップに映ってるけど……」

　予選の残り時間も少なくなってきたところで、サリーはグッと伸びをする。プレイヤーもかなりの数が死に、遭遇することも少なくなった。となれば、モンスターも狩りやすくなる。

「これなら、それなりに数を狩ってれば大丈夫そうかな……いい機会だったけど、強そうなテイムモンスター持ってる人が戦ってるところは見れなかったなあ」

【集う聖剣】や【炎帝ノ国】以外にも警戒するべきプレイヤーがいるかどうかなど、多くのプレイヤーが本気で生き残ろうとするイベントでは情報次第で得られるものも変わってくるのだ。

「お、ミィがマップに映ってる！　残り時間も少ないし……モンスター倒しつつ行ってみようかな」

　サリーはミィのいる方角に向かって駆け出し、道中のモンスターは片手間に斬り捨てていく。

「朧おぼろ【拘束結界】！　【クインタプルスラッシュ】！」

　動きを止めてしまえば、攻撃もされない。それならスキルでの強力な攻撃を繰り出せる。超高難度でもなければ、攻撃も単純でＨＰもそこまで高くなく、サリーの敵ではない。

「よっ、と。あそこかな……うわぁ……」

　そこにはモンスターやプレイヤーを、炎を纏まとう鳥とともに焼き尽くすミィの姿があった。

「やっぱりミィも中々滅茶苦茶してるなあ」

　ミィのいる荒地はあちこちに炎が立っており、激しい戦闘があったことを思わせる。

「あれがメイプルが言ってたイグニスかあ。ちょっと観察しようかな」

　サリーはプレイヤーに不意に襲われないようにスキルで糸を繫つないで高い木に登る。ここなら、地上からは視界に入りにくく、近づいてくる過程で気づくことができるだろう。

「さてと、モンスターかプレイヤーは来ないかなあ……ん？」

　サリーが目を凝らした先には、見覚えのある白い鎧よろいと剣を持った男、ペインがいた。

「へぇ……これは面白いものが見られそうかも」

【集う聖剣】と【炎帝ノ国】……二大トップギルドのギルドマスター同士の戦いの予感に、サリーはニヤリと笑うのだった。




「マップに映っていたのは知っていたが、まさかお前がくるとはな」

　ミィはＭＰポーションを飲み、いつでも戦闘に入れる態勢を整える。

「ああ、もう十分な量のモンスターも狩った。だからライバルの強さを確かめに来た。レイ、【覚醒】」

　ペインがそう言うと指輪からは銀の鱗うろこを持った子供の竜が現れる。それは大型の鳥程度の大きさで、翼をたたんで主の肩にとまる。

「奇遇だな。私ももう十分モンスターは倒したところだったんだ」

　ミィがそう言ってイグニスを呼び出し【炎帝】を発動すると、ペインも剣を抜き放つ。

　それが合図となった。

「【豪炎】！」

「【光輝ノ聖剣】！」

　ミィの側そばからは業火が、ペインからは光の奔流が放たれ、荒野を吹き荒れる。

「イグニス【連なる炎】！」

「レイ、【聖竜の加護】だ」

　それぞれがバフを受けて、一気に前進する。ミィも距離を取る気はさらさらないようで、【フレアアクセル】を使って接近する。

「【蒼炎】！　【爆炎】！」
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「【退魔ノ聖剣】！　【聖なる光】！」

　一度接触する度に、激しいエフェクトが散り、スキルとスキルが相殺される。そのどれもが一撃で大勢を決するような超高威力のものばかりである。

　ペインが剣を振るうのを、ミィはきっちりと躱かわして魔法を返す。しかし、ペインもそれをまともに受けることはなく、きっちりと捌さばいて再び攻撃に転じる。

「レイ、【巨大化】【聖竜の息い吹ぶき】」

「イグニス！　【巨大化】【消えぬ猛火】！」

　レイの吐いたブレスと、イグニスが放った炎は二人の間で弾け、地形を抉えぐるが、互角といった様子だった。

「なるほど、いいモンスターだ」

「お前の竜もな。ただ……力を隠しているというのなら、このまま焼き尽くしてやる」

　ミィは出し惜しみはしないというように、ＭＰを回復すると、イグニスに命じる。

「イグニス【不死鳥の炎】【我が身を火に】」

　最初のスキルでミィにバフをかけると、イグニスはそのまま体を炎の塊へと変えていく。それはそのままミィを包み込み、地面を伝い荒地に広がり始める。

「なるほど、ただでは済まなそうだ。レイ、【聖なる守護】」

「いくぞ！　【インフェルノ】！」

　ミィが叫ぶと同時に、灼しやく熱ねつの炎が放出され、ミィを中心として空間全すべてを焼き払っていく。眩まぶしいくらいのその光は、しかしペインの方から発生した負けないほどの光とぶつかり合い、爆発する。それは周りの森や平地を滅茶苦茶に破壊して、砂すな埃ぼこりを巻き上げた。

　砂埃が収まったところには、変わらず無傷のままのミィと、少しＨＰが減り鎧を焦がしたペインが立っていた。

「ちっ、レイに大技を使わせるかと思ったが……ダメージ軽減と聖剣の威力で受けきるか……食えない奴やつだ」

「はは、そこまで情報を渡す訳にはいかない」

「最初から私を倒す気はなかったか……だが、無事で帰すと思うなよ？」

「ああ、いいとも。やるというなら」

　ペインは受けて立つとばかりに聖剣を構える。

　第二ラウンドといったところで、バキバキと木々をへし折る音が響いてくる。

　二人は、何かが迫ってくることを察して、一時休戦といった風にそちらを見る。すると、森からは何条ものレーザーが滅茶苦茶に飛んできた。

「何……!?　レイ！」

「ちっ、一いつ旦たん避難するか！　イグニス！」

　ペインとミィはそれぞれテイムモンスターに乗って地上から離れる。

　少しして、木を倒しながら現れたのは十メートルはあろうかという巨大なワニだった。一つおかしな点があるとすれば口からレーザーを吐いていることである。

「……興が冷めた。ペイン！　再戦は、またの機会としよう」

「ああ、俺は構わない。【インフェルノ】を見ることができたからね」

　こうして乱入者によって、勝敗つかずで二人の勝負は終わりを迎えた。




　そして、その光景は当然サリーも見ているわけで。




「あ。あれ、メイプルじゃん……」

　急速に移動してきていたマップ上のメイプルのアイコン。よくよく見るとワニはレーザーを吐いているのではなく、レーザー砲が生えた羊毛が口に挟まっているのだった。

「もっともっと最後に駆け回るぞー！」

　聞き覚えのある声がかすかに聞こえて、そして離れていくのをサリーはジト目で見送るのだった。




　予選終了時刻が近づいてきた所で、メイプルも流石さすがに赤い花によるモンスター寄せに飽きてきてしまっていた。途中で【毒竜ヒドラ】や【滲にじみ出でる混こん沌とん】、【百鬼夜行】に【水底への誘い】まで色々と使い切ってしまったためモンスターの撃破スピードも落ち、今では全身をかじられながら【捕食者】が逆にかじり切るのを待つばかりである。

「あ、そういえば……このフィールド全然回ってないや」

　予選用フィールドはかなりの広さである。この規模のものを作って使い捨てということはないだろうが、次にいつ探索することができるかは分からない。

「最後に見て回ろうかな！　モンスターはいっぱい倒したし多分大丈夫！」

　となれば次は移動手段である。イベントの時間はもうそれほど残っていない。かなりの速度で移動する必要がある。

「うーん……どうしようかなあ。んん!?」

　顎あごに手を当て、目を閉じて考えていたが、今はそもそもモンスターに襲われている最中である。メイプルは体が浮き上がる感覚に慌てて目を開ける。すると現実世界では決して見られない十メートルはあろうかというワニがメイプルを口先でつまみ上げていた。

　メイプルはそのまま口の中に放り込まれ、嚙かみ砕くだかれるはずだった。ただ、メイプルの防御はワニの嚙みつきよりも当然強固なものである。ダメージが通るはずもない。メイプルは考えを中断されたため、少し仕返しをしようと口の中を見渡す。

「あ、胃の中は入れないんだ。そっかあ……」

　メイプルは口の中をペシペシ叩たたいていたが、この巨体ならもしかしたら【暴虐】よりも速く移動できるのではないかと思い至る。

「どうにかして思ったように動いてくれないかなあ」

　メイプルは咀そ嚼しやくされながらも前の方に進み、歯の隙すき間まから顔を出す。すると、体外にあるメイプルの顔に反応したのかがちがちと口を開け閉めしつつそっちの方向にワニが走り出す。

「やった！　じゃあ逆だと？　おおー！　こっちに走る！」

　となれば次は体が咀嚼によって変に動かないように固定する必要がある。メイプルはインベントリからイズ特製の接着剤を取り出すと、ボンッと【発毛】しワニの口と羊毛に塗りつける。

　これなら動かされることはないが、自由な移動も確保できる。

「倒しちゃわないように【捕食者】は解除して……プレイヤー対策にレーザーを用意して……準備完了！」

　メイプルは臨時の移動手段にワニを選んで、自分の体を餌にして吊つり下さげることで方向を調整し、フィールドを駆け回る。そうして走り出したところで致命的なことに気づく。

「あっ!!　駄目だ！　これだと景け色しきみれないっ！」

　一つ解決するとまた一つ問題点が現れる。メイプルはとりあえずワニを止めようがないので走らせながら考える。そして、インベントリの中からいつか買った映像記録用結晶を取り出す。

「ちょっと……んぐぐ、体を伸ばして……できた！」

　メイプルはワニの鼻先に結晶をいくつか貼り付けて、走り回っている時の映像を撮ることにしたのである。名案だというようにメイプルはワニの口の中で一人頷うなずく。

「あ、ミィがマップに映ってる！　よーし、行ってみよー！」

　この時、多くのプレイヤーはメイプルが急に動き出したことに驚いて急に進路を変えたりしていたが、そんなことは知る由もない。

「あ、でも止まれないや……速いしどこでも走れるのはいいんだけどなあ」

　そもそも移動手段に使うことを想定されていないため、そんなところを責めるのは酷というものである。

　メイプルはそうして、進路から逃げ遅れたプレイヤーを普通の人にとっては高いワニの攻撃力で偶然にも轢ひき殺ころしてしまったりしつつも、フィールドをぐるぐる回ることができた。

「あ、でももう終わりかあ」

　メイプルは早かったと思いながら、元のフィールドに転送される時を待つ。何か忘れているような気がして、考えるが思い出せない。そして体が光に包まれ始めた時、メイプルははっとした表情になった。

「最後はワニと走ってただけだし……あ！　映像！　待って待ってー！」

　思い出したが少し遅く、メイプルは鼻先に貼り付けた結晶を回収する前にフィールドから転移することになってしまったのだった。








８５１名前：名無しの大剣使い

予選終わったなあ




８５２名前：名無しの大盾使い

結果出るのはもうちょっと先っぽいな

うちは誰だれも死んでなかったみたいだし期待できる




８５３名前：名無しの槍やり使い

強いな




８５４名前：名無しの魔法使い

テイムモンスターがなーかなりいい仕事するのが改めて分かったわ




８５５名前：名無しの大剣使い

強いよなあ俺も仲間にしたけどあいついなかったら死んでた場面はあった




８５６名前：名無しの弓使い

まあそんなのなくても強い奴やつは強いけど

ソロだとでかいよな




８５７名前：名無しの槍使い

イベントで何箇所か行っちゃいけない場所みたいになってるとこあったからな

自主的に向かうのを避ける場所




８５８名前：名無しの大盾使い

話聞いてる感じだとうちのメンバーが混じってそうなんだよなあ




８５９名前：名無しの大剣使い

だろうね

メイプルちゃんとかずっとマップに映ってるのにガン無視されてたからね

そらそうだと思うけど




８６０名前：名無しの槍使い

いやだって見てきたけどあれは選ばれたものしか近づけないからな

凡夫は巻き込まれて死ぬ




８６１名前：名無しの大盾使い

定期的にどこかしらで爆炎とか上がってるのやべえなあと思ったよ

俺はそんなことできんからな




８６２名前：名無しの魔法使い

そのままでいてくれ

当然のようにフィールドの一部を地獄に変えないでくれ




８６３名前：名無しの弓使い

お前はそれでいい

今のままでいいんだ




８６４名前：名無しの大剣使い

で、近づいたら死ぬらしいメイプルちゃんはマップにずっと映りながら何してたんや




８６５名前：名無しの槍使い

自分を餌にしてモンスター呼んでるっぽかった

森から勢いよく飛び出したモンスターが次々死んでいく光景とかもうホラーだぞ




８６６名前：名無しの大盾使い

じゃあメイプルちゃんはイベント中はずっと自分を餌にしてたのか……




８６７名前：名無しの魔法使い

どういうこと？




８６８名前：名無しの大盾使い

メイプルちゃん、最終盤はなんかクソでかいワニの口の中に入ってフィールド一周コース走ってたらしい

映像が撮れてなくて？　悔しそうだった




８６９名前：名無しの大剣使い

どうやってそこに行き着いたのか




８７０名前：名無しの槍使い

聞いても分からなそう

理解の範はん疇ちゆうこえてない？




８７１名前：名無しの弓使い

１人別のゲームしてない？　目標が俺らのそれと違うじゃん




８７２名前：名無しの魔法使い

俺それに轢かれたのか……なんだこのビーム出すワニはって思ったんだよ

そりゃそうだわワニはビーム出さなくても嚙めばいいもんな




８７３名前：名無しの大剣使い

まだ強くなるんかな

テイムモンスターとかずっと一緒にいるしスキルとかも覚えきってたりしてそう




８７４名前：名無しの大盾使い

シロップもまだ強くなってるからなあ

この後のイベント本番で確認できるだろうけど




８７５名前：名無しの大剣使い

強くなってるのか

まだ先があるってのはやばいな




８７６名前：名無しの魔法使い

楽しみにしとくかあ怖くもあるけど




８７７名前：名無しの弓使い

怖くもあるが基本なのいつまでたっても慣れないな




８７８名前：名無しの大盾使い

そう簡単に慣れるもんじゃないぞ

メイプルちゃんに慣れたと思ってたらほんの最近触手にビビらされたからな









　こうして予選も終わり、メイプル達を含めたプレイヤーはみな結果発表の時を待つのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　予選も終わり、一いつ旦たん落ち着いた運営ルームでは順位の確定作業が行われていた。運営としても覚えのある名前が上位に並んでいる。

「結局、大番狂わせはなさそうですね」

「まー強いところは順当に強いテイムモンスター見つけてるみたいだし。そうなれば地力の差が覆るわけじゃないから仕方ないな。もう少しＰｖＰの要素を強くしても良かったかもしれないか」

「そうですね。次回に活いかしましょうか」

　反省点を上げつつ、作業を行い、一通り片がついたところでいつも通りの俯ふ瞰かんでのプレイヤーの動向観察に移っていく。

「……なあ俺達はエリアボスを配置したか？」

「いえ……強めのモンスターは用意しましたが、明確にボスと呼べるものは」

「これプレイヤーによってはそうだと思われてそうですよね」

「相当数巻き込まれてるだろうしなあ」

　ミィによる業火、ペインによる光の奔流、イズの爆破やカスミの霧の森、そしてメイプルの形容できないよく分からない何か。

　それらは最早エリアボスと言ってもいい雰囲気だった。

「今回は地形と戦闘スタイルとルールがマッチしたとも言えるが、なるほどなあ」

「なるほどなあ、じゃないですが」

「一つずつ見ていくか、いい点は残して悪い点は変更だ」

　そうして、刺激物は最初のうちにというようにメイプルの映像を流す。そこにはいくつものスキルが重なって元の草原がめちゃくちゃに変わってしまっている、メイプルが鎮座していたあの場所が映る。

「あの花……ああ……そうか」

「プレイヤーに居場所がばれてもメイプルのとこ行く奴やついませんからね。完全にモンスター呼び寄せ機ですよあれもう」

「違うんだよなあ、そうじゃないんだよなあ……」

「分かりますよ。その気持ち」

「前にジャングルで効果を知られたのが悪かったか……」

　ただそのまま映像を回していき、メイプルがワニの口の中に入ったところで運営ルームはかなりの盛り上がりを見せた。

「何でそうすっぽり入るんだ？」

「いやー、今回は胃を消しておいて正解でしたね。また体内爆破食らうところでしたよ」

「体内があるモンスターはダメですね、やっぱ」

　しかし蛸たこの件から素早く修正しておいてよかったと頷うなずく面々の前で、数十秒後にはこれだけ褒められていたワニは車がわりにされてしまうのだった。

「何で口から出ないんだ！」

「いやー全く分からないですね。でも確かに移動速度はいいですね。面白い発想です」

「牙きばは貫通攻撃にすべきだったなあ……」

　その後もシーンを一つ一つ変えては、ここはどうだの、あれはこうだのワーワー言いつつ確認を進めていく。

「本戦のモンスターは大丈夫だろうか……」

「やりたい放題されないといいですね……次はパーティーを組んで襲ってきますからね」

「襲うのはこっちのはずなんだけどなあ」

「エリアボスみたいなことしてる時点で、もうどっちがどっちなのか分かったものじゃないと思いますよ」

「まあ、一理あるな」

「イベント、難易度分けといて正解でしたね」

　テイムモンスターとの連携は確かに強い。しかし、それならばそれに見合ったモンスターを出すだけだと思いながらも、本戦用に用意したモンスター達のデータを見て、全員で期待と不安の眼まな差ざしを向けるのだった。





◆□◆□◆□◆□◆






　大方の予想通り、【楓かえでの木】は全員が予選上位に入ることに成功した。

　目標であった八人全員で最高難易度への挑戦が可能となったのだ。

　本戦ではパーティーを組むことができるため、これで改めて思う存分、ギルドメンバーのテイムモンスターの力を発揮できるというものである。

「フィールドは予選の時と同じだってさ。よかったねメイプル。今度はメダルもあるし、隅まで探索するよ」

「バトルも好きだけど、探索もやっぱり綺き麗れいな景け色しきが見れて好きなんだよねー」

　映像記録結晶を置き忘れてなくしてしまったメイプルだったが、早くも再探索の機会が来たということで張り切っている。

「でもよかったー、みんなちゃんと上位に入れてて」

「ツキミがすごい頑張ってくれました」

「私もユキミが！」

　嬉うれしそうに子熊を抱き上げて見せる二人を見て、ギルドホームにいる六人全員が笑顔になる。マイとユイの二人は自分が上手うまく生き残れるか不安だったのもあって、この結果に喜びもひとしおといった様子だった。

「まあ、テイムモンスターはすごい強いし、助けてくれるけど……逆に今度はそれを踏まえた難易度になってるだろうね」

　サリーがそう言うと、クロムやカスミも頷く。

「上位層はほとんど全員が仲間を得ているだろうからな。テイムモンスターがいるからと言って楽はさせてもらえないだろう」

「むしろ、レベルが上がってないとキツイ可能性もあるな」

「んー、じゃあまだまだレベル上げもしないとだね！　シロップも頑張って強くしなきゃ！」

　本戦までにはまだ少し間がある。ただ、全員が待ち遠しそうだった。というのも、自分の相棒のモンスターのすごいところを見せてやりたいのである。

　うちの子が可愛かわいい自慢というようなものだ。

「あ、そうそう。僕、予選の途中でドレッドとドラグのテイムモンスター確認したよ」

　カナデはドレッドのモンスターは影を扱う狼おおかみで、ドラグのモンスターは砂や大地をコントロールするゴーレムだったことを伝える。

「うう……【大自然】が無効化されちゃうのは苦手な相手かも」

　他にもシロップのスキルで地面に影響を与えるものはいくつもある。それを無効化してくるとなると困ったものだ。

「ドレッドの方も要注意だね。影に潜ってる間は無敵の可能性が高いし、大技を考えなしに使ったらこっちが不利になるかも」

「ふぅん……俺らがＰｖＰでやりあうのは早くても次のイベントだしな、ちょこちょこと情報を集めていくしかねえな」

　カナデが【集う聖剣】の情報を伝えると、サリーもメイプルが乱入してくるまでのミィとペインの戦闘についての話を始める。

　ミィとはメイプルがともに探索しているため、どちらかというとペインの情報中心にである。

　少なくとも、広範囲のブレスと飛行能力があることは分かっているのだ。さらに、現状目撃例がないモンスターであることからも、レアリティが高く、まだ隠された強力なスキルを持っている可能性が高い。

「現状だと要警戒としか言えないのが悔しいけど。ブレスとかは竜ならだいたい持ってるし……フレデリカにああ言っただけあって実力を隠してるんだろうなあ。ミィの方は【インフェルノ】ってスキルが強かったよ。超広範囲だし、多分威力も相当だと思う。あの範囲の広さは近くで使われると私でも避けきれないかな」

　メイプル達のライバルも皆テイムモンスターを仲間にしていることが確認されている。それはそのまま攻撃パターンが多彩になったことを示すのだ。

「よしっ、次のイベント頑張って、メダルもいっぱい手に入れてもっともっと強くなろう！　私達は少数精鋭にならないと駄目だもんね」

「そうね。一人一人強くないとね」

　メイプル達はそれぞれ決意を新たにして、テイムモンスターをより鍛えつつ、本戦の日を待つのだった。








あとがき









　何かのきっかけで八巻を手に取ってくださった方は初めまして。継続して読んでくださっている方はまた手に取ってくださりありがとうございます。どうも、夕ゆう蜜み柑かんです。




　七巻から八巻にかけてはまた大きな出来事がありました。そうです、アニメ化決定です！




　２０２０年にＴＶアニメ放映ということですので、楽しみにしながらもう少し待っていただければと思います。貴重な機会でしたから、アフレコ見学にも行かせてもらいました。何といいますか、キャラクター一人一人に声がついていく過程を見るというのは不思議な気分でした。ニュアンスなど、細かな部分まですり合わせながら一話分が作られていくのを見て、実感が湧かないような、凄いことを体験できているんだという感覚があるばかりでした。読み続けてくれている、応援し続けてくれている皆さんのお陰で特別な体験ができたこと、感謝するばかりです。

　アニメですが、私としても新しく多くの方に知ってもらう機会となればもちろん嬉しいのですが、それ以上に以前から好きで読んでくれていた方が楽しめるものになっていればいいなあと思っていました。繰り返しになりますが、なんと言っても、私がここまでやってこられたのはそういった方のお陰なのですから。

　そして、アニメはそうなっていると思います！　私からはまだこれくらいしか言えませんが、でもやっぱりその道のプロの方々っていうのはすごいなあと思いました。ええ、きっと楽しんでいただけるはずです！




　あと、私はＴｗｉｔｔｅｒなどしていませんので、情報伝達はすごく遅くなってしまいます。アニメ公式ツイッターや公式サイトもできているので、よろしければ確認していただければと！




　さらに、アプリゲーム化もされるようです。どんどん話が広がっていって嬉しいような怖いような……ですが、またとないことだと楽しんでみています！　こちらも公式ツイッターや公式サイトがありますので、そちらから最新の情報を手に入れられるかと思います。サンプルボイスが聞けたりもします！　皆さんのイメージ通りだといいなあと思っていたり……リリース後遊んでいただけると嬉しいです！

　ということで、『痛いのは嫌なので防御力に極振りしたいと思います。』の八巻を締めくくろうと思います。




　アニメ化、アプリゲーム化と新たな話もいろいろありますが！

　これからも原作として変わらず続きを書いていければなあと。

　そのために、今後も応援していただけると嬉しいです！

　では、いつかの九巻でお会いできる日を楽しみにしています！


夕蜜柑


















　悪役令嬢レベル99　～私は裏ボスですが魔王ではありません～電子特別お試し版　（著：七夕　さとり　イラスト：Tea）















　ＲＰＧ系乙女ゲームに悪役令嬢ユミエラとして転生した私。でも実はユミエラは、本編ではショボいが、エンディング後には裏ボスとして再登場し勇者と渡り合うキャラで──つまり超絶ハイスペック！　ついゲーマー魂に火がついて鍛えた結果、学園入学時点で私はレベル99に達してしまっていた。

　ゲームのストーリーには関わらず目立たず平穏に過ごすつもりが、入学早々レベルがバレて、ヒロインや攻略対象達には魔王と疑われてしまい……!?






　授業初日の午後は剣術から始まった。男子生徒はほぼ全員参加しているが、女子生徒は私を含め数えるほどしかいない。他は観戦に回っている。

「よし、皆の実力を確認するために順番で模擬戦を行う。一番手は……レベル99の君だ」

　周りから嘲あざけるような笑い声が上がる。剣術を指南する教師は、入学式で私に詰め寄ってきた彼であった。ウィリアムといい、剣士というのは血の気が多いのだろうか。

「では、俺が相手をしましょう」

　ウィリアムが私の相手に名乗りを上げた。女子生徒たちが黄色い声援を上げる。模擬戦では木剣を使うようだ。適当に一本を選び、訓練場の中央に出る。ウィリアムは一番長く厚い木剣を選んだようだ。ゲームでも彼は身の丈ほどの長さの大剣を使用していた。

　さて、どう手加減しよう。魔物狩りは魔法メインだったが、私は魔法と同じくらいには物理攻撃も強い。魔物に不意に接近されて思わず蹴けってしまったときは、魔物だったことすら分からない塵ちりが残ったのみだった。

「やめるなら今のうちだぞ」

　ウィリアムの忠告を無視して勝負前の礼をする。

「よろしくお願いします」

「チッ、怪我をしても知らないからな」

　しつこい。私はどう手加減すればいいのか考えるのに必死なのだ。お前の生死は私の繊細さにかかっている。

「では両者構えて」

　そういえば私は剣の構え方を知らない。剣を握るのも初めてだ。魔法と、最悪は素手でどうとでもなったので使う機会に恵まれなかった。

　剣を構えない私にウィリアムが怪け訝げんな顔をする。

「おい、早く構えろ。それとも戦わずに降参か？」

「すみません、剣を使うのは初めてなので。このまま始めていいですよ」

　周りからは隠そうともしない笑い声が上がり罵ば声せいが飛び交う。ウィリアムは怒りで顔を歪ゆがめていた。

「どこまでバカにする気だ！　女だからと手加減はしないからな、骨の一本や二本は折れると思え」

　始めの合図を待たず、ウィリアムが一直線に突っ込んでくる。一般的には速いのだろうが、私の反応速度をもってすれば対処は容た易やすい。どうすればウィリアムに怪我をさせずに済むかと考えているうちに、彼は私の目前に迫り剣を振り上げていた。

　木剣が振り下ろされる直前、私は横にヒョイと避よけて彼の足元に木剣を差し出す。振り下ろしを盛大に空振り、私の剣に足を引っ掛けた彼は顔から地面に突っ込む。ごめん、そこまで豪快にずっこけると思わなかった。

　何が起こったのかとその場が静まり返る。

「先生、これで終わりですか？　追撃した方が良いですか？」

　木剣をブンブン振り回し訓練場に風を起こしながら尋ねると、教師は我に返り宣言する。

「しょ、勝者ユミエラ・ドルクネス」

　それに異を唱えたのは転倒から起き上がったウィリアムだった。

「まだだ、今のは油断しただけだ！　素しろ人うとのふりをするとはどこまでも卑ひ怯きようなやつめ！」

　顔からだらだらと血を流しながら言っても説得力が無いぞ。

「うおおおおおおおお」

「せい」

　雄たけびを上げて飛び掛ってくるウィリアム。また避けても彼は納得しないだろうと思い、彼の振り下ろしに合わせて互いの剣をぶつけ合う。ぶつかり合った木剣からは木とは思えない重い音が鳴り、ウィリアムは後方に吹き飛ばされる。

　木剣が折れると思ったが意外と丈夫だなあ。……ではなくてウィリアムは大丈夫だろうか？　これで何かあったら事故なのか事件なのか、もしものときは教師の監督責任を追及する所存だ。

　訓練場に悲鳴が上がる。人が死んだかのような反応だ。私が少し慌てて近づくと、彼は頭を打ったのか気を失っているだけだった。多分セーフ、息も安定しているし頭が少し悪くなったくらいだと思う。

「あー、彼を保健室に運びましょうか？」

　私がウィリアムの襟首を摑つかんで持ち上げながら言うと、教師は慌てだす。

「いや、いい。私が連れて行こう。だから彼をこちらに引き渡すんだ」

　私が人質を取ったみたいな反応をされた。心外だと思いながら彼を受け渡す。

「私はウィリアム君を保健室に連れて行く。私が帰ってくるまで素振りなどの自主練をするように。いいか、試合は絶対にするなよ」

　教師はそれだけ言い、走って訓練場を出て行ってしまった。

　それにしても素振りか……。

　私は素人なので周りの真ま似ねをしよう。そう思いながら周囲を見回すが、誰だれも動く様子はなく、私と目の合ったものはヒッと小さく悲鳴を上げる始末だ。見物に来ていた女子生徒たちはすでにいなくなっている。

　そこまで怖がらなくても……。私は十分に手加減をしたはずだ。ウィリアムがひき肉になっていないのが何よりの証拠である。しょうがないので私は一人、何となくの型で素振りを始める。

　結局、授業終了の時間まで教師は戻ってくることはなかった。




　次は魔法の授業だ。魔法の訓練場は金属の鎧よろいを着た案か山か子しが並んでおり、弓道場のように魔法を撃つ場所にだけ屋根がかかっている。訓練場に時間通りに来た教師は生徒たちを見回し言う。

「まずはみんなの魔法の実力を見せてもらおうか。一つの属性でも的に当てられたら十分だよ」

　剣術の授業と同じように、一人一人の実力を測るため順番に魔法を披露するようだ。属性は火・風・水・土の四つが基本だ。光と闇を使える人は非常に希少である。

　一人ずつ魔法を披露していくが、魔法が見当違いの方向に飛んで行ったり、的まで届かなかったりと、及第点の生徒は意外と少ない。的に当てられた人も多くて二属性で、威力が足りないのか的はビクともしない。

　アリシアは的には当てられなかったが、希少な光魔法を使用したので感嘆の声が上がった。オズワルドは四属性全すべてを使いこなし、的に命中させて見せた。教師も手放しで褒める。彼の魔法は周りに比べて威力も高く見えたが、的はビクともしなかった。的が相当硬いのだろうか。

「素晴らしい。流石さすがオズワルド君、魔法の天才と持てはやされるだけのことはあるね」

「これくらいできて当然です。まだ魔法を見せていないのは彼女だけですね。どんな素晴らしい魔法を見せてくれるのでしょうかねぇ」

　オズワルドが眼鏡めがねをクイッと指で持ち上げ、馬鹿にしたように私を見ながら言う。確か彼は剣術の授業には参加していなかった。私がウィリアムを吹き飛ばしたことを知らないのだろう。そう思いながら前へ出ると、剣術の授業に参加していた周りの生徒が何か起こるかもしれないと一歩引く。

　そこまで警戒しなくても……。

　実は私は基本の四属性がまともに使えない。ライターほどの火を出したり、そよ風を起こしたりくらいしかできない。筋肉と闇に才能を極振りした女と呼んで貰もらって構いません。

「あの、的って壊してしまっても大丈夫ですか？」

　やたらと丈夫な的を壊してしまってもいいか質問するが、教師ではなくオズワルドが答える。

「あの案山子が着ている鎧は特殊な加工をしたものだ。それに、僕も壊せないあれを君が壊せるはずないだろう」

　壊して良いのか悪いのか質問に答えて欲しい。無視して教師を見つめる。

「宮廷魔導師くらいしか壊せないのだが、まあ壊せるというのなら壊してしまってもいいよ」

　教師の許可も出たので魔法を放つことにする。

「では、ダークフレイム」

　私の指先から豆粒ほどの大きさの黒い炎が出現し、的に一直線に向かう。

「何だあれは。何を出すかと思えば豆鉄砲じゃないか」

　オズワルドは笑い声を上げるが、教師は闇属性だと気が付いたようで目を見開いて驚いている。

　豆粒ほどの炎は着弾した瞬間、的全体に燃え広がり鎧はドロドロに溶け始める。

　ダークフレイムは私がよく使う魔法の一つだ。フレイムというだけあって炎のような見た目だが熱さは一切ない。石も金属も溶かす様子は炎というより酸に近い。魔物に使うと中々にグロテスクなことになる。

　鎧と中の案山子が溶け切り黒い炎は消える。

「……闇魔法？」

　静まり返った訓練場の中、誰かが呟つぶやく。

「はい、闇魔法です。他の属性はからっきしでして」

「み、見事だったユミエラ嬢。あー、闇魔法の使い手は過去に宮廷魔導師にもいたくらいだ。悪い先入観は持たないように」

　少しつっかえながら教師が闇魔法について説明する。というか闇魔法ってそこまでイメージ悪いのか。そういえば絵本の悪役は大体が黒髪で闇属性だった。私って悪役なのだろうか……あ、悪役令嬢で裏ボスだった。

「あり得ない、こんなのおかしい。僕は魔法の天才なんだ」

　今まで黙っていたオズワルドがブツブツと呟きだす。才能というよりレベル差だと思うが。

「ぼ、僕はこんなの認めないからなあああ！」

　ついには叫び出したオズワルドが訓練場を走り去ってしまう。彼のクール眼鏡キャラは完全に崩壊していた。

　私がドン引きしているとオズワルドと入れ違いになるように、エドウィン王子と学園長がやって来た。

「ユミエラ・ドルクネス、貴様の退学の書類が完成したぞ。貴様は王立学園にふさわしくない」

　午後の授業からエドウィン王子を見ないと思っていたが、私を退学させる準備をしていたらしい。流石王子様、ご多忙でいらっしゃる。

「退学……ですか」

　これからの身の振り方を思案していると、学園長も口を開く。

「王族に噓うそをつくような者は学園に、そしてバルシャインの貴族に相応ふさわしくない。学園を退学になったとなれば、この国で貴族として生きるのは難しいであろう」

「ふふ、海外旅行もいいかもしれませんね。外国の人は良くしてくれるかもしれません」

　暗に他国への亡命を仄ほのめかすと、魔法の教師が慌て出す。

「お、お待ちください殿下、学園長。彼女は希少な闇魔法の使い手で、宮廷魔導師でも壊すのに苦労する的を壊して見せました。レベル99というのも真実かもしれません。彼女を退学にするのはこの国の損失となります」

「宮廷魔導師でも壊せるのだろう？　レベル99の証明にはならないはずだ。退学を取り消したければ私を納得させてみよ」

　エドウィン王子はどうしても私を退学にしたいようだ。宮廷魔導師クラスの人物を易やす々やすと他国へ渡すのは王族として問題だろうに。

「ユミエラ嬢、先程の魔法は全力ではないだろう？　ここで全力の魔法を見せてくれ、頼む」

　亡命して他国に囲って貰うのと、身分を隠して庶民として生きるのとどちらがいいかなと考えていると、魔法の教師が土下座する勢いで頼み込んでくる。この国への忠誠心からの行動だろうか、こう頼まれると断りづらい。

「分かりました、空に魔法を放ちます。エドウィン殿下、魔法を行使してもよろしいでしょうか？」

「勝手にやればいいだろう」

「本当によろしいのですか？」

「うるさい！　さっさと始めろ！」

「でも、何かあったときは誰が責任を……」

「空に魔法を撃って何か起こるはずないだろう！　責任は私が取る！」

　よし、言げん質ちは取った。これから起こることを考えるとエドウィン王子に責任を擦なすり付けるのが一番である。

「では、屋根のかかっていない場所へ」

　私が訓練場を移動すると、王子たちがついてくる。生徒たちも恐る恐るといった様子で屋根のない場所へ移動する。全力でと言ったが本当に全力でやる気は無い。昔に一度、森にクレーターを作ってからは全力での魔法行使は控えている。あれからさらに成長しているはずなので今の全力は私も想像が付かない。

　ゲームでは魔王と私だけが使うことを許された、最強の闇属性魔法を行使する。

「ブラックホール」

[image: ]

　瞬間、王立学園が闇に包まれる。

　離れた場所から見れば、学園の上空に黒い球体が出現したことが分かるだろう。広い王都のどこからでも見えたはずだ。学園は太陽の光が遮られ、夜のように真っ暗になる。しかしそれは一瞬だ。次に黒い球体はみるみる小さくなり消えてしまう。

　次の瞬間、上空への猛烈な突風が吹き上がった。

　ブラックホールは範囲内の物質を無条件で消し去る魔法である。つまり、学園の上空の空気が一瞬で無くなったということだ。真空状態になった空に向かって周囲の空気が引き寄せられる。

「どうでしょうか殿下？　私がレベル99だと納得して頂けましたでしょうか？」

　暴風が収まってから、できるだけ柔らかい表情を心掛けて言う。

「ひいいいいい」

　腰を抜かしたエドウィン王子は必死に私から離れようとする。そこまで怖がらなくても。







　この続きは現在配信中の『悪役令嬢レベル99　～私は裏ボスですが魔王ではありません～』にてお楽しみください


(C)Satori Tanabata, Tea 2019
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